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第一章










異例の異動は突然に




「もう、この年の経理課長、誰っ！」

　私、瀬せ川がわ千ち鶴づるは、地下の資料室で怒りを爆発させていた。

　ここは、オフィス街にそびえ立つビル群の中でもひと際大きなビル、『葉は山やまホールディングス株式会社』。鉄道事業を中心に、ホテル、旅行、レストラン、都市開発など、さまざまな分野で業績を上げる、日本屈指の大企業だ。

　その社員である私は、本当ならデータ管理されているはずの過年度の資料の一部がどうしても見当たらず、こうして原本を探すはめになっている。

　途方もない資料の山を前に、誰かも分からない過去の経理課長を、思わず罵ののしらずにはいられない。

「あっ、見つけた！」

　目当ての資料をやっとの思いで見つけ、分厚いファイルに手を伸ばして取ろうとする。

　しかし悲しいかな、身長百五十三センチの私の手には、なかなか届かない。

　ファイルの下部に指を引っかけて取ろうとしたとき、他のファイルにも触れてしまい、ファイルの山がどさどさと頭上に落ちてくる。

「きゃーー！」

　頭をかばうだけで精いっぱいだった。しゃがみこんだ拍子に尻もちをついてしまう。しかも勢いよく頭をかばったせいで、束ねていた髪はぐちゃぐちゃ。

　ファイルが散らばった惨状を目の当たりにして、思わず溜ため息をつく。

「今日は本当についてない」

　資料室の奥のほうに脚きゃ立たつを見つけ、落下してきたファイルをキレイに整理する。

　目当てのファイルをやっと手にして、資料室を出た。

　すると、同期で親友の佐さ々さ木き理り乃のが焦った様子で走ってきた。

「ちょっと千鶴、大変よ！」

「大丈夫！　あの資料ならちゃんと見つかったから」

「そんなこと、どうでもいいわよ！」

　そんなことって……。地下の薄暗い倉庫でひとり格闘していたのに、そんな言い方ないじゃないの！

　思わず口を尖とがらせる。

「どうでもいいって、これがないと……」

「それよりも、早く席に戻って連絡票を確認して」

　尋常じゃない理乃の様子に、急いで経理課に戻ってみると、途端に部署中の視線がこちらに向けられた。

　いったいなにがあったの？

　戸惑いつつも自分のデスクに座り、スリープ状態のパソコンにパスワードを入力する。

　その間もこそこそと話す声と視線が向けられ、なんだか不安になってきた。

　私、なにかした……？

　グループウェアを立ち上げて、社内連絡票のアイコンをクリックする。

　えっ？　辞令!?

　人事異動は本来、四月のはず。今はまだ二月の中ごろ。こんな時期に辞令なんて出るはずがないのに……。

　なんだか嫌な予感がするけど、意を決してデータを開く。

　そこには、『瀬川千鶴』という私の名前と、秘書課への異動の旨が記されていた。

「ひっ……秘書課って、そんなはずないじゃない！」

　思わずフロア一帯に響く声を出してしまい、慌てて口元を押さえる。

「内示もなしに異動になるなんて前代未聞よね。それに秘書課だなんて……」

　理乃に言われて、理由を考えてみるけれど、思い当たる節がまったくない。

　秘書検定を持っているわけでも、特別美人でもない。そんな私がどうして秘書課なの……。

　ふと辞令の日付を見ると、翌日付の異動になっている。

　そんなっ！　いくらなんでも急すぎる。突然異動させられるようなこと、なにかしたっけ？

　思い出そうとしても、パニックになって頭が全然働かない。

　とにかく落ち着かなきゃ。

　大きく深呼吸をしていると、経理課長が近づいてきた。

「ということで、明日から瀬川は経理課勤務じゃなく秘書課勤務だ。がんばれよ」

　ずいぶんあっさりと言ってくれる。課長のことは今まで、仕事はまあまあだけど人柄はいいと思っていたのに、あまりにも薄情だ。

「課長、知ってたんですか？」

　思わず恨めしい目で見てしまう。

「いいや。でも、あの人の言い出したことだ。俺が今さらなにを言ってもどうにもならんだろ。すまんが、俺は自分の地位も家族も大事だから、瀬川が異動に不服があっても、どうにもしてやれん。だから、どうしても嫌なら自力でがんばるんだ」

　あの人って誰？　課長ではどうにもならないって、いったいどういうこと？

　課長に詳しい事情を説明してもらおうと口を開きかけたところで、私の目の前の電話が鳴った。内線を取ると、どこか聞き覚えのある女性の声が聞こえてきた。

『瀬川さん。今すぐ二十階の役員フロアまで来てちょうだい。着いたらエレベーター前にいる秘書に声をかけて』

　それだけ言って、電話はガチャリと切れた。

　二十階って最上階じゃない。そこにあるのって……。

　ひとつの考えにたどり着いて、私は血相を変えてエレベーターホールへ走った。

　エレベーターに飛び乗り、入社してから今まで一度も押したことがない二十階というボタンを押す。

　エレベーターを降りると、そこには秘書と思おぼしき白髪交じりの紳士が立っていた。

「お待ちしておりました。瀬川さんですね」と尋ねられ、「はい」と頷うなずくと、有無を言わせない毅き然ぜんとした態度で案内された。

　ひとつのドアの前で立ち止まる。そこには『会長室』と書かれたプレートが掲げられていた。

　秘書は重厚なドアをコンコンとノックし、「失礼します」と声をかけた。

「ど～ぞ」と軽い返事が返ってきたことで、幾分か緊張がほぐれる。

「お連れしました」と秘書がドアを開け、私を中へ促した。

「し、失礼します」

　足を踏み入れると、先ほどほぐれたと思った緊張がぶり返してくる。

「お呼び立てして申し訳ないわね。どうぞ、そこに掛けて」

　そう声をかけてきたのは、葉山ホールディングスの会長、葉山和かず子こだ。

「はい」

　ソファへ座ると、ほどなくして秘書が紅茶を持ってきてくれた。

「辞令は見てくれたかしら？」

　茶目っ気たっぷりに言われる。

　経理課の一社員の私が会長と話すのは、これが初めてのこと。会長についての知識といえば、彼女の携帯には歴代の総理大臣の名前が連なり、電話ひとつでお茶に呼び出すとか、アメリカの大統領とはメル友だとか、ウソかホントか分からない噂うわさ話ばかりだった。

　たしかなのは、夫である前会長が亡き後、単なる鉄道会社だった葉山を一大企業に育てたのは、すべて彼女の手腕だということ。逆らうものは会社にいられないばかりか、今後の就職さえも危ぶまれるとも聞く。

　政治経済界を牛ぎゅう耳じる会長は、欲しいものを魔法でも使ったようにひょいっと手に入れる。そんな彼女を人は『魔女』と呼ぶ……らしい。

　しかし、目の前にいる女性からはそんな雰囲気がまったく感じられなかった。

　キレイに整えられた白髪はとても品よく見える。椅子に座っていても小柄だと分かるけれど、ニコニコと笑う姿は人を惹ひきつける温かみがあった。

　なにか悪いことが起こりそうだと覚悟していた私は、思わず拍子抜けしてしまい、おかげで聞きたいことがすんなりと口にできた。

「はい。でも、どうして私が異動になるのか理解できません。今ここに呼ばれていることも」

「瀬川千鶴さん。東とう西ざい大だい学がく経済学部を優秀な成績で卒業後、新卒で我が社に入社。入社後すぐに経理課に配属。以後、五年間異動なし。そろそろ異動してもいいんじゃないかしら？」

「それだけの理由であれば他の部署もあるのに、どうして秘書課に異動なんですか？」

　相手が会長だろうと、きちんと聞いておかないといけない。

　そもそも、この会社の秘書課は特別なのだ。入社試験は他の社員とは別枠で設けられているし、選考基準も他の社員とは違う。

　なぜなら、葉山ホールディングスの秘書課が別名『社内大奥』と呼ばれる部署だから。

　多くの重役の伴侶がこの秘書課から出ていることから、いつしか後継者候補が適齢期になるころには秘書課が大奥と化した。

　入社試験は、さながら〝お見合い会場〟となる。容姿や家柄など、普通の入社試験では加味されない項目が採点されていく。

　そんな秘書課になぜ自分が配属されるのか、さっぱり見当がつかない。私の知っている範囲では、入社後秘書課に異動になった人など聞いたことがない。

「理由ねぇ。私の気まぐれとでも言っておこうかしら」

　き、気まぐれ……。

　納得できない気持ちが顔に表れていたのか、会長はさらに言葉を続けた。

「実は、あなたには特別にやってもらいたいことがあるのよ」

「やってもらいたいこと？」

「そう。常務の葉山宗そう治じを一年以内に結婚させてほしいの」

　結婚？　常務って、会長の孫だよね？　どうして私が、話もしたことのない常務の結婚をお世話しないといけないの？　経理課出身の一社員にどうにかできるわけないじゃない！

「おっしゃっている意味がよく分からないんですけど……」

「もうね、私も先がそんなに長くないと思うの。だから、そろそろひ孫の顔が見たい。いつまでもチャラチャラ遊んでいる孫をどうにかしてほしいのよ」

「はぁ……」

　とってもお元気そうで、すぐにどうこうなりそうにもないですけど……。

　思っていても口には出さない。私だって立派な社会人だ。

「でも、どうして私が？」

「適性があるから、とでも言っておこうかしら。私、こう見えても人を見る目はあるのよ」

　私のどこを見て適性があると言っているの？　正直言って、恋愛偏差値は三流以下なのに。

「異動が嫌なら、ユニオンもあるから訴えたらいいわよ。でも、これを見ても嫌だって言うかしら？」

　そう言って、会長は部屋の奥にある扉を開き、私を招き入れた。

「こ……れっ」

　部屋の中で目にしたものに驚き、勢いよく会長を振り向く。

「ウチのろくでもない孫が一年の間に結婚できれば、この絵をあなたに差し上げます」

　ニッコリと微ほほ笑えむ顔は天使のようだけれど、私には意地悪な魔女にしか見えなかった。

「絶対に断れないのが分かっていて、おっしゃっているんですね」

「まあ、心外だわ。選択権はあなたにあります」

　これだけの会社のトップに立つ人だ。私みたいな小娘がいくら抵抗しても、結局は相手の思うようになるのだろう。

「分かりました。一年間ですね。約束は絶対守ってください。では、これで失礼いたします」

　これ以上ここにいたって、仕方がない。私はやるしかないんだから！

「これを持っていきなさい。きっと役に立つわ」

　手渡されたのは、一冊のファイル。その場で中身を確かめる。

　そこには、写真や経歴など履歴書のような個人データが入っていた。

「それが今、秘書課にいる四人分のデータよ。事前に読んでおくといいわ」

　私は覚悟を決めて会長室を後にした。




　経理課の自分のデスクに戻ると、理乃が心配そうな顔で近づいてきた。

「どこ行ってたの？　顔色悪いけど大丈夫？　そんなに異動が嫌なら、部長に掛け合ってみたら？」

　普通の異動であれば、きっとここまで心を取り乱すことはなかった。

　理乃に相談すれば気持ちも軽くなるだろうけれど、それはできない。

「大丈夫。突然すぎて、ちょっと驚いているだけだから」

　ぎこちない笑顔を見せるけれど、理乃はまだ心配そうな顔をしている。

　もう一度笑顔を見せ、理乃を席に戻らせる。そして引き継ぎ作業をしながら、デスクの片付けをした。

　普通ならば一カ月、少なくとも二週間前には内示が出て後任に引き継ぎをするのだが、今回の異動はイレギュラーで一日しかない。

　少しでも多くの内容を引き継がなくちゃ、経理課のみんなに迷惑がかかってしまう。

　だけど幸いなことに、経理課ではどの仕事も担当者がひとりというふうにはしていなかったので、補足的な説明だけしてほとんどの引き継ぎを終わらせることができた。どうしても間に合わない部分は、以前作っておいたマニュアルに詳細を書き加えることで対応することにした。

　一段落して時計を見ると、時刻はすでに二十時半。伸びをして、五年間お世話になったフロアをグルッと見渡す。

　さっきまで走り回っていたこのフロアで仕事をするのは今日で最後だ。

　少し感傷に浸りながら、デスクを片付ける。そして残業していた課長に「お世話になりました」と挨拶をして、会社を後にした。










大奥




　――ピピピピ……ピピピ……。

　聞き慣れたアラームの音で目が覚める。

　いつもならベッドの中でうだうだと時間を過ごすけど、今日はそんな悠長なことをしている時間はない。

　トーストとコーヒーだけの朝食を済ませると、いつもよりも念入りに身み支じ度たくをした。

　ボブの髪はどこもはねていないようにセット。チークは血色がよく見えるように明るい色を選び、ビューラーでしっかりと上向きにした睫まつげには、ブラウンのマスカラで柔らかい印象を与えられるようにした。

　加えて、いつもはグロスしか塗らない唇もきちんと見えるように口紅で仕上げた。

　いつもこれぐらい丁寧にお化粧しないといけないよね……。

　日々の手抜きに反省しながらも、時計を見て慌てて着替える。

　お気に入りのスーツに七センチヒールのパンプスを身に着け、バッグにスマホを放りこむと、戦闘態勢が整った。

　さて、がんばりますか！　正直、会長の言っていることには無理があるけど、引き受けた以上はしっかり仕事をこなさなくちゃ。あの絵のためにも！




　十五階の秘書課に到着すると、そこにはすでに男性ひとりと三人の女性が各々の席に着いていた。

「遅くなって申し訳ありません」

「まだ始業時間になっていませんから、大丈夫ですよ。そちらの席が瀬川さんの机です」

「はい！」

　優しい笑顔の男性に声をかけられて、緊張が和らぐ。

　彼が秘書課の課長、高たか浜はまさんか。

　昨日、会長から渡された秘書課のメンバーの個人データと組織図で確認しておいたことを思い出す。

「では、自己紹介といきましょうか。まず私は、常務の第一秘書兼秘書課課長の高浜勇ゆう矢やです。ようこそ秘書課へ」

　黒い艶のある少し長めの前髪が、メタルフレームのメガネとよいバランスが取れている。秘書のイメージそのものだ。身長は高いが、彼の落ち着いた、柔らかい雰囲気のおかげか、威圧感は感じられない。

「では次に、三み島しまさん、お願いします」

　課長の言葉に、私の席の前に座っている清せい楚そな女性が立ち上がった。

「三島華はな子こです。今年で入社七年目です。ここの女性社員の中では入社年次が一番早いので、分からないことがあれば聞いてくださいね。社長の第二秘書をしております」

　肩に届くぐらいの長さの黒髪は天使の輪が見えるほど手入れされている。楚そ々そとした仕草は控えめなイメージだが、涼しげな瞳には凛りんとした美しさがある。

　会長からもらったデータでは、運送業界トップの『三み島しま運うん輸ゆ』社長の娘と書いてあった。出身大学もお嬢様学校で有名なところだったはず……。

　今、受けた印象と事前データを照らし合わせて脳内でまとめていると、次の女性に課長が自己紹介を促した。

「遠とお山やま園その美みです。今年で三年目になります。日下くさか専務の第二秘書をしています。実家は呉服屋を経営しておりますので、お着物が必要な場合は声をかけてくださいね」

　まるで新入社員のような初々しい挨拶をした遠山さんは、若いと言うよりもどこか幼い印象だ。ふわふわとした肩までの髪を後ろでハーフアップにし、クリッとしたドングリのような瞳を興味深そうにきょろきょろと動かしている。

　葉山デパート全店にテナントとして入っている、歴史も実績もある呉服店『遠とお野の屋や』の娘ということはすでにインプット済み。たしか近い親戚筋に国会議員がいたはず。

　遠山さんも葉山の籍に入るにはもってこいの子だ。

「次は私ね」

　そう言って、グラマラスでセクシーな女性が声を上げた。

　少し明るめの髪はキレイに巻かれていて、長い睫がクルリと上を向いている。口角の上がった厚めの唇には鮮やかな色のグロスが塗られていた。女の私からみても女性としての魅力が溢あふれている。

「後ご藤とう艶つや香かです。入社してから今年で四年目。会長の第二秘書をしているけど、仕事はあまり得意じゃないの。だから、あまり頼りにしないで」

　上司の前で悪びれもなく言う姿は、潔いさぎよくて気持ちいいほど。たしかに、デスクの上のノートパソコンは閉じられたままで、代わりに大きな鏡がのっていた。

　思ったことはハッキリ言うタイプっと。

　脳内のデータを上書き保存した。

　会長のデータによると、ウチの会社のメインバンクの頭取の娘。もし彼女が葉山と親戚になれば、会社も資金面でかなり優遇されるだろう。

　そう分析していると、「最後は瀬川さん」と高浜課長に指名され、慌てて自己紹介をする。

「瀬川千鶴です。昨日までは経理課にいました。急に秘書課に配属になって驚いています。秘書の仕事は初めてなのでいろいろ教えてください」

　ニッコリと笑顔を作って、自己紹介を終わらせた。

「それで瀬川さんの担当なんだけど、常務の第二秘書をしてもらいます」

　常務の秘書……。目的を達成するために、会長が手を回してくれたのかな？

「はい」と返事をするも、なんだか課内の空気がおかしい。遠山さんはコクンと頷いたが、三島さんは不服そうだ。後藤さんに関しては、こちらを睨にらんでいる。

　私が常務の秘書になるのに、なにか問題でもあるの？

　不思議に思っていると、三島さんが声を上げた。

「納得できません。常務は今まで第二秘書は設けていませんでしたわ。それなのに今さらどうして。それに、この方に十分な資質と能力があるようには思えません」

　唇を噛かみしめ、私を睨んでいる。

　もしかして、初日から嫌われちゃった!?　できるだけ円滑に物事を進めたかったのに、最初から敵意をむき出しにされたら馴な染じめるわけないじゃない。

「これは常務が決定したことです。秘書課内の人事に関しては会長より常務と私に一任されています。常務の考えになにかご不満でもありますか？」

　口調は優しいのに、どこか有無を言わさぬ様子の高浜課長。

「い、いえ……。そういうわけでは……」

　三島さんも引きさがるしかなかったようだ。

「それでは自己紹介はここまで。瀬川さんは私と一緒に常務のところへ挨拶に行きましょう」

　課長の後に続いて、廊下に出る。

　私は疑問に思っていたことを尋ねてみる。

「高浜課長は常務の個人秘書なのに、どうして秘書課の課長を兼任しているんですか？」

「瀬川さんもご存じかと思いますが、秘書課のメンバーはもともと常務のフィアンセ候補として集められたメンバーです。ですから、常務の個人秘書である私が彼女たちの上司となって、人となりを見極めているんです」

　会長の孫で、葉山ホールディングスの後継者である常務のための秘書課。まさに噂通りだ。

「課長は私がどうして秘書課に配属になったのかご存じですか？」

　どこまで話をしていいのか判断するために質問をぶつけた。

「いいえ、会長からのご推薦ということしか聞いていません」

「そうですか」

　じゃあ、常務を結婚させるミッションについては知らないってことよね？　会長が話していないなら、ばれないように気をつけないと。

　常務室の前に到着し、課長がドアをノックする。

「はい」

　よく通る声が返ってきた。さっさと中に入る課長を慌てて追いかける。

「失礼します。瀬川さんをお連れしました」

　紹介されて、会釈をする。

「瀬川千鶴です。よろしくお願いします」

　顔を上げると、この部屋の主である葉山常務に「こちらへどうぞ」とソファに座るよう促された。

　少し猫っ毛の黒髪は、無造作に見えるようにきちんと計算されているようで清潔感がある。キレイに孤を描く眉に、少したれ目がちの瞳には十分な甘さが含まれている。左目の下には小さな、しかし印象的なほくろが鎮座していて、彼の魅惑的な雰囲気を一層引き立てていた。さらに、よく通った鼻筋にキュッと口角の上がった口。十人いれば十人が『かっこいい』と漏らすような男性だった。

　そして、その美び貌ぼうと地位で彼がものにしたのは、〝葉山ホールディングス始まって以来のプレイボーイ〟の異名。

　芸能人やモデル、はたまた医者に看護師、フライトアテンダントに保育士さん……。彼と浮うき名なを流した人数を把握している人はいるんだろうか？　本人でさえ把握できていないのではないかと思う。

　秘書課の三人には目もくれず、お見合いの話を振っても、のらりくらりと避けて独身を謳おう歌かしているという噂は、彼を目の前にすると真実味を帯びた。

「秘書課はどうかな？」

　柔らかな笑顔で問いかけられる。その惑わすような笑みに思わず見とれてしまう。

「あの、まだ自己紹介しかしていませんので……」

「そっか。それじゃあ、なんとも言えないか」

　ソファと机の間で窮屈そうにしていた足を組み替えて、常務が話を続ける。

「君には俺の第二秘書をしてもらうことになった」

「はい、先ほど課長から伺いました」

　返事をすると、「じゃあ聞くけど」と質問が返ってきた。

「どうして君が俺の秘書になったんだと思う？」

　会長の意向だろうけど、常務を結婚させるミッションについては内緒だ。知らないふりをしておかなきゃ。

「いえ、どうしてでしょうか？」

「会長からの推薦があったっていうのも理由だけど、君が普通の子だからだよ」

「普通の子……？」

「そう。俺はまったく結婚する気がない。なのに、あの三人のうちの誰かを秘書にでもしたら、秘書課のバランスが崩れてしまうだろう？」

　よく分からない持論を繰り広げている。

「はあ……」

「彼女たちは俺の妻候補として、この会社に入社している。誰かひとりを第二秘書にすることで、自分だけが特別だと勘違いされて、相手にも相手の家族にも期待されては困るからね。だから、そういうしがらみのない君を俺の秘書にしたんだ。というのも……」

　常務は課長をチラリと見てから視線を私に戻した。

「高浜課長の奥さんが出産間近なんだよ。今まで俺の秘書は彼ひとりで大丈夫だったんだけど、家庭に割く時間がほしいって申し出があってね。都合よく君が来てくれて助かったよ」

　常務付きの秘書になった理由は分かったが、同時に秘書課のメンバーのやっかみを買うことも決定したようだ。

　さっきの三島さんの鋭い視線を思い出して、背筋が凍る。

　それにしても常務はそこまでして、どうして結婚しないと言い張るんだろう？　こんなに大きな会社の跡を継ぐんだから、普通なら結婚して次の跡継ぎを、と思いそうなものなのに。

　本来なら、上司のプライベートを根掘り葉掘り聞くべきではないと思う。だけど私には使命がある。一年以内に結婚してもらわないと、会長との約束を果たせない。まっとうするためにはきちんと聞いておきたい。

「なぜ結婚したくないんですか？　あの三人ではダメということですか？」

「それは君に話すことじゃないと思うけど。それとも君も俺と結婚したいの？」

　蠱こ惑わく的てきな笑みを向けられてポカンとしそうになるが、顔を左右に激しく振って否定した。

「滅相もありません。単に、どうしてなのかな？という個人的興味です」

　焦ってごまかしたら、「ハハハ」と常務が大きな声で笑い始めた。

「ストレートな性格なんだな。そういう単純なヤツは嫌いじゃない」

　そう言って口元に笑みを浮かべた。そのとき、常務のスマホが着信を告げる。

「あぁ、美み佐さ子こちゃん～。久しぶりだねぇ」

　さっきとまるで違う甘い声。

　プレイボーイっていうのは、やっぱり噂通りなんだ。正直、こんな人と結婚すると苦労するだろうな。毎日泣かされそう……。

　なんともだらしない声を出して私用電話をしている目の前の男が、これから自分の上司になる。

　そして、会長から『一年以内に結婚させてほしい』と言われたターゲットだ。










灰かぶり姫




　自分のデスクに戻り、高浜課長から受け取った常務関連の名刺を整理する。それに伴い、個人の趣しゅ味み嗜し好こうの情報をデータベース化したもので確認する。

　しかし、名前と顔を覚えるのは数少ない特技だったのに、内容がなかなか頭に入ってこない。きっと朝から、いや昨日辞令が出たときから続いている緊張が原因だ。

　溜め息をつきながら時計を見ると、十二時を五分ほど過ぎたところだった。

　こういうときはお昼を食べてリフレッシュするに限る！

　そう思い、いつものように社員食堂へ向かう。

　エレベーターを降りると何人かの社員がこちらを見ていて、目が合いそうになるとさっと顔を逸そらした。

　不思議に思いながらも、本日の日替わり定食の食券を買ってトレイを持ち、食堂のおばちゃんに「よろしくお願いします」と声をかけて食券を渡す。その間も、背中に目が付いているわけじゃないけど後ろからひしひしと視線を感じていた。

　トレイにランチが全部揃って振り返ると、ひそひそ話をしていた声が一斉にやむ。

　なんかとっても感じ悪い。私、間違いなく注目されてるよね……。

　どうして自分にそんな視線が送られるのか訳が分からないまま、窓際の席に座ろうとしたとき……。

「千鶴！」

　名前を呼ばれて振り向くと、血相を変えた理乃が早足でこちらに向かってきていた。

「そんなに急いでどうしたの？」

　経理課での私の仕事になにかミスがあった？

「あんた、葉山常務と結婚するの!?」

　思いのほか大きな理乃の声に、周りにいた社員が一斉に静かになる。しかしこの食堂で一番驚いたのは誰であろう、私。

「はぁ？　ええーー!?」

　いったいどうしてそんな話になったの？　そもそも私は常務を結婚させるために秘書課にいるのに。

　理乃はトレイを持ったまま突っ立っている私を窓際の目立たない席に誘導して、そこに座らせた。

　弁当を持参してきた理乃は、小さな弁当箱を広げて一気にまくし立てる。

「朝から、異動したのはどんな子なのか、散々聞かれてね。『秘書課は常務の婚約者候補が集められるはずだから』って。『今まで社内の人間が異動になることなんかなかったのに、その子だけ特別に秘書課になったのはどうしてなの？　それぐらい常務が手元に置きたがっている相手っていったいどんな子？　そのシンデレラみたいな子！』って、噂になってるのよ」

　身振り手振りを交えて大げさに話す理乃のおかげで、さっきから自分に向けられている視線の理由が分かった。

「シンデレラって……」

「だって、ただの地味な経理課の、しかも彼氏がいない残念なＯＬが、大企業の次期後継者に見初められるなんて、まさにシンデレラストーリーじゃない」

　まるで自分のことのようにキラキラと瞳を輝かせる理乃に、溜め息交じりに言った。

「地味で彼氏がいない、残念なＯＬですみませんね」

「あー、ごめんごめん。本当のこと言って」

　余計悪いよ。だけど、すでにそこまで噂が広がっているということは、今さらどうがんばっても訂正しようがないってことだよね。きっと尾ひれどころか背びれやいろんなものがついて、三日後にはもっと大きな話になっているだろう。

　そう考えるとズシンと気が重くなり、目の前にあるランチがまったく喉を通らなくなってきた。

「理乃、ごめん。ちょっと仕事を思い出したから戻るね」

　ほとんど手をつけてないトレイを持って立ち上がる。

「ちょっと……千鶴……」

　そう言って立ち上がりそうになった理乃を留めて、エレベーターに乗った。

　十五階で降りて、奥にある秘書課に向かう。

　神様！　もうこれ以上やっかいごとが起こりませんように。

　心の中で祈りながら秘書課に戻ると、三島さん、後藤さん、遠山さんがデスクに座っていた。そのとき、室内に電話が鳴り響く。

「あなた」

「ほらっ」

「瀬川さん……」

　そう言って、三人とも私の電話を指差す。

　私が出ろということ？　今帰ってきたばっかりなのに……でも仕方ないか。ここでは新人も同然だし。

　鳴り続ける電話の受話器を取る。

「葉山ホールディングス秘書課で……」

『宗治さん出して！』

　話している途中、電話の相手に遮られる。

「あの、常務の葉山でございますか？」

『そうよ、それ以外誰がいるの？』

　当たり前のことを聞くなとでも言う態度に少し苛いら立だつ。

　普段、役員をファーストネームで呼ぶことなんてないから、いきなり『宗治さん』なんて言われても分かるわけがないじゃないの。

　しかし怒ってみても仕方がないので、相手にこちらの感情がばれないように丁寧に電話口で応対する。

「失礼ですが、どちら様でしょうか？」

「クリスタルの彩あや奈なよ」

　そこで、この不ぶ躾しつけな態度に合点がいく。

　たぶん常務は、この人の連絡を無視してるんだろうな。常務の女性関係なんて知るわけないけど、親密な関係なら直接プライベートな番号にかけるはずだ。でもここにかけてきている時点で常務は彼女と連絡を取るつもりがないということだ。

「こちらではプライベートなお電話をお繋つなぎできません」

　ハッキリと言い切る。

「はぁ？　あんた新人なの？　私が誰だか分かってる？」

「申し訳ございません。勉強不足で存じ上げませんが、ずいぶん親密なご関係のようですので、プライベートな番号におかけになってはいかがでしょうか。では、失礼いたします」

　相手がなにかを叫んでいる声が電話口から聞こえたが、気にせずに受話器を置いた。

　溜め息をひとつついて仕事に取りかかろうとしたとき、後ろから小さな拍手と共に声がかかる。

「いや～、お見事！」

　振り返るとそこには常務が立っていて、ニコニコと笑顔でこちらを見ていた。

　一部始終見ていたってこと？　常務の尻しり拭ぬぐいをしてるんだから、ちょっとぐらい自分でなんとかしてくれてもよかったのに！

「常務の大切な〝お友達〟の彩奈さんからのお電話でした。ご連絡をお待ちのようでしたよ」

　怒いかりのあまり、イヤミったらしく言う。

「いいの、いいの。俺は話すことなんてないから」

　ニコニコしながら答える常務に、ますます苛立つ。

「女性問題の処理は秘書の仕事ではないと思いますが」

　葉山ホールディングスは本来、新人であってもきちんと意見を述べられる自由な社風だ。上司だろうが部下だろうが、議論を活発にかわす職場である。私も今までそういう環境の下で仕事をしてきたので、上司だろうが言いたいことはハッキリと伝える。

「残念ながら、俺の秘書に至ってはそれも仕事のひとつなの。ごめんね、仕事を増やして」

『ごめん』と言ってはいるけれど、悪いだなんてちっとも思ってないんだ。

　どこかバカにした言い方にますます腹立たしくなったが、相手は取締役。これ以上会話をして怒らせてもなんの得にもならないと、彼の言葉を無視してパソコンに向かい、仕事をし始めた。

「もしかして、ヤキモチ焼いてる？　かわいい～」

　せっかく気持ちを落ち着けたのに、背後から覗のぞきこまれて我慢の糸がブチッと切れる。

「いい加減にしてください。自分の女性関係の〝お片付け〟ぐらい、自分でなさったらどうですか？」

　ギロリと睨むと、三島さんの「んまぁー！」という声が部屋に響いた。

　しかし常務に対してはなんの効果もなかったらしい。

「〝お片付け上手〟の優秀な秘書がいるから、これからも俺がわざわざやらなくても大丈夫みたいだね」

　肩をすくめて部屋から出ていく。

　その軽い態度にますます気分を害した私は、パソコンのキーボードを大きな音で叩たたいた。

「う～、ムカつく！」

　ふと視線を横に向けると、高浜課長が私の小さく呟つぶやいた声を聞いていたようで、笑いをこらえるようにプルプルと肩を震わせていた。

　なんなのよ、もう！




　終業時間を一時間ほど過ぎて、ようやく仕事が終わった。

　会社の最寄り駅の改札を抜けると、すぐにホームに滑りこんできた電車へと飛び乗る。電車に揺られながら、窓ガラスに映った自分の顔を見て「お疲れ様」と心の中で呟いた。

　秘書課での初日は、精神面と体力面の両方に堪こたえた。

　社内で広がったシンデレラの噂は、もちろん秘書課のメンバーの耳にも入っていて、午後から〝教育〟という名目で三島さんや後藤さんに散々いびられた。

　段ボール入りのコピー用紙を三階の総務から十五階の秘書課まで大量に運ぶように言われたり、依頼されたデータ入力を確認してもらっているときにわざとデータを消去されて、もう一度やり直しさせられたりした。

「あら、もう一度やればきっと完璧にできるわよ。よかったわね」と言う三島さんのセリフに「ありがとうございます」と震える声で答えた私を誰か褒めてほしい。

　本人たちは『教えてあげてる』って言ってたけど、あれはいびり以外のなにものでもない。不ふ憫びんに思ったのか、遠山さんが手伝ってくれようとするも、彼女たちは〝手出し無用〟という無言の圧力をかけた。

　思い出すだけで怒りと疲れが同時に湧き起こる。

　きっとしばらくすれば、シンデレラなんて噂自体が間違っていることに誰もが気づくだろう。私と常務の接点が仕事以外にはないんだから、周りだって見ていてすぐにデマだったんだと理解するはず。だから、それまでの辛抱だ。

　そう自分に言い聞かせた。

　自宅の最寄り駅に到着し、駅前のスーパーに寄ってから帰る。

　駅から徒歩七分。比較的新しい、オートロックのマンションは私の小さなお城だ。会社が家賃の八割を負担してくれているので、多少高くてもなんとかやっていけている。

　社会人になると同時に私はひとり暮らしを始めた。

　物心ついたときには、すでにお母さんは天国の住人だった。幼い私を男手ひとつで大切に育ててきてくれたお父さんも、私が小学校五年生のときにこの世を去った。その後は、叔母さんに引き取られて大学まで卒業させてもらった。

　お父さんの遺産があるからお金は気にするなと叔母さんは言ってくれたが、当時、叔父さんの経営する会社はうまくいっておらず、夜によくケンカをしているのを聞いた。そして、そこにいつも自分の名前が出てきていたことも知っている。

　実の娘のように、三つ上のイトコの煌おう太た兄ちゃんと分け隔へだてなく育ててくれた叔父さんと叔母さんには感謝している。けれど、どこか疎外感があったのも事実だ。

　だから、就職を機に住み始めた一ＤＫのこの部屋は、私にとって心休まる大切な場所だった。

　部屋に着くと、お気に入りのピンクのモコモコした部屋着に着替える。ソファに座り、スーパーで半額で買った惣そう菜ざいのパックと缶ビールをローテーブルの上に並べた。

　健康と財布の中身を考えても自炊するのがベストだとは分かっている。だけど今、その気力はどう振り絞っても私の中から出てこない。

「お疲れ。乾杯」

　缶ビールをクイッと煽あおり、明日への英気を養った。










うれしいオムライス




　秘書課に異動してから一カ月が経った。

　私の朝の仕事は、課の全員のお茶の準備から始まる。

　経理課にいたときは各自で準備していたのだが、三島さんは『私、お茶など淹いれたことはございません』と、秘書をしている人のセリフとは到底思えない発言をし、後藤さんに至っては『ネイルがはげたら責任取ってくれるの？　ん？』と、給湯室に入ること自体を拒否した。

　頼みの綱の遠山さんに期待したのだが、急きゅう須すにマグカップ、最後にはコーヒーサーバーまですべて壊すという〝のっぴきならない事態〟を引き起こし、総務課から『備品を大事に使うように』と釘くぎを刺された。

　遠山さんに確認すると、今までは壊れると自分で買ってきていたそうだ。

　お金がある人にとっては、これぐらいなんでもないのか……。

　そんなわけで、給湯室関連はもっぱら私の仕事になった。

　いったい今までどうやって過ごしてきたんだろう？　きっと駒になる私がタイミングよく入ってきたので、押しつけたに違いない。

　だけど、なにを言っても私がお茶を淹れるのには変わりがないのだから、深くは追及しないことにした。

「え～と、三島さんはダージリンで、後藤さんはローズヒップ、遠山さんはココア」

　全員が全員、違うメニュー。最初は「ドリンクバーみたい」などと思っていたが、一カ月もしたら慣れたものだ。

　トレイに三人分の飲み物プラス自分と高浜課長のコーヒーをのせて秘書課へ戻る。

「おはようございます」

　給湯室に行く前には誰もいなかった秘書課には、全員が出勤してきていた。

　いつものように声をかけてお茶を配ろうとすると、私の席に常務が座っていた。

　朝から面倒なこと言い出さないといいけどな……。

　思わず溜め息のひとつもつきたくなる。

　嫌な予感を感じながらも、課長から順番に配り始める。

　常務は三島さんたちとなにやら世間話をしている様子で「うふふ」とか「やだぁ」と言う甘えた声が聞こえてくる。

　そのまま彼女たちの機嫌を取ってくれていると、午前中の仕事がはかどるな……なんて思いつつ、赤地に白の水玉のマグカップを自分のデスクに置く。

　そして、「常務の飲み物もすぐに準備します」と告げてその場を去ろうとしたが、腕をギュッと掴つかまれて、「これ飲むからいい」と、目の前の、男性には似合わないかわいらしいマグカップを指差した。

「でもそれ私の……」

　止める間もなく口をつけて、ひと口飲む。

「まぁ、そんな安物のコーヒー、常務が飲むものじゃないですわ。しかも瀬川さんのマグカップでっ！」

　三島さんは毛が逆立ちそうなほどの大声で叫び、不快感を全身で表している。

「けっこううまいじゃん」

　そう言って常務は私を見て、顔を綻ほころばせた。

　これ絶対わざとやってるっ！

　早くこの場を去ってもらわなければ、秘書課の空気がどんどん悪くなっていく。

「常務、今日はこちらにどんな用事でいらしたんですか？」

　言葉の裏に『早く部屋に帰れ』という思いを込めて話しかける。

「そうそう、忘れてた。千鶴ちゃん、今日はランチ一緒に行くから準備しといて。十二時に正面玄関前で待ち合わせね」

　ウソくさい甘い笑顔を向けてデスクを立ち、自分の部屋へ戻っていった。

　思惑通り立ち去ってくれたものの、最後に落とした大きな爆弾の威力は絶大。

　三島さんからは「ギギギ」という歯ぎしりの音さえも聞こえてきそうな勢いだ。後藤さんの冷たい視線に傷つけられ、遠山さんの「まぁ、ふふふ」というよく分からない反応があり、今日の私の一日も、何事もなく終わるはずなどなかった。

　常務はこの一カ月こうやって、わざと私を特別扱いすることがある。

『君の淹れたコーヒーは特別おいしいね』とどうでもいいことをみんなの前で褒めたり、課長が担当している仕事を『千鶴ちゃんがいい』と言ってダダをこねたこともあった。

　そうやって、私がシンデレラだという噂をうまく利用しているのだ。

　そういうことにしておけば、他の三人の相手もしなくて済む。断る理由にはもってこいだと思っている。

　けれど三人、というより三島さんと後藤さんがこんなことで諦めるはずもなく……。

　早速、三島さんの攻撃が始まる。

「瀬川さん、あなた常務に『千鶴ちゃん』なんて呼ばれていい気になってるんじゃなくって」

　そう言って、昨日作成した資料を返される。

「あの、これ……」

「なに？　この資料、これで完璧だとでも？」

　昨日残業してまで必死に作った資料だ。何度も見返したし、間違いはないはず。

「どこがいけなかったでしょうか？」

「そんなことも分からないの？　全部ダメよ！　全部やり直しなさい」

　そう言って、三島さんは部屋の外に出ていった。

「あらら、ご愁傷様～」

　マニキュアを塗りながら後藤さんがバカにしたように笑う。

　遠山さんはまだこの空気に慣れないのか、おろおろするばかりだ。

　常務のことを諦めるどころか、火に油が注がれているような……。これっていったい誰が得してるんだろう？

　私は大きな溜め息をひとつついて「常務なんてハゲちゃえ」と呟き、パソコンへ向かう。その姿を見て、課長はパソコンの陰で笑いをこらえている。

　不機嫌な私はそんな課長をひと睨みして、仕事に取りかかった。

　今朝の衝撃が大きすぎて、パソコンに向かっていても集中力が欠ける。さっきから同じ箇所をずっと目で追っていた。

　十一時を過ぎたころ、パソコンのメールに理乃からランチのお誘いがあった。

【常務の奥様候補殿　今日『煉れん瓦が亭てい』のランチ行かない？　無性にオムライスが食べたいの。返信待つ！】

　頭の中に『煉瓦亭』のオムライスが浮かぶ。とろとろの卵にデミグラスソースたっぷり。ひと口含むと、バターの香りと味が口全体に広がった後、デミグラスソースの深いコクがやってくる。想像しただけでも幸せな気分になる。今日みたいな日にはもってこいのランチだ。

　しかし、理乃にＯＫと返事のメールを作成している途中で常務との約束を思い出し、頭の中のオムライスを消し去った。

【ごめん理乃。ちょっと野暮用があるの。また今度誘って】

　そう返信して、本日何度目かも分からない溜め息をつく。




　十二時前。デスクを立ち、申し訳程度に化粧直しをして会社の正面玄関へ向かう。

　秘書課を出るときに三島さんと後藤さんの痛いほどの視線と、遠山さんの気の抜けた「いってらっしゃいませ～」と言う声に見送られた。

　一階でエレベーターを降りると、エレベーターに乗りこもうとしていた男性社員が脇に寄って、直角に腰を折り挨拶をしてきた。

　軽く会釈をしてその場を後にするが、これもこの一カ月のうちに私の周りで起こった変化のひとつだった。

　常務が特別扱いするので、やはり本命は私じゃないかという噂がまことしやかに流れている。それを信じている社員たちは、こうして私をうやうやしく扱うのだ。

　決して常務と結婚することはないのに、丁重な扱いをされると申し訳ない気持ちにさいなまれる。途端に足取りが重くなり、自然とうつむきながら正面玄関を目指した。

　自動ドアを抜けると、すでに高浜課長の運転する車があった。私の姿を確認すると課長が降りてきて、後ろのドアを開けてくれた。

　上司にこんなことさせていいわけがない。恐縮しながら急いで車に乗ると、そこには常務が長い脚を持て余すように座っていた。

「俺を待たせるなんて、十年早い。そう思わない？　ねぇ、千鶴ちゃん」

「お待たせして申し訳ありません。ですが、その『千鶴ちゃん』っていう呼び方やめてください。セクハラで訴えますよ」

「かわいがってる俺のシンデレラを名前で呼ぶのがセクハラになるのか？」

　悪びれもしない態度に、ほとほと呆あきれてしまう。

「だって、常務が私の名前を呼ぶたび、秘書課の気温が五度ずつ下がっていく気がします」

「そっかー。風邪引かないようにしろよ。あははは」

　これ以上話をしても無駄だ。いつだって最後には煙に巻かれることになるのだから。

　この一カ月で常務と私の関係も微妙に変化してきている。話し方もそのひとつだ。

　私だって社会人。上司に対しての言葉遣いは心得ているつもり。

　でも、常務に対しては物申したいことが多すぎて、ついストレートな物言いをしてしまう。

　初めて口を滑らせたとき、常務が『そのままでいい。これから長い時間一緒にいるんだから』と不問に付したので、それ以来、飾らない言葉で話すようになったのだ。

　同時に、常務も私には素の表情を覗かせるようになっていた。

　普段、社員の前で見せることはないだろう、あくび顔を初めて見た日には、ギャップがありすぎて思わず笑ってしまった。

　それに、遊んでばかりだと思っていた彼の仕事ぶりには正直驚いた。会議や打ち合わせ、接待……。すべての仕事を精力的に行って、部下とも取引先の会社ともうまくやっていっている。

　私には難しい話も、同じ目線に立って噛み砕いた説明をしてくれるので、仕事の面では彼の下について正解だったと思う。

　そんなわけで、私の常務への印象は少しずつ変わりつつある。

　最初に想像していたよりも、彼はずっとずっとまともな人間だった。

　でも、変わらないものもあった。それはプレイボーイという肩書き。

　デートで行くであろう、レストランやホテルの予約。接待でも使うクラブのお姉さんへの誕生日プレゼントやお花の手配。初日に経験した、仕事中もおかまいなしに電話をかけてくる女性への対応……。

　自分でやってよ、と声を大にして言いたいのを我慢して、これも仕事だと自分に言い聞かせ、取り組んでいる。

　それがなければ完璧なのにな。

　車が動き出し、窓の外を眺めながら物思いにふけっていると、隣から声をかけられた。

「一応聞いてあげる。ランチはなにが食べたい？」

「……オムライス」

「却下。高浜課長、いつものところな」

　常務の呼びかけに、運転中の高浜課長は声を出さずに頷いて返事をした。

　聞かれたから答えたのに。明日は絶対、『煉瓦亭』のオムライス食べよう。

　口をキュッと結んで私は明日のランチに思いを馳はせた。

　しばらくすると、車が緩やかに停車して、煉瓦造りのかわいらしい一軒家に到着した。看板もなにもない店は常務の肩書きからすると、とてもこぢんまりとした店だ。

　連れ立って入口に向かうと、人のよさそうな中年女性が木製の扉を開いて出迎えてくれた。

「高浜課長はランチどうするんですかね？」

　後ろから声をかけると、首だけ振り向いて答えてくれる。

「昼休みまで俺に拘束されたくないんだってさ。いつもどこかで適当に飯食ってるみたい」

　私だって貴重な昼休みに、上司と食事を共にするなんて嫌だ。

　喉まで出かかったが、それを伝えると常務は間違いなく不機嫌になる。どうあがいたって常務と食事をする事実は変わらないのだから、それならばおいしく食べられるほうがいい。余計なことは話さないほうが賢明だ。

　奥まった席に案内されて、ミネラルウォーターがサーブされる。

　ランチのコースは一種類しかないらしく、案内してくれた女性はなにも言わずに戻っていった。

　手持ちぶさただった私はミネラルウォーターをひと口飲み、静かにグラスを置いた。

「こんなふうに食事したりするの、いつまで続けるつもりなんですか？　秘書課だけでなく他の社員にも私が常務の本命だと思われていますよ」

「上司と部下が仲よくて、なにが悪い。それとも彼氏にばれると怒られる？」

「わ、私のことは放っておいてください」

　思わず否定も肯定もせず、小さな見栄を張ってしまった。

「じゃあ、別に噂はそのままでいいってことだな？」

　うぅ……結局なんにも変わらないってことか……。

　それなら、この状況から抜け出すには、やっぱり常務に結婚してもらうしかない。

　まずはどんな小さなことでもいいから、彼のことを知ることから始めようと思い、早速リサーチを始める。

　通っているスポーツジムや乗っている車。好きな食べ物を聞くと、肘ひじをついた姿勢で私から視線を外して「チョコレート」とぶっきらぼうに答えた。

　なに？　ちょっと頬赤くない？

　案外かわいいところを発見した。

　そして肝心の好きなタイプを聞くと、「千鶴ちゃん」なんてからかうように言うから、無視して次の話題に移った。

　最後に、異動初日にはうまくはぐらかされたけれど、どうしても気になっていたことを思いきって聞いてみた。

「どうして常務は結婚しないんですか？」

　仕事は真面目で、朝早くから夜遅くまで忙しそうに働いているし、部下に対する指導の仕方も厳しすぎず、かといって甘やかすわけでもなく、適度な加減でさりげなく目標を与えて伸ばす。

　目上の者への態度も、次期後継者としておごることなく、相手への尊敬の意を態度で十分に表している。

　そんな彼が、女性にだけはだらしなく、将来を共にするパートナーを〝いらない〟とする理由が知りたかった。

「ひと言では言えないかな。でも俺は相手を裏切りたくないし、裏切られたくない。ただ臆おく病びょうなだけだろうけど」

「そうですか……」

　テーブルに視線を置いたまま話す常務の顔を見つめる。どこか寂しそうな瞳に、なぜか胸が締めつけられた。

　どうして常務の表情ひとつでこんな気持ちになってしまうんだろう？

　彼の人となりを理解し始めた今だから、そう感じるのかもしれない。

　具体的には教えてもらえなかったけど、常務の真剣な態度からきちんとした理由があるのは分かった。

　軽々しく口にできない理由で結婚を拒んでいるんだったら、私がどんなにがんばっても彼を結婚させることなんて無理なんじゃないだろうか？

　頭の中でグルグルと考えが駆け巡っている。

　すると、前菜がサーブされて、いったん会話が終了した。

　大きなプレートに、サーモンのカルパッチョサラダ仕立て、彩りが鮮やかな野菜のキッシュ、小さなライスコロッケ、ローストされた鴨かもが並んでいる。

　さっきまで常務の言葉を真剣に受け止めていろいろと考えていたのに。目の前にごちそうを並べられると、性格と同じく素直な私のお腹は急激に空腹を主張し始めた。

「いただきます」

　おいしそうな料理を目の前に、思わずにやけてしまう。うれしいときは素直に。悲しいときも笑顔で。これはいつも心に決めていることだ。

　どれもこれも繊細な盛りつけと味でどんどんと箸が進む。

　しかしメインのお肉の後、常務にはパスタがふるまわれたが、私の目の前にはなにも置かれなかった。

　今までずっと同時にサーブされてきていたのにおかしいな。

　そんなふうに考えていると、シェフがオムライスを持って登場した。

「これ！」

　驚いて常務のほうを見ると、黙々とパスタを食べている。

「オムライス食いたかったんだろう？」

　そう言って顎あごをクイッと上げて、そのまま食べるように促した。

　オムライスをひと口食べると、口の中にバターの香りとトマトソースの味が広がる。

「うれしくて、おいしいです！」

　感激の言葉を伝えると、「おいしくて、うれしいの間違いだろ」と常務が返してきた。

「いいえ、常務の気遣いがうれしくて、おいしいんです」

　ニコニコと微笑みながら、次々にオムライスを口へと運ぶ。

　今、常務の口元が綻んだように見えたのは気のせいかな？




　その日の午後。三島さんの機嫌は今までにないほど悪く、私はそれをひとりで受け止めるハメになり、心身共に疲れ切っていた。

　三島さんは小さなお小言に始まり、食堂のメニューにまで文句をつけていた。適当に聞き流しているとすぐに察知して、怒りの矛先を私に向けてきた。

　それもこれも、常務と行ったランチが原因なんだけど。

　私だって断れるなら断りたい。仕事が大変なのは耐えられるけれど、こういうのは勘弁してほしい。

　こうなったら、知り得たばかりのとっておきの情報を流そう。これで三島さんが常務にアプローチするためのネタが増えてうまくいけば、ふたりはいい感じになるかもしれない。

　先ほどのランチのときに聞いた、常務の好きなものや出没スポットを三島さんに話してみる。

「まぁ。常務ったらチョコレートがお好きなの。見かけによらずかわいらしいわ」

　口元に手を当てて、クスクスと笑っている。

　案外簡単に機嫌が直ったみたいでよかった。

　さらに催促されるまま、「内緒ですよ」と言って、他の情報もリークした。

　ちょうどそのころ、役員フロアにある会議室で第一、第二企画室の合同会議が行われ、女子社員たちが会議室の片付けをしていた。人手が足りないらしく、手伝ってくれるように声をかけられて、デスクにいるよりはましだと快く引き受けた。

　三十名近くの机や椅子、プロジェクターなどを片付けるとなると、けっこうな重労働だ。

　私も企画室の女子たちに混ざって、その場で椅子を動かしていた。

　すると背後からカナリアのような美しい声が響く。

「みなさん、後は秘書課で片付けますので、お仕事にお戻りください」

　三島さんが颯さっ爽そうと現れて、宣言する。

　でも、ここ秘書課の四人で片付けるのって大変だけど……。

　しかし三島さんの威圧感は他部署の相手にも伝わるらしく、恐れをなした女子社員たちは「お願いします」とだけ言葉を残して去っていく。

　仕方がない、四人でもなんとかなるだろう。

　まずは資料の片付けを先にしてしまおうと、机から集め始めた私の腕を三島さんが取る。

「わたくしは忙しいんですの。なのでこんな仕事はできませんわ。遠山さんは本日早退されたみたいですし、後藤さんは爪が割れるのでこういう仕事はなさいませんのよ。だからあなたひとりでここの片付けをお願いしますね。おいしいランチを召し上がったようですし、このぐらい大丈夫ですわね」

　吐き捨てるように言って、すぐに会議室から出ていこうとして振り返った。

「あの程度の情報で私の機嫌を取ったなんて思わないことね。でも、今後も聞いた情報はひとり占めせずにちゃんと私に話すのよ。いいこと？」

　予想外の嫌がらせに、思わず持っていた資料を落としてしまう。

　ウソでしょ……！　あんなに機嫌よさそうにしてたのにっ！

　私は会議室でひとり、散らばった資料の中にたたずんだ。




　結局十五時から十八時まで、たっぷり三時間もかかって会議室の片付けをした。

　自分のデスクに戻ったときには課内はもぬけの殻で、少し休憩はしたものの、それでも今日中にしなければいけない仕事が残っていたので急いで取りかかった。

　外出先から戻ってきた高浜課長に「今日はもう帰りなさい」と言われて、すでに時計は二十時半を指していることに気がつく。

「でも、これをやっておかないと、明日、困りそうです」

　常務に今日中に仕上げるように言われている書類がひとつある。

「大丈夫。さっき別件で電話があったとき、常務が『もう帰らせるように』って言ってたから。それと、これ」

　小さな箱を差し出される。それは有名店の高級チョコレートだった。

「あの、これって？」

　高浜課長を見上げると、眼鏡のブリッジをグイッと上げて笑いながら言った。

「私からではありませんよ。常務からです。誤解を受けやすい人ですが悪い人ではないんですよ」

　箱のリボンをほどくと、中に小さなかわいいチョコレートが四つ並んでいた。

「だから、『ハゲちゃえ』なんて言わないであげてください」

　うぅ……。途端に恥ずかしくなった私は、「分かりました。今日はもう帰ります」と告げて、そそくさとデスクの片付けをした。

　常務からいただいたチョコレートはリボンを結び直して、バッグの中に大事にしまう。そして高浜課長に挨拶をしてから会社を後にした。

　体はすぐにでも眠りにつけるほど疲れていたけれど、バッグの中の小さなチョコレートの存在が私の心を軽くしていた。

　もとはといえば常務のせいなんだけど……。だけど今回はこのチョコレートに免じて許してあげようかな。

　そんなふうに考えながら電車に揺られる私の顔は緩みっぱなしだった。




　翌日、早めに出社して昨日の残りの仕事を片付けていると、三島さんが上機嫌で出社してきた。

　後から出社してきた遠山さんが「三島さん、今日はとてもご機嫌ですね」とこっそりと耳打ちしてきた。

　そのとき、廊下で常務と高浜課長の声がした。すると、三島さんがさっと席を立ち、フロアに響く声で常務に話しかける。

「昨夜はいろいろとありがとうございました。自宅に来ていただけるなんて感激です。父もお話ができて喜んでいました。次回はぜひお泊まりになってくださいね」

　そう言って、常務の左腕にそっと手を添える。三島さんの目は私に向けるものとはまったく違い、喜びでキラキラと輝いている。

　仕事中なのにあんなふうにスキンシップするってどういうことだろう？　三島さんも三島さんだけど、常務だって別に嫌そうじゃないよね？　……まぁ、私には関係ないんだけど。

「昨日はお世話になったね。楽しかったよ」

　社交辞令かもしれないけれど、私には誰とも仲よくするつもりはないって言ってたのに、こうやって個人的に家族を交えて会ったりするんだ。

　でも、よく考えてみれば、このまま三島さんと縁談が進んで結婚となると、私は会長から出された条件をクリアできる。願ったり叶かなったりの状況だ。

　なのに、常務の人好きする笑顔になんとなく気持ちがざわつく。

　昨日もらったチョコレートの価値が一気に下がった気がしたけれど、それがどうしてなのか、自分の中でしっくりこない。

　昨日はひとり残業して必死で仕事を片付けていたからだろうか……。

　無理に理由をつけて自分を納得させ、これ以上、三島さんたちの会話を耳に入れないように、仕事に集中した。

　席に戻ってきた三島さんに後藤さんが声をかける。

「常務が家に来たぐらいで、まるでお赤飯を炊くほどうれしそうですね」

　今まで上機嫌だった三島さんが険しい顔をする。

「あら、やっかみはみっともないわ」

　キレイな黒髪を右手でさっと払いながら、見下したような視線で後藤さんを見ている。

「はぁ？　別にそんなんじゃないし。ただその勝ち誇った顔がむかつくだけ」

「まぁ、あなた、年上に対する態度じゃないわよ。そして、そのケバい服装、どうにかしなさい」

「そんなの今、関係ないですよね」

　ヒートアップするふたりをなだめようと、遠山さんが割って入る。

「あの、おふたりとも、落ち着いて……」

　しかし三島さんと後藤さんのふたりに睨まれて、おずおずと椅子に腰を下ろした。助けを求めるように、こっちを見てくる。

　仕方なく受話器を持ち上げて、ギャーギャーとうるさいふたりに声をかける。

「今から常務に電話するんですけど、おふたりの言い争う声が聞こえてしまってもいいですか？」

　そう言うとぴたりと声が収まり、どちらからともなく「ふん！」と顔を背けて席についた。

　試合終了。今日は引き分けにして、これ以上は争わないでほしい。

　溜め息をつきながら、昨日の書類の件で常務に電話をかける。言い争いもこれで終わるなら一石二鳥だ。

　朝の打ち合わせが終了したようで、ついでにコーヒーを頼まれる。

　給湯室に入り常務用のコーヒーを準備していると、背後から声をかけられた。

「あの、それ私が持っていってもいいですか？」

　振り向くと遠山さんが立っていた。

「でも、遠山さん、こういうの苦手じゃなかった？」

「はい。でも運ぶだけなら大丈夫です。私も常務に少しでも近づきたいんです」

　ふたりの言い争いに比べると、なんと慎ましやかな子だろう。できるなら他のふたりでなく遠山さんが常務と結婚すればいいのに。

「じゃあ、持っていってもらおうかな。仕事がばたついていたから助かっちゃった」

　コーヒーをのせたトレイを遠山さんに渡してデスクへ戻った。










重役会議




　その日の昼休み。早めにランチを済ませて、会社に戻ろうとしていたとき……。

　植え込みの陰にうずくまっている女性を見つけた。

　思わず駆け寄って覗きこむと、いつからそこにそうしていたのか額には脂汗がにじんでいる。よく見ると妊婦さんだ。

「大丈夫ですか？　救急車呼びましょうか？」

　声をかけると首を横に振る。

「あの会社に夫がいるんです。できれば呼んでもらいたいんですけど」

「葉山ホールディングスでしょうか？　私、そこの社員なんです。ご主人の名前が分かれば連絡しますよ」

　そう伝えると、女性はか細い声で言った。

「高浜……常務秘書の高浜をお願いします」

　驚いた。身重の奥さんがいるとは聞いていたが、こんなふうに対面することになろうとは。

「私、秘書課の者です。すぐに連絡するので、がんばってくださいね」

　スマホを取り出して、高浜課長に連絡をする。

　いつも通り冷静な声で電話に出た課長だったが、私の説明を聞くとすぐに車を回して現場に駆けつけた。

「今日は妻とランチでもしようと思ってたんですが、こんなことになるなんて……。瀬川さん、午後から大事な会議があります。常務のこと、よろしくお願いします」

　奥さんを車に乗せながらも仕事の心配をする高浜課長に、「任せてください」とガッツポーズと笑顔を見せた。

　車を見送ると、急いでエレベーターに乗り、十五階に戻る。

　会議は十四時からだ。資料はすでに課長が準備して常務に渡っているはず。他に必要なものがないか、今から確認を取らなくては。

　すぐに常務室に向かい、「失礼します」と声をかけ、返事を待って中に入る。

「君もいろんなことに巻きこまれるタイプだね」

　常務は資料を見ていた目をこちらに向けて、おかしそうに笑っている。

　さっきの高浜夫妻のことだろう。

「そうみたいです。奥様、大丈夫だったんでしょうか？」

「今、連絡があって、無事に病院へ到着したそうだ。そのままお産になるみたいだな」

「そうなんですね。安心しました」

　なんだか緊張がほどけて、小さく息を吐く。

「すっかり安心してるみたいだけど、今日の重役会議の話、聞いてる？」

「先ほど『お願いします』とだけ言われたんですが、課長が準備している資料の他に必要なものはありますか？」

「特にないよ。普段は第一秘書が後ろで控えることになってるけど、まぁ、俺ひとりで大丈夫だから来なくてもいいよ」

　常務の挑発的な言い方にカチンときて、思わず言い返す。

「高浜課長にも『常務のこと、お願いします』と言われています。私も秘書の端くれですので、責任を持って参加します」

「じゃあ、よろしく頼むよ。頼りにしてる」

　どこかバカにしたようにクスクス笑いながら言う常務を軽く睨む。

「さぁ、時間だ。行こう」

　そう声をかけられて、いつも高浜課長が立つ常務の右斜め後ろにスッと立った。




　重役会議は二十階の会議室で行われる。会議に同席するのは初めてのことで緊張したが、貴重な経験と思い集中する。

　会長は実務から退いてはいるものの、この会議には参加していて終始黙ったまま議論を眺めていた。

　会議中の常務は普段の軽い雰囲気を感じさせず、議論の中心にいる。澱よどみなく、力強く話をする姿に思わず惹きつけられる。

　しかし途中、日下専務によって議論が中断された。

「この資料では説得力に欠ける。この程度でこの場に臨まれては困るんだ」

　強い口調に驚くが、ボーッとしてはいられない。

　たしか、今話しているところの関連資料を高浜課長がまとめていた気がする。次回の会議に使うと言っていた。

　分厚いファイルの中から、目当ての資料を探して取り出す。

　常務が操作しているパワーポイントにも同様のプレゼン用データがすでに入っているはずだ。

　背後からそっと資料を渡し、その旨を常務に小声で伝える。

「失礼します。常務、こちらの資料が不足分のデータとなります」

「これは？」

「高浜課長が以前準備されていたものです。資料作成を手伝ったので間違いありません。資料と同じファイル名を開くとデータも表示できます」

　私が話し終えると、常務は口角をキュッと上げて満足そうに笑った。

「サンキュー。やるじゃん」

　周りには聞こえないように言うと、私の渡した資料を使って早速、説明を始めた。

　どうやらうまくいったみたい。大事な場面で秘書として役に立てたことで、久しぶりに自分の仕事に自信が持てた。

　ひと安心して自分の椅子に座り、もう一度会議に集中した。




　会議終了後、会議室から出ようとすると、常務が役員のひとりに捕まった。

　外で待つようにと言われたので、会議室から少し離れた場所で常務が出てくるのを待っていると、肩に手を置かれて振り返る。

　そこには先ほど常務と激しく議論した日下専務が立っていた。

　私よりも少しだけ高いであろう身長は男性にしては小さいほうだ。しかし白髪交じりの短い髪をセットして、見るからに高級なスーツを身に着けた威圧的な雰囲気が、より彼を鋭く見せている。

　背後には彼の第一秘書がピシッとした面持ちで姿勢正しく主あるじの動きを見守っている。

「君が秘書課のシンデレラか。どんな手を使って、あの肩書きだけのプレイボーイに近づいたんだ」

「……あの？」

「葉山の直系っていうだけでチヤホヤされているボンボンに嫌気がさしたら、私のところにいらっしゃい」

　そう言われて背中をそろりと撫なでられた。

　一気に全身に悪寒が走る。一歩下がり、日下専務と距離を置く。

　このオッサン！　明らかに常務を目の敵にしてるっ！

　この一カ月、私は常務のそばで仕事ぶりを見てきた。それは私が想像していたよりもハードで、生半可な気持ちで務まるものではなかった。

　そんな彼の努力をそんなふうに言ってほしくない。私よりも長い時間、常務に接してきたはずなのに、彼のがんばりを理解していないの？

　相手が取締役だということは十分理解している。だけどこれだけは譲れない。

「たしかに常務はプレイボーイです。そこは否定しません。しかし、仕事に関してはボンボンだなんて感じたことは一度もありません。常務はそれぐらい真摯に仕事に取り組んでおられます」

　まっすぐ見つめて言い返す。

「なっ！　なんだその態度はっ」

　声を荒げた専務に叱責されると思った瞬間、頭上から別の声が響いた。

「すみません。ウチの子猫ちゃんのしつけがなってなくて」

　振り向くと、そこには常務が笑顔を浮かべて立っていた。

「君のところの秘書は目上の者に対する態度も知らないのか！」

　矛先を常務に向けて、専務はなおも声を荒げる。

「本当に申し訳ありません。この子猫ちゃん、本当に恥ずかしがり屋で……。きっと日下専務のズボンのファスナーが全開なのを見て、恥ずかしさのあまりぶっきらぼうな言い方をしてしまったんだと思います。本当にすみません」

　常務がそう言いながら、日下専務のズボンを指差す。

　その場にいた全員の視線がズボンに集まる。たしかに閉まっているはずのファスナーが全開になっている。

　日下専務の背後から、「ブッ！」と専務の秘書の吹き出す声が聞こえてきた。秘書は慌てて、咳せき払ばらいをしてごまかしている。

　恥ずかしかったのか、専務の顔はみるみる赤くなり「ちゃんと部下の教育はするように」と言い残して、ズボンを直しながら去っていった。

　私と常務はお互い顔を見合わせて、どちらからともなく声を上げて笑い始めた。

「あぁ～、あの専務の顔見たか？」

「見ました。もう、ざまぁ見ろって感じです」

　ふたりして笑いながら、人が少なくなった廊下を歩きエレベーターに乗りこむ。

「だけど、君がかばってくれてうれしかった」

　ふたりきりになった狭いエレベーターの中。急に常務に見つめられながら言われて、思わず目を逸らしてしまう。

「あれは、本当のことですから」

　それ以上、言葉が見つからない。

　改めて考えると、先ほどの突発的な言動が恥ずかしくなってきた。しかも本人に聞かれていたなんて……。

　でも、それよりもなによりも私の心を乱しているのは、私に向けられた常務の優しい視線が原因だ。

　今までバカにしたり、からかったりしていたのに、急にそんな視線を向けるなんて反則！

　気まずい雰囲気の中（常務はなんとも思ってないだろうけど）、常務のスマホがメールの受信を知らせる。

　画面を確認して、それを私にも見せる。

「生まれたって」

　画面には、生まれたばかりの真っ赤な顔をした赤ちゃんが写っていた。

「かわいい！」

「そうだな」

　ふたりとも画面から顔を上げて、笑い合う。

　エレベーターの中の空気が柔らかく温かいものに変わっていった。







第二章










二千円の紅茶




　私が秘書課に配属になって三カ月が経過した。会長には何度か『がんばってる？』と声をかけられたが『鋭意努力中です』と答えて濁すしかなかった。

　というのも、常務結婚作戦については難航を極めていた。

　秘書課の誰かに対して少しでも脈があるようならば、それを押していきたいところけれど、そういったそぶりはまったく見せない。

　個別に会っているとしても、各々の父親――つまり取引相手が一緒ということがほとんどだ。

　三人が繰り出す常務へのアプローチも驚くほど華麗にかわしていて、舌を巻く。

　一度、後藤さんに常務へのプレゼントを渡すように頼まれたときは悲惨だった。





＊　＊　＊






「自分で渡したほうが誠意が伝わる」という私に「素直に受け取ってもらえるなら、あんたなんかに頼まないわよ」と言われて妙に納得してしまった。

　ちょうどいつも常務にコーヒーを入れるタイミングだったので、後藤さんから預かった包みを持って常務室へ向かい、ノックをして部屋に入る。

「お時間、少しだけいいですか？」

　コーヒーを机に置き、様子を窺うかがいながらプレゼントを渡す。

「ん？　なんだこれ？」

　そう言いながら、包みを常務が確認する。

　素直に受け取ってもらえた！

「それ、後藤さんからのプレゼントです。後でちゃんとお礼しておいてくださいね」

　そう告げて部屋を出て行こうとすると、常務に手を掴まれた。

「おい、これいらないから返しておいて」

　うまくいったと思った矢先だったので、焦って尋ねた。

「どうしてですか？　素直に受け取ってください。お礼にランチでも一緒に行けばいいじゃないですか」

「いらないったら、いらないんだ。お前、こんなことする暇があるなら仕事しろっ！」

　ほらっ、と言いながら書類の山を渡される。

「そ、そんなぁ……」

　情けない声を上げてしまう。

　それを聞いた常務は、ニヤニヤとうれしそう。

「早くしないと、今日は帰れないんじゃないか？」

　楽しそうに笑いながら私に背中を向けて机に向かう常務をひと睨みして、部屋を出た。

　絶対Ｓだ！　一度手に取ったんだから、そのまま受け取ってくれてもいいのに！　もしかして私が困るのを見て喜んでる？　……あり得る。

　意地悪するときに浮かべるあのシニカルな笑顔を思い出して、身震いしてしまう。

　返されたプレゼントと書類を抱いて秘書課に戻ると、そこには鬼の形相をした後藤さんが立っていた。

「あの……ダメでした」

　肩を落とす私に、後藤さんはマスカラでバチバチのキレイな目で睨みつけ「役立たず」とひと言言うと、資料の束を押しつけてきた。

「これも、やっておいて」

　すごい迫力の後藤さんに逆らえるはずもなく……。

「はい、分かりました」とふたりから渡された仕事を胸に抱いて、力なく返事することしかできなかった。





＊　＊　＊






　そんな感じでまったくもって誰からのアプローチも受け入れない常務に、私はほとほと手を焼いていた。

　社外の女性は？とも思ったが、電話がかかってくる女の子たちも、決まって〝この子〟ということはなかった。

　ほぼ私が窓口になっている時点で、常務と結婚する確率はゼロに近いと思う。

　私としては常務を結婚させるためにがんばっているつもりだけど、一向に実を結ばない。今までした仕事の中でも一番の難題だ。

　次の対策が浮かばないまま、私の一日は今日も始まった。

　今週はドバイの企業の重役、ムバラック氏が日本に来ている。

　本来ならば第一秘書がホテルのお世話から食事の世話までを行うけれど、高浜課長は産後まもない奥さんを思って仕事の比重を一時的に減らしていた。

　その部分を私が補っていたので、今週は目を回す忙しさだ。

　気難しいと聞いていたムバラック氏に気を遣いながらの会議や接待が連日続く。

　十日ほどの予定で滞在しているムバラック氏が、ゆっくり過ごす時間はほとんどない。




　滞在七日目。その週の土曜には帰国するムバラック氏が忙せわしないスケジュールの合間にどうしても家族への土産が買いたいと、家電量販店が並ぶ地域で日本製のカメラやひげそりなんかを買っていた。

　常務も高浜課長も会議が入り、私だけ時間が空いていたのでムバラック氏に付き合っている。

　お目当てのものが買えて満足そうな顔をしたムバラック氏を車まで案内していると、ふと街頭でチラシを配る女の子に彼の目が止まった。

「チヅルさーん。あれはなんですか？」

　流りゅう暢ちょうな日本語で尋ねてくる。

「あれは、メイドさんですね。ご主人様をかいがいしくお世話する人のことです」

　そう説明すると、目をきらめかせた。

「おぉ～。あれが有名な『お帰りなさいませ、ご主人様』ですね！」

　中東のドバイにまで浸透しているメイド文化に驚く。

「そうです、そうです。よくご存じですね～」

　そんな会話を交わしながらも、次の予定時間が差し迫っていたので急いで車へ案内した。




　金曜日。明日帰国予定のムバラック氏と契約を無事締結して、会食に向かう。

　明日の土曜は見送りだけなので、私の大きな仕事は今日でほぼ終わりだ。

　今日の会食は、難しいリクエストにも答えてくれる店をセレクトした。バタバタと忙しそうにしている私の代わりに、店へのアポイントは遠山さんがやってくれた。段取りは完璧のはずだった。

　石畳の先にあるのは歴史ある洋館。そこにムバラック氏を連れて入る。

　遠山さんには、ムバラック氏はイスラム教徒だから豚肉やアルコールなどはＮＧだと伝えたので、それに対応したメニューになっているはずだ。

　準備されていた個室に入り、和やかに食事が進む。

　しかし、途中で事件が起きた。

　ムバラック氏が電話で席をはずしている間に提供されたのは、黒豚のソテーだった。

「瀬川さん、店にきちんとムバラックの食事について伝えたのか？」

　鋭い視線で常務が私を睨む。

「は……い」

　遠山さんには伝えていたが、きちんと自分で確認したわけではない。最終確認を怠ったのは私のミスだ。

　高浜課長がすぐに店側に事情を説明して、別メニューで料理を提供してもらうように伝えている。

　どうしてこんな大事な席で失敗してしまったんだろう。情けない。

　でも、もっと情けないのはその尻拭いを上司である高浜課長が代わりにしてくれているということだ。

　しかも、新しい食事がすぐに運ばれてくるわけがない。そこに電話を終えたムバラック氏が戻ってきてしまった。

　テーブルの上にはムバラック氏が食べられない黒豚がのったままだ。

　本来気難しいと聞いているムバラック氏がこの状況をどう感じるだろうか。

　せっかく今まで良好な関係を築いてきたのに、ここで気分を害されてはこれからの仕事に差し支える。

　私は意を決して、テーブルの上のグラスを倒した。

「きゃ～すみません。急いでテーブルセッティングし直してもらいます。よかったら一度外のソファにかけてお待ちください」

　常務にムバラック氏を任せて、高浜課長と共に店側にすべてのメニューの確認を取る。

　ＮＧ食材を使っていたのはこの料理だけだったので、すぐに変更してもらうように依頼して個室へ向かった。

　ソファではムバラック氏と常務が談笑していた。その光景に安心していると、ムバラック氏から声がかかる。

「チヅルさ～んは〝ソソッカシー〟ですねぇ～」

「はい、本当に申し訳ございません。お詫わびとして、この後いいところにお連れしますね」

　私の発言に常務と高浜課長は怪け訝げんそうな顔をする。

「それは、とても楽しみデス」

「きっと満足してもらえると思いますよ」

　ニッコリ微笑み、セッティングし直したテーブルにムバラック氏を再度案内した。

　失敗は失敗。反省はもちろんしないといけないけれど、引きずっても仕方ない。

　私は今自分にできることを考えて、ムバラック氏に少しでも楽しんで帰国してもらおうと考えた。




「お帰りなさいませ、ご主人様！　きゃは」

「タダイマでーす。メイドさん」

　ムバラック氏は上機嫌で〝メイドさん〟から紅茶にラブモエビームをしてもらっている。

　こ、これで二千円!?

　初めて見る光景に釘付けになってしまう。

　食事が終わった後、私たちは先日見つけた『メイド喫きっ茶さ』を訪れた。

「そちらのお兄さんも、ラブモエビームいかがですか？」

　常務に向かって、眼鏡で三つ編みのメイドが声をかける。

「いや、俺は遠慮しておくよ」

　苦笑いの常務に私は耳元で話しかける。

「だから、わざわざ来ないでいいって申し上げたんです。せっかくだからラブモエビームをお願いしたらどうですか？」

「はぁ？　あれで二千円だぞ！」

　それを聞いて、私は我慢できずにクスクスと笑いだす。

「私もさっき同じことを考えてました」

「こんなことで、会社の経費は無駄にできない」

　真面目な顔で言う常務がおかしくて、笑いが止まらなくなってしまった。

「笑いすぎだ」

　肘でつつかれ、なんとか笑いをこらえようと必死に口元を引き締める。

　その間、ムバラック氏はうれしそうにメイドさんと写真を撮ったり、ラブモエじゃんけんをしたり、思いきり満喫したようだ。




「チヅルさーん。楽しかったデース。ありがとデース」

　メイドさんとのツーショット写真を大事に胸に抱いたムバラック氏は、高浜課長の運転する車で、滞在するホテルへ上機嫌で戻っていった。

「行ったな」

「行きましたね」

　同時に同じようなセリフが出てきて、驚いて目が合う。またもや同時に吹き出す。

「いや～、しかしムバラックがメイド喫茶に行きたがっていたなんて驚いた」

「先日、お土産探しに付き合ったときに、すごく興味深そうに見ていらしたので」

　会話を続けながら、どちらからともなく歩き始める。

「今日はいろいろあって疲れただろう。ご苦労様」

　食事のときの失態を指していることが分かり「申し訳ありませんでした」と謝る。

「いや、俺も言いすぎた。今までの仕事が完璧だったからって、君だってミスすることもあるだろう」

　反対に謝られて驚く。

　秘書課に配属になって三カ月。自分では精いっぱいやってきたつもりだ。失敗もしたがそれをカバーする努力だってしてきた。

　だからそれを見ていてもらえたこと、評価してもらえたことがうれしい。

「最終的には君の機転のおかげでうまくいったんだ。この話はこれで終わり」

　そう言って常務は私の頭をポンッと叩いた。同時に、グーッと私のお腹が鳴る。

　常務にその音を聞かれていないことを祈りながら、そっと顔を見上げると、口元に手を当てて必死で笑いをこらえている顔があった。

「すみません。どうぞ笑ってください」

　こうなったら開き直るしかない。

「ごめん、素直なお腹だよな。飯行こうか？」

「え？　私とですか？」

「他に誰がいるんだよ」

　マヌケな質問をした私を見て、一度収まった笑いが再度ぶり返した常務。声を上げて笑っている。

　会社では秘書として、またシンデレラとして利用されるためにランチを一緒にとることはあった。

　だけど、誰にも見せつける必要のない今、誘われるとは思ってもみなかった。

　私のお腹の虫がタイミングよく鳴った、ただそれだけのことかもしれない。

　けれど〝ただの〟私を誘ってくれたことには違いない。

　それならば、今日くらいは素の私でいてもいいかな？

「じゃあ、私の行きたいお店でいいですか？」

　そう言って私は常務の前を歩き始めた。










初めての夜




「いらっしゃーい」

　暖の簾れんをくぐると、昔ながらのお好み焼き屋の店内に女将さんの元気な声が響く。

「ふたりなんですけど、座敷いいですか？」

　そう尋ねると「どうぞ～」と言う声が返ってきた。

　正直、常務をこんな庶民的なお店に連れてきていいものか迷った。

　だけど、会社から私のマンションへの帰り道と反対方向にあるこの店は、なかなか足を向ける機会がなく、近くに来れば必ず寄るお気に入りの店だった。

　常務も食べれば、そのおいしさに喜んでくれるはず。

　座敷の壁にはグラビアアイドルが黄色い水着でビールを持っているポスターと、手書きのメニューが貼ってある。

「常務、苦手な食べ物ありますか？」

「特にないから任せるけど、豚はやめておこうかな」

　冗談めかして言う常務を軽く睨み、女将さんに注文する。

「ミックスと、ネギ焼きと焼きそば。あと、生中ふたつ」

　あえて豚肉が入っているメニューを頼んだ私を常務はまた笑った。

　女将さんはすぐにジョッキをふたつ、テーブルまで持ってきてくれた。

「お疲れ様」

　常務に促されてジョッキをカチンと合わせる。

　ごくごくと喉にビールを流しこんで、ジョッキをテーブルに置き、唇についた泡を手で拭う。

「いい飲みっぷりだな」

　テーブルに肘をついた常務が私を見て笑う。

「すみません。喉が渇いてて。ずっと緊張してたから」

「別に謝ることじゃないだろう。上品にちまちま飲まれるより、そうやって豪快なほうが、見てるこっちも気持ちいい」

「では、お言葉に甘えて」

　そう言うと、残りのビールに口をつけた。

　今日は常務、なんだかよく笑うなぁ。しかも、いつもの意地悪な感じの笑い方じゃなくて、どこか親しげに笑っているように感じるのは気のせいかな？

　しばらくすると、こぼれそうなほどの具材をのせた小さなボウルが運ばれてきた。

　私はそれをスプーンでクルクルと掻かき混ぜて、鉄板の上にジュウとのせる。

「鰹かつお節ぶしはひっくり返す前に上にのせておくと香ばしくておいしくなるんですよ」

　豆知識を披露しながら手早くひっくり返した私に、常務が小さな拍手を送ってくれた。

「こっちの俺にやらせて」

　そう言いながら私の手から大きなコテを奪う。

「ちゃんとやってくださいよ～。ゆっくりですよ、ゆっくり」

　アドバイスも空むなしく、「せーの」と言いながら常務がひっくり返したねぎ焼きは、半分から真っぷたつに割れた。

「あ～あ」

　残念そうに言う常務がおかしくて、クスクスと笑う。

「なんでも器用にやりそうなのに、案外不器用なんですね」

「放っておいてくれよ。もともと俺はそんなに器用なタイプじゃない」

　そう言いながら唇を尖らせる常務がますますおかしくて、笑いが止まらなかった。

　でき上がったお好み焼きをふたりで半分ずつ、「はふはふ」言いながら食べる。

「そういえばさ、瀬川さん、三島さんに俺のことをいろいろリークしただろう？」

　ビールを口に含もうとしていた瞬間、咎とがめるように言われて思わず吹き出しそうになる。

「リ、リークっていうか……なんていうか……」

「なに？　じゃあ犯人は君じゃないわけ？」

「いえ……ちょっと、ほんのちょっと常務の趣味嗜好を教えただけですよ」

　まさか私が話したことがばれてるなんて思いもよらなかった。

「〝ちょっと〟ね。毎日机にはチョコレートが置いてあるし、行きつけのスポーツジムや店でもたびたび会うんだけどなぁ……。ちょっとってことはないよなぁ」

　肘をついて私を非難するような視線を向ける。

　三島さん、どうしてもっとうまくやってくれないの!?　こんなにすぐにばれちゃうなんて！

　しかしなにを言っても言い訳にしかならないし、常務に口で勝てる気がしない。

「すみません……」

　素直に謝ると、常務が「この埋め合わせはいつかしてもらうからな」とニヤリと笑う。

　鋭く光る視線で射抜かれ、私は背筋に悪寒が走った。

　埋め合わせってなんだろう……？　想像してしまうとお好み焼きがまずくなりそうだから、考えるのはやめておこう。

　それからは他愛のないおしゃべりが続いた。

　おいしいお好み焼きとビールに心もお腹も満たされ、ふわふわといい気持ちで話していると、常務の手が目の前に伸びてきて、指で唇をクイッと拭われる。常務はそれを自分の口元に持っていってペロリと舐なめた。

「ソースついてた」

　突然の行為に心臓が音を立てて暴れ始める。

　ちょ、ちょっとこれって立派なセクハラじゃないの？　……でも全然嫌じゃない。

　それを立証するかのように、私の心臓はドクンドクンと音を立てている。

　アルコールで赤かった頬が、より一層赤くなるのを感じる。

「ち、ちょっと失礼します」

　火ほ照てった体と加速する鼓動を抑えるために、私はお手洗いへ向かった。

　ああいうことをさらっとできちゃうのが、やっぱりプレイボーイだよね。私でも誤解しそうになっちゃうよ。

　少し時間が経ち、幾分か冷静になれた気がする。席に戻ろうとすると、常務がレジの前で頭を抱えていた。

　何事かと思い、近づく。

「カード使えないって……」

　頭を掻きながら恥ずかしそうにする常務が新鮮で、思わず笑いがこぼれる。

「仕方ないですね。今日は私のおごりですよ」

　わざと恩着せがましく言って、一万円札を女将さんに渡した。

「あ、三島さんの件、これでチャラになりませんかね？」

　そう尋ねた私に「俺の個人情報はこんなに安くないんだよ」と返されて肩を落とす。

　ちぇっ、いい考えだと思ったのに……。

　店を出て、初夏の夜の優しい風を感じながら、タクシー乗り場まで歩く。

　昔ながらの店が立ち並ぶ通りは夜になってもどこか温かい雰囲気だ。

　いつもの上司と部下とは少し違う、わずかに近い距離感が心地よい。

　念願だったムバラック氏との契約締結と、思いのほか進んだお酒がそうさせたのかもしれない。

　そんなことを考えていると、途中でバスケットボールのコートを見つけた常務がいきなり走り出し、慌てて追いかけた。

「常務、急に走り出さないでください」

　追いついた私にバスケットボールを投げて「どう？」と顎でバスケットゴールを指す。

「ヒールにスーツの女性をバスケに誘いますか？」

「やらないの？　負けたくない？」

　常務は本当に人の心を動かすのがうまい。

　私の負けず嫌いな性格をよく理解しているようで、どう言えばのってくるのか、ちゃんと知っている。

　それが分かってて、結局のっちゃう私も私なんだけど……。

「私、けっこう上手ですよ。中学はバスケ部でしたから」

　そう言ってバッグをその場に置き、ドリブルをしてゴールに向かう。ゴール下で軽やかにレイアップシュートをすると「ひゅー」という口笛が聞こえてきた。

　胸に抱えたバスケットボールを常務に渡すと、次は常務がゴールを目指す。それを私がディフェンスする。

「瀬川さん、経験者なんでしょ。ちょっとは手加減してよ」

「なに言ってるんですか。三十センチ近く身長差があるのにハンデなんて必要ないです」

　今だって常務が持つボールに一度も触れていない。

「だって女の子に負けちゃうなんて格好悪いじゃないか」

「じゃあ負けないようにがんばればいいんです」

　ドリブルする常務の前に両手を広げて立ち、話をしながらボールを奪う隙を窺う。

　常務の懐に入ってボールに触れそうになった瞬間、常務が抜け出てシュートを決める。

「やった！　見た？　俺の華麗なシュート！」

　ボールを拾って子供みたいにはしゃぐ常務。ボールを指先でクルクルと回しながら会社では見たことのない屈託のない笑顔を見せられて、心拍数が急に上がる。

　お酒飲んだ後に動いたからかな？

　パスされたボールを受け取りドリブルをしていると、あっさりと常務にボールを奪われた。

　常務を見ると、華麗にジャンプシュートを決めたところだった。

　久しぶりに体を動かしたせいで、私はすっかり肩で息をしていた。

　すると常務は持っていたボールを私にパスすると、「待ってて」と走っていってしまった。

　残された私は近くのベンチに腰掛ける。

　なにげなく見上げた夜空には、思っていたよりもたくさんの星が輝いている。

　いつぶりだろう。こんなふうに体を動かすことも、星空を見上げたことも、最近ではなかったな。

　まさか常務とこんなふうに過ごすことになるとは思ってもみなかった。一緒にお好み焼きを食べてビールを飲んで、バスケをして。まるで学生時代に戻ったような感じですごく心地いい。

　でも、きっと相手が誰でもこんなふうに楽しく感じるわけじゃない。それは……。

　すると、急に頬に冷たいなにかがふれて驚く。

「冷たっ！」

　慌てて振り向くと、ペットボトルのお茶を手にした常務が立っていた。

「驚いた？」

　イタズラが成功して喜んでいるのか、笑いを含んだ顔でこちらを見ている。

「驚きましたよ。もう子供みたいなことやめてください」

　お茶を受け取りながら軽く睨む。

　隣に腰を下ろした常務はペットボトルのお茶をぐびぐびと煽る。

　私もペットボトルのフタを開けて、ゴクリと冷たいお茶を飲んだ。

「あ～久々に動いた。やっぱ気持ちいいな」

　そう言って、常務はコートに転がるバスケットボールを見つめている。

「女の子と遊んでばかりいないで、こうやって体を動かしたらいいんですよ」

　イヤミを言う私に「それとこれとは、話が別」と笑いながら答える。

　本当は女の子と遊ぶ時間なんてほとんどないことは、身近で仕事をしている私は分かっていた。

　ここのところ多忙で、深夜まで仕事をしている日も多くあった。そのためだろうか、食事の予約やプレゼントの手配もほとんどなくなり、私も本来の仕事だけに集中することができていた。

　しばらくすると、ゆっくりと常務が立ち上がった。ボールを取ると、私へパスを出す。

「そんな君こそ、こんなところで上司とバスケなんかしてていいの？　金曜の夜なのに」

　パスされたボールがまるで『次は君の番だ』とでも言いたそうに手元にある。

「そうですね、金曜の夜になにやってるんでしょうかね」

　クスクス笑いながらボールを常務に返す。

「彼氏に怒られない？」

　そういえば、前回見栄を張って、曖あい昧まいにごまかしたんだった。

　ボールが返ってくる。

「今は彼氏いませんし、それに……」

「それに？」

「どうしてもやらなくちゃいけないことがあるんです。それが終わってから考えます」

　あの絵を取り戻すまでは他のことは考えたくない。

　こんな話、いくら聞かれたからといって上司に話す内容ではない。だけど、今日はなんとなく心の中の思いがスルリと口から出てきてしまった。

　それがどうしてなのか、自分にいくら問いかけても答えは出なかった。

「それに今はワガママな上司のお世話で精いっぱいですから」

　そう言って笑顔を作ってみせる。

　うまくごまかせたかな？

「俺、そんなに君にお世話されてたっけ？」

「してますよっ！　めいいっぱい！」

　ふたりでふざけ合う。さっき近づいた距離がもう少し縮まった気がした。

「そろそろ行きましょう」と常務に声をかける。

　なにを話すでもなく、程よい距離感を保って、ふたりで歩いた。

　隣を歩く常務をチラッと窺うと、ちょうどこちらを見ていたのか目が合う。

「ん？」と優しく問いかけるように覗きこまれる。

「なんでもないです……」と首を振って前を向いて歩く。

　本当はなんでもなくなんてない。

　覗きこまれた瞬間、胸がトクンと音を立てた。

　あんな優しい顔で見られるとどうしていいのか分からなくなる。

　きっとお酒のせいだ。常務が私に優しいのも、私の心臓が勝手に暴れだすのも、全部全部お酒のせいだ。

「いいところに来た」

　常務が手を挙げて空車マークのタクシーを停め「どうぞ」と先に乗せられる。

　まだ終電に間に合う時間だから電車で帰ると伝えたが、常務が送ると言って聞かず、仕方なく一緒に乗りこんだ。

　マンションの住所を告げるとタクシーが走り出す。常務は狭いタクシーの中、鼻歌で洋楽を口ずさんでいた。

　なんの歌だったっけ？としばらく考えこんでいると、急に歌が止まり、代わりにゆっくりと私の肩に重みがかかる。

　ふと顔を覗きこむと、常務は目を閉じていて、窓から入ってくるネオンの明かりで長い睫の影ができていた。

「常務？」

　声をかけるが、少し身じろぎするだけで一向に起きない。

　おそらく連日の激務に加えて、ムバラック氏の訪問もあって疲れていたんだろう。

　今日で一段落した安心感と、アルコールも手伝って眠ってしまったみたいだ。

　ここがタクシーの中でなければ眠らせてあげたい。でも次の角を曲がれば私のマンションだ。このままってわけにはいかない。

　こんな状態で私が降りた後、自宅の住所を運転手さんに伝えられるかな？

　私の心配をよそに、常務は気持ちよさそうに眠っている。

　なんとか起こそうと呼びかけてみても「うん」と返事はあるが、肝心の住所を聞くと「あっち」としか答えない。

　困っていると、マンションの前にタクシーが停まった。

　タクシーの運転手からバックミラー越しに、常務のことも一緒に降ろしてほしいと訴えかけられる。

　これ以上どうしようもないと思い、フラフラしている常務と一緒にタクシーを降りる。

　こんなところに置き去りにするわけにもいかないし……。

　意を決して常務の重い体を支えながら自宅に向かった。

「重いっ！」

　やっとのことで常務を部屋に運び、ソファに座らせようとしたが、常務はどさりとその前に座りこむ。ソファを背もたれにして、そのまま眠りについてしまった。

「もう！　人の苦労も知らないで気持ちよさそうに眠っちゃって！」

　デコピンのひとつでもしてやろうかと思ったけれど、本当に気持ちよさそうに眠っているのでやめておく。

『俺、そんなに君にお世話されてたっけ？』

　さっき常務が言った言葉が再生される。

「十分お世話してますよっ！」

　だけど、思いきり迷惑をかけられたのに、不思議と嫌じゃない。

　安らかな寝顔を見ていると、なんだか急に疲れと眠気が押し寄せてきた。

　思わず隣に腰を下ろすと、そのままゆっくり閉じられるまぶたに逆らうことなどできず、眠りについた。










俺たちの朝




　まぶたに光を感じて目を覚ました。変な体勢で寝たのか体中が痛い。

　けれど、体の痛みとは裏腹に頭は妙にスッキリしている。

　ゆっくりと目を開けると、いつもとは見慣れない風景に、まどろみが一気に吹き飛ぶ。

　そして自分が右手でなにかを握っているのを感じ、視線を落とす。

　……っ！　ちょっと待て、俺、昨日……。

　どうにか昨日のことを思い出そうとするが、タクシーに乗りこんだ後の記憶がない。

　目に入ったのは、自分の右手がしっかりと瀬川さんの左手を握っている様子だった。

　指と指が絡まり、そこだけ見るとふたりの関係の親密度合はかなりのものだった。

　驚いて右手を引っぱると、しっかりと握られていたせいで瀬川さんの体も一緒に俺のほうへしなだれかかってきた。肩に瀬川さんの頭がのる。

　間近で気持ちよさそうに眠る顔に思わず見とれてしまう。

　そのとき、閉じていた瞳がおもむろに開く。俺と目が合うと、何度かパチパチと瞬きをして最後に大きく目を見開いた。

「な……なんで？」

　瀬川さんの第一声を聞いて、口を開く。

「それ、俺も今、同じこと思ってる」

　密着している今の体勢に気がついたのか慌てて立ち上がり、俺から離れた。

「あ、あの、昨日常務がタクシーで眠ってしまわれてですね……」

　焦った様子で説明する姿がおかしくて、からかいたくなった。

　両手を胸の前でクロスさせて自分をかばうようにして上目遣いで言う。

「なにもしてない……よね？」

「な、な、なに言ってるんですか！　私は親切でここまで大変な思いをして運んできたのに」

　真っ赤な顔をして怒る瀬川さんを見ると、とうとう俺は笑いを我慢できなくなり、思いきり吹き出した。

「あーはは……ひー」

　お腹を抱えて笑う俺に、瀬川さんの怒りはヒートアップする。

「だいたいですね、立派な大人がタクシーで眠りこむなんて……」

　仁王立ちで説教している彼女の後ろに壁掛けの時計が見えた。時間を確認すると、ムバラックを空港で見送る時間が迫っている。

「やっべ！」

　時計を指差すと、それを見た瀬川さんも一瞬にして青ざめる。

「このまま行くぞ」

　彼女の手を引き、部屋を出ようとする。

「あの、でも私、メイクも服も昨日のまま……」

「俺だって服は昨日のままだし、化粧はタクシーの中で直せばいい」

　瀬川さんが鍵をかけている間に、エレベーターのボタンを押して待つ。

　彼女が来たと同時にエレベーターのドアが開き、ふたりで乗りこんだ。

　運のいいことに、マンションを出るとすぐにタクシーを捕まえることができた。

　タクシーに乗りこみ、行き先と急いでほしいことを伝えると、ふたりして座席のシートに体を沈めた。

　スマホを取り出して、急いで勇矢に電話する。遅れる旨と瀬川さんも一緒だということを伝えると、なにか言いたそうな雰囲気だったが、それを無視して通話を終えた。

「間に合いますかね？」

「間に合わないと困る」

「もとはといえば常務がですね……」

　落ち着いたところで再度説教が始まりそうだったので、俺は慌てて人差し指を彼女の唇に当てた。

「シッ。大丈夫。きっと間に合うから」

「そういう問題じゃないのに」

　まだ不服そうに唇を尖らせている彼女を横目で見て、思わず笑みがこぼれる。

　感情を隠すことなく露あらわにする瀬川さんは見ていて気持ちがいい。

　今まで俺の周りにいた女は少しでも自分をよく見せようと必死で、そのあざとさが俺の女に対する考えをよくない方向に持っていったのだろう。

　瀬川さんが自然体で接してくるたびに、俺も素の自分が知らず知らずに出ていることが多くなった。

　窓の外の流れていく景色を見ながら、今この時間に一緒にいるのが彼女であることが心地よかった。

　張りつけたような笑顔を見せることも、おもしろくない話にいい人ぶって相づちを打つこともしなくていい。

　遅刻というハプニングでさえ、彼女と一緒にいると、不謹慎だと分かっていても、どこか楽しんでいる自分がいた。

　空港に着くと、ムバラックがゲート付近に立っていた。おそらく間もなくゲートをくぐり機上の人となる間際だ。

「遅くなってすみません」

　俺と瀬川さんが息を切らせて駆け寄ると、ムバラックが笑顔になる。

「ソージ、チヅルさーん。わざわざありがとございマース」

　ふたりと交互に握手を交わす。

「それにしても、ふたり一緒に遅れて、今までなにしてマシタか？」

　ニヤニヤと笑うムバラックに、瀬川さんの顔が一瞬にして真っ赤になる。

「いえ、あの……」

　あたふたと身振り手振りで説明しようとしている彼女は、首元まで赤くして必死だ。

　それがおかしくて、また笑いそうになる。

「ご想像にお任せしますよ」

　そう答えると、瀬川さんは大きな丸い目を思いきり開いた。

　驚いて声も出ない彼女を放っておいて、俺はムバラックと話を続ける。

「ふたりとも昨日と同じ服ですねー。やはりソージはチヅルさんにゾッコンなんデスね」

　なんとも言えない表現に笑顔だけで返す。

「ソージは人を見る目がありますね、今まで日本のいろいろな企業とお付き合いしてきましたが、チヅルさんのしてくれた接待が一番楽しかったデース。彼女は私をよく見ていて、喜ばそうといろいろ考えてくれました。その気持ち、ワタシは一生忘れまセーン」

　ムバラックの言葉に瀬川さんは満面の笑みを浮かべる。

「ありがとうございます。次にいらっしゃったときは別のメイド喫茶に行きましょうね」

　そう笑顔で返す彼女は、俺よりもムバラックの心を掴んだようだ。

「チヅルさんがハヤマのお嫁さんになるなら安泰ですね。末永くお付き合いしましょう」

　そう言われて、「あの、それは、違う……」と否定しようとする彼女を、俺は腕を出して止める。

「次回も必ずふたりでムバラックさんをお迎えします。どうか気をつけてお帰りください」

　そう伝えると、ムバラックは「ありがとうございマース」と搭乗ゲートへ消えていった。

　その後、空港までムバラックを連れてきていた勇矢と一緒にシアトル系のカフェで休憩することにした。

　目覚めてからなにも口にしていない俺と瀬川さんは連れ立ってカウンターのメニューを見る。

「常務はいつもと一緒で酸味が強いのでいいですか？　私が注文しますから席についていてください」

　俺好みのコーヒーを把握していることに、彼女が秘書になってからの時間の経過を感じる。

「瀬川さんは？　ミルクとクリームたっぷりの頼むんだろう？　あとは、シナモンロールあたりかな」

「ど、どうして……」

　図星を突かれたのか、驚いている顔がおもしろい。

「なに〝カレカノ〟みたいなやり取りしてるんだ」

　振り向くと、そこにはいつもかけているメタルフレームの眼鏡を外し、〝幼なじみ〟の顔をした勇矢がこちらを興味深そうに見ていた。

「高浜課長？」

　俺と勇矢の関係を知らない瀬川さんは不思議そうに眼鏡のない勇矢の顔を見ている。

　そう言えば、まだ俺と勇矢の関係、話してなかったっけ？

「さっさと注文して座ろう。お前たちふたりが、どうして昨日と同じ服なのか俺も興味がある」

　そう言った勇矢の瞳が鋭く輝いたように見えた。

　注文を終えて席に着く。

　瀬川さんの目の前には俺が指摘したように、ホイップたっぷりのカフェラテとシナモンロールがのったトレイが置いてある。俺と勇矢の前にはコーヒー。

「で、どうしてお前らふたり、昨日とまったく同じ服なの？」

　勇矢はテーブルに肘をついて、直球を投げてくる。それに動揺したのか、瀬川さんは持っていたフォークを皿に落として、けっこうな音を立てた。

「な……あ、あの、それは……」

　今日何回目のしどろもどろだろうか、そこまで挙動不審にならなくてもいいのに。

「お察しの通り、一緒に朝を迎えたんだよ」

　冗談めかして本当のことを話すと、顔を真っ赤にして瀬川さんが反応する。

「そんな、なんかあったみたいに言わないでください！　あれは仕方なくですから。だいたい、散々遊んでるくせにお酒に弱いってどういうことですかっ」

　慌てて否定する姿が必死すぎて笑える。

「ギャップに萌もえるだろ？」

「はぁ？」

　そんな俺たちのやり取りを見て、勇矢がニヤニヤと笑っている。

「ふーん。そういうこと？」

　その言葉に瀬川さんが反応する。

「そういうことってどういうことですかっ？　それに課長、しゃべり方がなんかいつもと違います」

「あぁ、まだ言ってなかったか？　俺と勇矢は上司と部下の前に幼なじみなんだ」

「は？」

　まだ理解できていない様子の彼女に重ねて説明する。

「小学校からの同級生なんだよ。葉山に入るときに、俺の秘書として一緒に入社してもらったんだ」

「そうだったんですか。今まで完璧な秘書具合だったんで気がつきませんでした」

「ちなみに、眼鏡を取ったときは幼なじみモードだから、今みたいな感じになる」

「なんだか変身ベルトみたい」

　瀬川さんのたとえに俺と勇矢は吹き出した。

「ふたりして笑わなくてもいいじゃないですか」

　ふてくされた様子でシナモンロールを口に運ぶ飾らない姿が俺には新鮮で、つい見つめてしまう。

　そんなに大きな口を開けて食べなくてもいいのに。

　ひと口食べて、満面の笑みを浮かべている。その顔を見ると、同じものが食べたくなるのを俺は最近発見した。

　しばらく見つめていると、いきなりなにかを思い出したのか「あー！」と叫び、時計を確認する。

「今日、約束があったんだ！　忘れてた。すみません、私ここで失礼します」

　一気にまくし立てて、席を立って走り去っていく。なんだかその忙せわしなささえも俺のツボに入り、思わず笑ってしまった。

　飛び跳ねるように走る後ろ姿をいつまでも目で追ってしまう。

「お前、寝た女とは朝を迎えない主義とかなんとか言ってなかった？」

「バカ。一緒に睡眠をとっただけだよ。それにアイツはそんなんじゃない」

　勇矢が言っている女たちと瀬川さんは違う。

　特別なことをしなくてもいい。そばで俺の言うことに反応して、笑ったり、怒ったり、拗すねたり。クルクルと表情を変えて俺を楽しませてくれるだけでいいんだ。

　ただ横で立っていてくれればいい。

　ショップのロゴのついたマグカップを持ち、口へ運ぶ。

「なあ、お前、今どんな顔してるか分かってるか？」

　勇矢のいきなりの質問の意味が俺には分からない。

「ん？　どういう意味だ？」

「いや、別に。久々に〝お前自身〟に会ったような気がしただけ」

「は？　毎日顔合わせてるだろ？」

　勇矢の意図することが分からないまま、俺は残りのコーヒーをすべて飲み干した。










シャンパンの正しい飲み方




　八月も下旬になると、葉山ホールディングスの秘書課は年内でも一、二を争う忙しさになる。

　毎年この時期には、取引先が一堂に会する懇親会を開くのだ。

　系列ホテルの一番大きな会場を貸し切る懇親会は、会社の戦略や方向性を決める経営企画室が中心となって行うが、取締役も全員参加するため、ホステス役として秘書課の面々も駆り出される。

　経営企画室と秘書課の連携は私にほぼ一任された。

　秘書の業務をこなしながら他部署との連携を取る仕事は大変だったが、私にとってはやりがいのある仕事で、毎日忙しなく動き回っていた。

　やっと迎えた当日、私は参加者の名簿に間違いがないか経営企画室の社員と共に最終確認をしていた。そのおかげで他の秘書課のメンバーの様子に気がつかずにいた。

「ところで、瀬川さんは着替えないんですか？」

　ふと経営企画室の人から言われて、キョトンとしてしまう。

　失敗にハッキリと気づいたのは、ホテルのロビーに今日のお客様が集まり始めたころだった。

「遠山さんそれ……」

　立派な振袖を着て、受付テーブルに現れた遠山さんに驚く。しかし遠山さんもまた私を見て驚いていた。

「瀬川さん、その格好……」

　私の今日の格好はピンストライプの入った、明るめのグレーのパンツスーツだ。

　経営企画室のメンバーは男性ばかりでスーツ姿なので気がつかなかったが、秘書課のメンバーはホステス役として着物やイブニングドレスなどを着用するのが慣例らしかった。

　どうしよう、でも今さらどうしようもない……。

　私が本当のシンデレラだったら、ここに魔法使いが現れて、素敵なドレスに着替えさせてくれるだろう。だけど現実はそうはいかない。私はシンデレラでもないし、魔法使いは助けに来てくれない。

　会場には受付を済ませたお客様が続々と入ってくる。

　こうなったら、このまま業務に携わるしかない。

　そう覚悟を決め、次々に訪れるお客様を遠山さんと共に案内していると、ふいに会場内で言い争う声が聞こえた。

　何事かと思い視線を向けると、三島さんと後藤さんが腕を組んで睨み合っているのが見えた。

　あのふたりが言い争いをしている姿は別に珍しくもない。しかしここはお客様をご案内している会場だ。

　状況を確認するために遠山さんと近くに行くと、それにつれてふたりの言い争う声が大きくなる。

「あなたこそ、その下品なドレスを脱ぐべきだわ」

「はぁ？　そんな時代遅れな服を着ているあなたの神経を疑うわ」

　どちらもかなりヒートアップしているようで、キレイにメイクした顔が台なしだった。

「おふたりとも、ここはお客様からも見えますし、静かにしてください。いったい理由はなんですか？」

　三島さんも後藤さんも私には辛しん辣らつだが、常識を持ち合わせている女性だ。

　なのに、どうしてこんなふうに公衆の面前で怒鳴り合っているのか。

　私が間に入ったことで静かにはなったけれど、まだお互いを睨み合っているふたり。

「常務のお相手をどちらが務めるかというお話ですわ」

　三島さんが後藤さんを睨みつけたまま話す。

「こういう場所では三島さんみたいな年増ではなくて、私のような華やかさがないと常務のお相手はできないと言ったのよ」

　ＮＧワードを盛りこんで後藤さんが攻撃する。

「なんですって。若いだけしか取り柄がないくせに偉そうに。お顔は十人並でしょ。第一、今回はわたくしがお相手を務めると事前に伺っておりますわ」

　負けじと言い返す三島さんを後藤さんは鼻で笑う。

「なに言ってるんだか。今年は私がエスコートしてもらえるって聞いてるんだから！」

　どちらも同じような主張を繰り返しているばかりで埒らちが明かない。

　再びヒートアップしてきたふたりをお客様まで何事かと遠巻きに眺めるようになった。

　どうにかしてこの場を収めなければ、と焦り始めると、背後から「なにをやっているんだ」と常務の声が聞こえた。

　ホッとした瞬間、後藤さんがウェルカムドリンクのシャンパンを手に持つのが見えた。咄とっ嗟さにふたりの間に割って入る。

　パシャと耳元で水の音が響き、冷たい液体が頭の上から滴り落ちる。

　遠山さんの「キャ」と小さく驚く声が聞こえる。

「こちらはお客様がいます。おふたりとも冷静になってください」

　本当は怒りで震えそうだった。でもここで怒ったら私がシャンパンをかぶった意味がなくなる。

　言いたいことをグッと我慢して、三島さんと後藤さんをなだめる。

　事が大きくなり、さすがにふたりともこれ以上言い争いを続ける気はないようだ。

　スーツのポケットに入れておいたハンカチで顔についた水分を拭おうとすると、その手をグイッと引っぱられた。

　引っぱられたほうに強制的に顔が向く。目に入ったのは、眉間にシワを寄せた常務だった。

「いったいなにやってるんだ」

　低い声で小さく聞かれる。

「ケンカの仲裁です」

「それでそんなずぶ濡ぬれになるのか？」

「成り行き上、こうなってしまいました」

　苦笑いを浮かべて話す私の腕を常務は引っぱり歩き始めた。急に手を引かれて、つんのめりながらも足を進める。

「あのいったい、どこに行くんですか。私、受付……」

「高浜課長に任せればいい」

　私のほうを見向きもせず、どんどん進んでいく。

　エレベーターに乗せられてからも無言で、最近はなかった常務に対する気まずさを久しぶりに感じていた。

　掴まれた腕はまだ解放されていない。

　常務に連れてこられたのはホテルの一室だった。

　私が普段泊まるような寝室とバスルームというようなタイプの部屋ではなく、扉の数からして、いくつか部屋があることが分かる。

「脱げよ」

　突然言われて、声も出さずに目を見開く。

　その反応で常務は私の心が読めたのか、シニカルな笑顔を見せた。

「そんなずぶ濡れのまま、パーティに出るつもりか？　なんなら俺が脱がせようか？」

　キレイな顔に覗きこまれて、慌てて飛びのく。

　冗談じゃない！

「いいえ、自分でできます。シャワーをお借りします」

　そう言って一目散にバスルームに走る私を常務は声を立てて笑った。

　猫足のバスタブがあるバスルームでシャワーを浴びる。こんなときじゃなければ、ゆっくりと堪能したいほど素敵なバスルームだ。

　頭からシャワーを浴びてシャンパンを洗い落とす。

　体はこれでキレイになったけど、スーツはどうしよう。あれ、お気に入りなのに。

　悠長なことを考えていたが、問題はそれよりも深刻だ。

　今ここから出て、いったいなにを身に着ければいいんだろう。仕事も待ってるし、のんびりしていられない。

　シャワーの水を止めた。

　バスルームから外に出ると、そこにあるはずのスーツはなく、代わりに白いふかふかのバスローブが置かれている。

　他に身に着けるものもないので、仕方なくそれを羽織ってバスルームを出る。

　常務はソファに座ってコーヒーを飲んでいた。その傍らには黒いスーツを着て髪をきっちりと結い上げた女性が立っている。

　私が出てきたのを確認すると、常務は「じゃあお願いします」と女性に向かって言った。

「では、こちらへ」

　女性に部屋の中にあるゲストルームへ案内される。

　部屋の中には、ストラップレスで胸元が大きくあいたロイヤルブルーのイブニングドレスが置かれていた。下に行くほど淡い色合いにグラデーションになっていて裾はオーガンジーがキレイな波を作っている。

「あの、これって……」

「大丈夫ですから、私に任せてください」

　鏡の前に座らされる。真剣な表情で、「では、早速始めましょうか」と女性に声をかけられ、やっと彼女がなにをしようとしているのか理解できた。

　用意されていたドレスを身にまとい、されるがままにヘアメイクをされた。

　イブニングドレスなど身に着けたことのない私は、正直これでいいのかどうか分からない。化粧は派手ではないが、普段ほとんど手の込んだことをしない私にとっては、つけまつげをつけるだけでも印象が大きく変わった。

　普段肩につかないくらいの長さの髪だが、今は緩くカールした付け髪が胸元で揺れている。

「あの、できました」

　私はゲストルームの扉の前に立ち、新聞を読んでいる常務に声をかけた。

　顔を上げた常務は、目を見開いたまま黙っている。

　なんとか言ってよ。ダメだった？

　だけど、ダメだと言われても今さらどうしようもない。

　それでもせっかく着飾ったんだから、なにかひと言くらい欲しい。

「うまく化けたな」

　口角をキュッと上げて笑う常務を見て、合格点であることは理解できた。

「自分でもそう思うので否定はしません。これは常務が準備してくれたんですか？」

「そうだよ。どうせまともなドレスなんて持ってないだろうと思って」

　そう言って、私に向かって腕を出す。

　これって腕に掴まれってこと？

　そんな経験に乏しい上、慣れないドレスに緊張しているのがばれそうで、なんとなく躊ちゅう躇ちょしてしまう。

　だけど、「お手をどうぞ」と言ってくれる常務の言葉を無む碍げにはできない。

　覚悟を決めてそっと腕に手を回すと「遠慮しないで」と反対の手できちんと握るように促された。

　キュッと常務の腕を握って歩きだす。

「あの……ドレスありがとうございます。とっても素敵です」

　どうにもならないと思っていたピンチをこんな素敵な形で助けてもらえた。

　私はシンデレラではないけれど、上司の素敵な魔法で少しはキレイになれた気がする。

　上司？　……そう、常務は上司として部下の失敗に手を差し伸べただけ。上司の優しさに応えるためにも、これ以上失敗しないようにしなきゃ。

　着たことのない豪華なドレスに、履いたことのない高いピンヒール。ふかふかの絨じゅう毯たんに沈むピンヒールで歩くのは、馴れない私には至難のわざだ。

　常務の腕があってよかった。

　なんとか転ばずに会場まで足を踏み入れることができた。

　無事に会場について、仕事を始めようと常務の腕から離れようとしたが、それを阻まれる。

「どこ行くんだ？」

　不思議そうに聞く常務に答える。

「どこって、受付ですよ。仕事しなきゃ」

　もう一度離れていこうとする私の腕を常務が引っぱる。

「いいから。今日は俺のパートナーが仕事」

「え？　でも三島さんや後藤さんは？」

　先ほどもめていたふたりが思い浮かぶ。

「俺は自分がプレゼントしたドレスを着た女をエスコートしたい」

〝女〟って……。

　その単語に反応して、くすぐったい気持ちになる。

　今日は常務の横にいても恥ずかしくないくらいには、なれてるってことだよね？

　常務の言葉を素直に受け入れて、ふたりでゆっくりと会場内を歩き始める。

　すると、経営企画室の面々が目を丸くしてこちらを見ているのに気がついた。なんとなく恥ずかしくなってぎこちない笑顔を返す。

　しばらくすると、取引先の重役たちが次々に挨拶に来た。

「こんばんは。今日はまた一段とかわいらしいお嬢さんをお連れですね」

　声をかけてきたのは、土地開発を行う会社の社長だった。

　たしか契約が少し難航していたはずだ。

　私は頭の中の引き出しを開けて情報を呼び出し、会話に備えた。

「そんなことを言うと、彼女が真に受けちゃうじゃないですか」

　取引のあれやこれを必死で思い出していたのに、常務はフランクに社長と話をしている。

　しばらく談笑していると社長は別の知り合いを見つけたのか、最後にもう一度挨拶をして私たちの前から離れた。

「あの社長はこれから関わりが多くなるから、きちんと名前と顔を覚えておいて」

「はい。承知しました」

「それと、そんなに緊張しなくていいから。今日は秘書じゃなくて、俺のパートナーとしての役割もあるんだから、あれこれ考えずにニッコリ笑ってて」

　ツンと頬をつつかれて、自分の顔がずいぶんこわばっていたことに気がつく。

　その後も、取引先の関係者との挨拶があるたびに常務が詳しく解説してくれる。

　今までは名刺とデータ上の情報しか頭になかった相手の顔と名前がどんどん一致していく。取引先が一堂に会するこの場は、効率よく仕事相手をインプットするのに最適な場だった。

　常務が私を今日この場に伴った意味がよく分かった。

　仕事を早く覚えたい、秘書としてステップアップしたいという気持ちをきちんと汲くんで手助けしてくれる。

　普段から私を見てくれていないと、できないことだ。常務の期待にしっかりと応えたい。

　ただ、慣れない服装もそうだが、今まで経理課で社内の人間ばかりを相手にしていたので、初対面の方たちに笑顔ひとつ浮かべ続けるだけでも大変だった。

　その様子に気がついたのか、常務がシャンパンの入ったグラスを差し出してくれた。

「今度はちゃんと口で飲んで」

「好きでかぶったんじゃないのに……」

　言い方は意地悪だが、その気遣いに顔が綻ぶ。

　いつもこうやってさりげなく優しい。しかも、そのタイミングはいつも絶妙だ。

　プレイボーイでなんだか偉そう（実際偉いんだけど）なイメージを抱いていたけど、常務と接するたびにそのイメージを覆されてきた。

　さりげない気遣いや、意外とアルコールに弱いこと、笑い上戸なところ。

　だけど、仕事のときは真剣で……。

　次はどんな顔を見せてくれるのか、常務についてもっと知りたいと思っている自分に少し戸惑っていた。

　常務の顔をじっと見つめてしまっていた自分に気づき、慌てて顔を逸らす。

「なに？　顔になにかついてる？」

「いえ、な、なんでもありません」

　驚いてしどろもどろになった私を常務はいぶかしげに見ながら、挨拶回りを再開させた。

　すると、不機嫌をまとった男性がこちらに近づいてきた。

「いやぁ、宗治君、忙しそうだね」

「三島社長。ご無沙汰しております」

　三島っていうことは、三島さんのお父様で、三島運輸の社長だ。

　常務に合わせて会釈をする。

「今日はまた違う子を伴ってるようだね。ウチの華子も寂しがっているようだから、たまには相手してやってよ」

　私を品定めするように、上から下までジロジロと見ている。

　その態度に気がついたのか、常務が私をそっと自分の後ろへかばってくれる。

「三島さんにはよくしてもらっています。今日も秘書課の一員としてがんばってくれていますよ」

　秘書課の一員、というところを強調する。

「そうか。それはそうと、お兄さんは元気かね。急に葉山の家を出たと聞いたが」

「兄も元気にしてますよ。小さいころからの夢である弁護士になって、日々忙しくしているようです」

「ほぉ。それは頼もしいね。たしか結婚もされたんだって？」

「はい、五年前に……」

　常務の声色が少し変化したのに気がついたけれど、今はそれよりも自分の置かれた立場を理解するのに必死だった。

　三島社長が私について常務に尋ねたように、他の参加者も常務が誰をエスコートしているのか少なからず気にしているだろう。

　当然だ。相手によっては自分の会社の得にも損にもなるのだから。

　今日は、後藤さんや遠山さんの実家の関係者も多数いるだろう。ここでその中の誰かを引き連れているよりは〝普通の子〟を伴っているほうが波風を立てずに済む。

　つまり常務が私を連れて歩いたのは、ただ取引先を覚えさせようとしただけじゃないんだ。

　それに気がつくと、心にひとつポツンと墨が落とされた気がした。

　私、キレイなドレスを着て、少し舞い上がっていたのかもしれない。

　パートナーと呼ばれたこと、私に合わせてゆっくりと歩いてくれること、気を遣って飲み物を持ってきてくれたことも、すべて仕事の延長線上。勘違いしちゃいけない。

　そもそも自分でシンデレラじゃないって分かってたはずでしょ？　自分の役割を自覚して、ちゃんとしなきゃ。

　そうだ。考えてみれば、会長との約束を果たすためにはいいチャンスだ。

　モヤモヤを心に押しこめて、背筋を伸ばす。周りを見渡すと、部屋の隅に後藤さんを見つけた。

「常務、少し失礼してよろしいでしょうか？」

　離れる許可をもらい、後藤さんのもとへ行く。

「私、これから受付の仕事に戻りますので、常務のパートナーをお願いできますか？」

　もともと三島さんか後藤さんがパートナーという話だった。それなら、私がいつまでも常務のそばに立っているわけにはいかない。

「え、ホント？　もちろん、かまわないけど……どういう風のふきまわし？」

　急に話を振られて、後藤さんは怪しんでいるみたい。

「もともとの仕事場所に戻るだけです。よろしくお願いします」

　そう告げて、入口へ向かって歩き出す。

　振り返って常務のほうを見ると、後藤さんが常務の隣に立ち、そっと耳打ちしている。

　すると常務はすぐにクルリとこちらを振り返った。

　目が合ってしまう！

　咄嗟に私は入口へ体を翻して会場を出た。

　受付でも名簿と顔を一致させることはできるし、受付だって大事な仕事だ。

　私の仕事は常務を結婚させること。それ以外は考えない。惑わされない！

　改めて自分に言い聞かせる。

　だけど、さっきまで常務の腕を握っていた手にまだ感触が残っている。

　ギュッと目をつむり、なんとか気持ちを切り替える。にこやかに見える仮面を張りつけて、受付の業務に集中した。




　翌日、まだ疲れが抜けきらない体を引きずって出勤した。

　デスクでパソコンの電源を入れ、日課のお茶の準備に取りかかる。

　常務と顔を合わせるのは正直気まずい。

　きっと急にパートナーを代わったことを責められるはず。それでも、ドレスを準備してもらったことへのお礼を伝えなくては。

　コーヒーを準備していると後ろで物音がした。振り向くと、そこにはいつも遅刻ギリギリに来る後藤さんが出勤してきていた。

「ちょっと付き合って」

　そう言って有無も言わさず私を連れ出し、普段はあまり使われない階段の踊り場にやって来た。

「昨日、シャンパンをかけたこと謝る。ごめんなさい」

　後藤さんはキュッと口を引き結んだまま、うつむいている。

　まさかプライドの高い後藤さんから謝られるとは思っていなかった。その態度に驚いて、どう返事をするべきか迷っていると、後藤さんは言葉を続けた。

「それと、常務のパートナー、代わってくれてありがとう」

　心なしか少し顔が赤い気がする。

　もしかして照れてる？

　いつもは強気で面倒なことはしない後藤さんの新たな一面を見て、また驚く。

　私、彼女のこと誤解してたかも……。

　昨日のことを感謝されて、あのとき思った通りに動いて正解だったのだと思う。

「そもそものケンカの理由はね、私が聞いた話と三島さんが聞いた話が違ってて、それであんな言い争いになったのよ」

「聞いた話？　それっていったい誰から……」

　どういう内容だったんだろうと気になって聞こうとした矢先、遠山さんが後藤さんを呼びに来た。

「後藤さん、会長の第一秘書から内線ですよ」

「分かった。すぐ行く」

　そう言って、足早にデスクへ戻っていった。

　私はお茶の準備を再開しようと給湯室へ向かった。すると……。

「お茶の準備するんですよね？　常務の分、今日も私が持っていっていいですか？」

　給湯室についてきた遠山さんが言う。

　以前常務のコーヒーを持っていってもらってから、たびたび遠山さんはお茶出しを代わってくれた。常務に限ってだけど。

「あ、じゃあお願いしようかな」

　ふたりでお茶の準備をする。

「そういえば、昨日のドレス素敵でした。あれは常務から？」

「私がドレスを持っていないのを見越して準備してくれていたみたい」

　手を止めることなく話をする。

「なんだか瀬川さん、常務に大事にされてるんですね」

「そういうわけじゃないよ。昨日は取引先の顔と名前を一致させるために私を連れていただけだから」

「そうなんですか？」

　うれしそうに弾んだ声。自分と比べて無邪気な遠山さんがなぜかうらやましくなった。

　もし私が彼女みたいだったら、昨日のドレスのお礼も、もっとかわいく言えたのかもしれない。自分勝手にいろいろ考えて悩んだりしなくて済んだのかもしれない。

　でも私、どうしてそんなふうに思うのかな……。

　最近心がちぐはぐで、自分の気持ちが理解できない。

「はぁ」と小さな溜め息をついていると、遠山さんがトレイを持ち上げた。

「じゃあ常務のコーヒーは私が持っていきますね」

　うれしそうに歩いていく遠山さんの姿を見送る。

　なんとなく寂しい気持ちになったけど、すぐにデスクに戻って仕事に取りかかった。










千の鶴




　秘書課に配属になってから残業が続いていたけれど、今日に限っては定時になると、パソコンの電源を落として帰り支度を始めた。

　高浜課長に定時で退社する旨を伝えると、念のため常務にも確認するように言われた。

　バッグを持って常務室のドアをノックするも返事はなく、引き返す。

　ふと声が響いてきて、それが今朝後藤さんに呼び出された階段からだと気がついた。奥まっているので少し覗きこむと、後藤さんと常務がふたりでなにやら話をしていた。

　すぐに話し終わるようであれば、そのまま常務に急ぎの案件がないか確認しようと思い、その場で少し待つ。すると……。

　後藤さんの腕が常務の首に絡みつき、次の瞬間ふたりの顔が近づく。背中を向けている常務の表情は分からないが、後藤さんはつま先立ちで顔を傾け常務の顔に寄せている。その様子から間違いなくふたりの唇が密着していることが分かった。

　――ドサッ。

　思いもよらない光景に、手にしていたバッグをその場に落としてしまう。

　その音に気づいたふたりがこちらに視線を向けた。

　動揺して、思わずふたりを見つめてしまう。次の瞬間、ハッと我に返り、慌ててバッグを拾い上げる。そして、「お先に失礼します」と声をかけてエレベーターへ一目散に駆けた。

　エレベーターのボタンを連打していると、すぐに扉が開き乗りこむ。走ったせいか、心拍数が上がっている。

　あんなところでどうして……！

　常務は会社の子とはそういうことはしないと私が勝手に思っていただけで、『結婚しない』と『恋愛しない』はイコールではないということ？　でも、常務は秘書課の女性とどうこうなるつもりはないと言っていた。いや、もし後藤さんが結婚を望んでいないとしたら？　ふたりが親密な関係になっていてもおかしくない。

　そもそも常務はプレイボーイと言われている男だ。社内での、〝そういうこと〟は私が知らないだけなのかもしれない。

　そもそも、どれだけ私が常務のことを知ってるっていうの？　たかだか半年程度の付き合いなのに、なんでも知ってる気になってたみたい。

　それに後藤さんとうまくいくのは、私にとって歓迎すべきことだ。

　そう頭では理解しているつもりだけど、懇親会の日に心に落ちた小さな墨は、どんどん色濃くなっていく。

　自分でもどうしてこんな思いをするのか分からないまま、気持ちだけが澱よどむ。

　エレベーターの中でぶんぶん頭を振ると、ポーンとエレベーターが一階への到着を知らせた。

　エレベーターホールを抜けて自動ドアから外に出ると、ガードレールにもたれる男性の姿があった。

「煌太兄ちゃん！」

　さっきまでの重い気持ちを振り切るように、小走りで駆け寄る。

「待たせてごめんね」

　顔の前で両手を合わせて謝る。

「いつものことだろ。気にするなよ」

「そんないつも遅れてるみたいに言わないでよ」

　言い返すと「悪かった」と私の頭を撫でて、車の助手席側のドアを開けてくれた。

　煌太兄ちゃんこと美みま作さか煌太は、私を引き取って育ててくれた、仁ひと恵え叔母さんの息子。

　身長は百九十センチとかなり大柄だが、顔は子犬みたいに人懐っこい。笑うと目尻に寄るシワがチャームポイントだなんて本人は言ってるけど、たしかに煌太兄ちゃんの笑顔には昔から勇気づけられてきた。

　小さいころから本当の妹のように大切にしてくれたイトコだ。

　三十分ほど車に乗り、私が大学卒業まで育った美作家に到着する。

「ただいま～。おふくろ、千鶴連れてきたぞ」

　玄関を開けて大声で煌太兄ちゃんが叫ぶと、エプロンで手を拭きながら叔母さんが台所から出てきた。

「わざわざありがとう。仕事忙しいんじゃないの？　大丈夫？」

「大丈夫です。叔父さんの命日だから、今日くらいは早く帰らせてもらいました」

　そう言って、叔母さんと台所に立ち、食事の準備をする。

　鍋やフライパンの中身は、叔父さんの好きなメニューばかり。それをお皿に盛りつけて、テーブルに運んだ。

　そして、食事の前に仏壇に手を合わせる。

　遺影として使われている写真の叔父さんは笑顔だ。

　あんなに苦しんで辛い思いをしたときの顔でないことが、私の罪の意識をほんの少し軽くさせている。しかし、そのときのことは昨日のことのように思い出すし、涙が浮かぶ。

　でも、私はここで泣いちゃいけない。

　唇を噛み、じっと我慢する。

「千鶴ちゃん、まだあのときのこと、悔やんでるの？」

「あれはどう考えても、おやじが悪かったんだ。だから千鶴が気にすることじゃない」

　叔母さんと煌太兄ちゃん、ふたりにそう言われても、脳内からあのときの記憶が消えるわけではない。

　――私の父親は、ある程度名の知れた画家だった。画廊やデパートで個展を開けば、毎回多くの人が訪れていた。

　その遺産や作品の相続権は私にあったのだが、未成年ということで後見人を務めたのが叔母さんたち夫婦だった。

　そのころ小さな町工場を経営していた叔父さんは、不況の煽りを受けて仕事が激減していた。それに加えて、私が中学に上がってすぐに、仕事中の事故で体が不自由になり借金はどんどんかさんでいった。

　それを知った私は、お父さんの残してくれた財産を差し出した。

　不自由なく育ててくれている美作夫妻への恩返しのつもりだった。

　叔母さんは反対したが、そうでもしなければ工場はあっという間に人手に渡ってしまったことだろう。

　ただ、ひとつだけお願いをした。

　私がなによりも大切にしている、母親を描いた絵だけは売らないでほしいということだ。

　それから叔父さんはいくつかの絵を売って得たお金や、遺産として残されたお金を次々と工場の経営に当てた。

　やっと盛り返してきたというとき、お人好しの叔父さんは友達の保証人になり逃げられ、それまで順調に返済していた借金が一気に膨らみ、工場を閉鎖した。

　そのときの借金返済に、売らないでほしいと懇願した絵さえも売り払われてしまう。

　風景画専門のお父さんが描いた数少ない人物の絵。かなりの値段で取引されると誰かに入れ知恵された叔父さんが売ってしまったのだ。

　それまで遺産の使い道についてなにも言わなかったけど、お母さんの絵だけは特別だった。それを売ってしまった叔父さんを私は初めてなじった。

　美作の家に引き取られて初めて自分の気持ちをさらけ出した。

　むき出しになった怒りは叔父さんをナイフのように切りつけたのだろう。

　中学生相手に頭を畳にこすりつけながら謝る叔父さんに、私はまだなお『許さない！』と、恩も忘れて怒鳴りつけていた。

　すると、その最中に急に叔父さんが胸を押さえて苦しみだした。

　脂汗をかき、悶もだえながらも私に『ごめん』と謝っていたときの光景は、今でもまぶたの裏に焼きついている。

　叔父さんが急に倒れたのを目の当たりにして、私は煌太兄ちゃんに抱きしめられて、ただ泣きじゃくるしかできなかった。

　心臓発作で病院に運ばれた叔父さんは、そのまま一度も自宅の玄関をくぐることはなかった。

　葬儀のとき、私は溢れそうになる涙を必死でこらえた。

　鼻をすする叔母さんの背中と、肩を震わせる煌太兄ちゃんを見て、自分は涙を流す立場にはないと思った。

　自分さえこの家に来なければ、叔父さんは無理して工場を続けなかったかもしれない。自分があのとき叔父さんを責めなければ、今でも食卓で大好きな日本酒を飲んでいたかもしれない。

　責めたときの叔父さんのすまなそうな顔が、今でも脳裏から離れない。

　叔父さんはどうにかして絶対に取り戻してくれると言ったのに、なおも叔父さんを責めた自分を私は今でも許せずにいた。

　そして、叔母さんと煌太兄ちゃんがあの絵がいまだに私のもとに戻ってきていないことに責任を感じていることも知っている。

　あの絵がもし私のもとに戻ってくれば、叔母さんと煌太兄ちゃんの罪悪感も拭えるのではないか？

　私は常々そう思っていた。そして、まさに今がそのチャンスだった。

　会長室の奥の部屋に飾られていたのは、お父さんが描いたお母さんの絵だった。

　折り鶴を折るお母さんがまぶしいほどの笑顔を向けている。

　千鶴という名前の由来は、お母さんがいつも折っていた千羽鶴から来たものだ。みんなに幸せを運ぶ千羽鶴。両親は私にそんな人間になってもらいたいと願い、名づけたと聞いている。

　今の私は両親の思ったような人間になれていない。まして美作家を引っかき回して不幸にしたのは自分なのだ。

　だけど、一年以内に常務を結婚させることができれば、あの絵が私の元に戻ってくる。

　無理難題だということは承知している。それでも私は、自分のためにも叔母さんたちのためにもあの絵をどうしても取り戻したかった。

　だから、たかだか上司と同僚のキスシーンを見たからって、いつまでもモヤモヤしている場合ではない。胸に渦巻く澱みの理由など知らなくてもいい。

　自分にそう言い聞かせた。

　それからは、叔父さんの好きだった料理をごちそうになり、昔話をして懐かしい時間を過ごした。

　辛い思い出のあるこの家だけど、楽しい思い出もたくさんある。だからこそ取り戻さないといけない。あの絵も、自分の大事な思い出も。そうすれば、自分のことを少しは許せるようになるかもしれない。

　食事が終わると、煌太兄ちゃんがマンションまで送ってくれることになった。

「電車で帰るからいいのに」

「俺は今でも自分のことを千鶴の兄だと思ってる。だから、たまに会ったときぐらい兄らしいことさせてくれよ」

　そう言われると頷くしかない。

　ふたりを乗せた車が来た道を戻っていく。

　途中で、私はカバンの中にスマホが入ってないことに気づいた。

　どこに置いたっけ？　……そういえば、昼間に煌太兄ちゃんから時間の連絡があったときに使って、その後三島さんに仕事を頼まれたから急いで引き出しにしまったんだった！

　煌太兄ちゃんに会社で降ろしてほしいと伝えて、正面玄関前に車を停めてもらった。

「煌太兄ちゃん。今日はありがとう」

　サイドブレーキを引いた煌太兄ちゃんに声をかける。

「千鶴、ひとり暮らし大変じゃないか？　少しやせたみたいに見えるぞ。辛いことあったら戻ってこいよ」

　私の頭を撫でながら言う。

「やせたのはダイエットだよ。私も年ごろだしね」

　わざとおどけると、なおも煌太兄ちゃんは真剣な顔で続ける。

「親父のこと、やっぱりまだ許せない？」

　そう聞かれて首を左右に振る。

「許せないのは叔父さんじゃないの。自分なのよ」

　嘲ちょう笑しょうを浮かべる私に、煌太兄ちゃんはなおも頭を撫で続ける。

「そうやって、いつまで自分を責めるんだ？」

「煌太兄ちゃん、もうすぐあの絵が返ってくるかもしれないの。そうすればきっとなにか変わると思う」

「千鶴……それって」

「別に変なことするわけじゃないよ。だから心配しないで」

　そう告げると、私は車のドアを開けて外に出た。

「安全運転でね。今日はありがとう」

　お礼を言って、煌太兄ちゃんの車が見えなくなるまで手を振った。

　正面玄関からエレベーターホールへ向かおうとすると……。

「瀬川さん」

　名前を呼ばれて、声のした方向を見ると、常務が立っていた。

「常務。今お帰りですか？」

　途端に、夕方の後藤さんとのキスを思い出して、思わず視線を逸らす。すると、私の質問には答えずに反対に質問される。

「さっきの男は誰？」

「は？」

　いきなりの質問に驚く。

　煌太兄ちゃんと一緒にいたところを見られてた？

「あれは……」

「あぁ、いい。別に答えなくて」

　返事をしかけた私の言葉を常務が遮る。

「珍しく定時に上がったと思ったら、男と会うためだったのか。アイツは知ってんの？　君が恋愛する気ないってこと。それとも遊び？」

　普段はしない棘とげのある言い方にカチンとくる。

「プライベートなことなのでお答えしたくありません。会社で部下とキスをするような人間に責める権利なんてあるんですか？」

　夕方の後藤さんと常務のキスが脳内で再生され、キツイ言い方になってしまった。

「ちょっと待てよ、あれは向こうが……」

「別に言い訳をしてもらう立場にはないですから。常務のプライベートなんて興味ないですし」

　一気に言い切ると、反論の余地も与えずにエレベーターホールへ向かう。するとエレベーターが開き、三島さんが降りてきた。

「あら、瀬川さん。お帰りになったと聞いていたのに」

　三島さんはチラリと視線をこちらに向けた後、すぐに常務のほうを見る。

「常務、お待たせして申し訳ありません」

　そう言いながら駆け寄っていく。

　自分こそ、後藤さんの次は三島さんですか。それなのに私が誰となにをしてたか知りたいなんておかしい。

　だけど、常務のプライベートに興味がないと言っておきながら、やはり三島さんと常務の会話に意識を集中させてしまう。

「常務、父は前々から今日をとても楽しみにしていると申しておりましたわ。お酒も付き合ってほしそうにしておりました。なんだかとてもいいワインが手に入ったのだとか」

　三島さんはチラリとこちらを窺うようにして常務に話しかけている。

　その声から逃れるように足早にエレベーターの前に立ち、ボタンを押して階数表示をじっと見つめる。

　エレベーターに乗りこんでも、常務の顔と三島さんの顔が浮かんできて、私の心の澱みが色濃くなっていく。

　どうしていつも常務が関わると、こうも心が乱れてしまうんだろう？　私が彼のそばにいるのは、彼を一年以内に結婚させるため。それ以外のことはなにも考えちゃいけないのに……。










甘い卵焼き




「……この案件は、予算編成など経営企画室にもう一度差し戻して検討してもらいます」

　目の前で瀬川さんが書類をめくりながら話をしている。

「その件に関しては、今まで通り君の判断で進めてもらってかまわない」

　瀬川さんは経理課に五年もいたおかげで数字については強い。それに仕事に関する勘も鋭く、〝一〟言えば〝十〟理解できる。

　俺と勇矢は彼女の仕事の腕を見て、今まで勇矢ひとりでやっていた仕事を瀬川さんに徐々に割り振っていた。

　スケジュール管理や各部署との連携については、指示を出す前にすでに動いていることが多く、ほとんど確認だけで済む状態になっている。

　俺としてはもう少し頼ってくれてもいいのにと内心思うほど、彼女の仕事ぶりは評価できるものだった。

　勇矢の指導もあってのことだとは思うが、本人も相当努力したんだろう。急に希望してもいない秘書課に配属になって苦労したに違いない。

　仕事については十分がんばってくれていると思う。

　それと同時に、仕事の合間に見せるちょっとした表情や仕草が俺の目を惹く。たとえば、本人はまったく気がついていないようだが、集中したときには唇が少し尖る。そのアヒルみたいなかわいい姿を見るのが楽しみだった。

　飾り気のない彼女を見ていると自然と顔が綻ぶ自分がいた。今まで関係のあった女性たちとは明らかに違う存在になっている。

　この仕事は嫌いじゃない。むしろ天職だと思っている。けれど〝跡取り〟という重圧の中、日々の激務に体も心も疲弊しているのも事実だ。

　そんな中、少しの癒しを求めても誰にも咎められることなどないはずだ。

　でもその癒しさえも最近はなかなか得られないでいた。

　当の本人に避けられてしまい、癒しどころかストレスになっていたのだ。

「今日の昼だけど、相手の都合が悪くなって予定キャンセルになったんで、一緒に昼飯でもどう？」

　すると一瞬困ったような顔をして瀬川さんが答える。

「私、今日もお弁当なんです」

　またそれか……。そんなに困った顔をするほど俺との飯は嫌か？

　以前は渋々ながらも同席してくれた昼飯も、最近は弁当を理由に断られ続けていた。

　理由は分かっている。あの夜から二週間。ロビーで会ったときの俺の態度が原因で、彼女はあからさまに俺を避けている。

　たしかに自分でもあの態度はなかったと思う。

　でもあのとき、目の前で親しそうに男と話している瀬川さんを見ると、考えるよりも先に動いてしまっていた。

　何事も冷静でいるようにと育てられて、忠実にそれを守ってきた俺には考えられないことだった。

　あれ以来、失礼な言動を謝ろうと、何度か時間を作ってもらえるようランチに誘ってはいるが、今回と同じで一向に頷いてくれない。

　昼食がダメならと、一度、終業後に約束をとりつけ、待ち合わせをした。しかしそこに現れたのは秘書課のメンバー全員だった。

　他の女子社員が俺の隣を取り合うのを横目に、瀬川さんは端の席にちょこんと座って、ときどき遠山と話をするだけだった。

　他の面々がいたのでは込み入った話ができず、結局ほとんど会話をすることなくお開きになった。

　わざわざ時間を取らなくても、すぐに謝ってしまえばいいのかもしれないが、俺の真意がきちんと伝わるとは思えない。できれば少しでもいいから落ち着いてふたりで話をしたかった。

　こうなったら、強硬手段にでるしかないな。

「じゃあ今、弁当持ってきて」

　俺の突拍子もない言葉に彼女は目を丸くする。

「あの、いったいどういうことですか？」

「だから、君の弁当を今ここに持ってきて。まさか弁当を持ってきてるなんてウソついたの？」

　俺の〝ウソ〟という言葉に反応する。

「そんなくだらないことでウソなんかつきません」

　瀬川さんはいったん部屋を出ると、赤いギンガムチェックのランチクロスに包まれた小さな弁当箱を持って戻ってきた。そして無言で俺に差し出す。

「これでいいですか？　わざわざこんなこと確かめなくても……」

　口を尖らせて文句を言う彼女を尻目に、ランチクロスをほどく。

「中身まで見るの!?」

　驚きのあまり敬語を忘れた彼女は、唖あ然ぜんとして俺の行動を見守っている。

　フタを開けると、そこにはおかずがキレイに並べられていた。

　ゆかりごはんのおにぎりに、タコの形になった赤いウィンナー、筑ちく前ぜん煮に、卵焼き。真っ赤なプチトマトには、かわいいパンダのピックが刺さっていた。

　俺は添えられてた箸を持つと、まず最初に卵焼きを口に運んだ。

「うまい。俺、甘い卵焼き好きなんだ」

　ニコリと笑うと、次から次へと口に運び、あっという間に小さな弁当箱は空になった。

　思いつきで弁当を食べることにしたが、手料理が食べられたのは、これはこれでよかった。

　パクパクと食べる俺を呆あっ気けにとられた様子で彼女は見つめている。

「ごちそーさん」

　両手を合わせて言うと、またもとの形に弁当箱を戻した。

「そ、そんなにお腹がすいていたんですか？」

「ん？　別に。でも、これで君がお昼に食べるものがなくなってしまった。だから、お詫びに食事をおごらせてくれないか」

　思いもよらない提案だったのか、瀬川さんは目をパチパチと瞬かせる。

「もしかしてそのために？」

　俺は首を傾けて「さぁ？」という態度を取る。

「ふふふ……あは、もう常務がそこまで言うなら仕方ないですね」

　声を上げて笑っている。

　彼女のこんな顔を見たのは久しぶりな気がする。

　思わず見とれてしまっていたが、気づかれると恥ずかしいので、ごまかすように俺は言葉を続けた。

「仕方なく付き合ってくれてありがとう」

　そう言うと、まだ笑いの残った声色で彼女が答えた。

「では、午前中の仕事を早く終わらせてきます」

　クスクスと笑いながら常務室を出ていく。

　少々強引な方法だと思ったが、うまくいってよかった。もしこれでも断られてしまったら、俺はまた自分の感情を彼女にぶつけてしまいそうだった。

　あのとき一緒にいた男にはとびきりの笑顔を向けていた。男の乗っていた車を見えなくなるまで見送っていた。

　その姿を見たとき、俺の中で言いようのない感情が芽生えた。

　まさか俺、嫉妬してる？

　自然と浮かんできた考えに自分でも驚き、頭をガシガシと掻きむしる。

　でも、自分の感情にそれ以外の言葉を当てはめることができない。

　素直に認めるしかないか……。

　自分が蒔まいた種とはいえ、彼女と気まずい時間を過ごすのは俺にとって苦痛だ。

　今日の食事でまたもとの距離に戻れるといい。










近づく距離、戸惑う心




「ごちそうさまでした」

　常務にランチのお礼を言って、自分のデスクへ戻る。

　あの夜から、顔を合わせる回数は以前となんら変わらなかったが、仕事以外の会話を交わすことなど、ほとんどなかった。

　それは私が意図してそうしてきたものだ。

　常務と一緒にいると、自分ではコントロールできない黒い澱みが湧き出ることがあった。一度それが体を駆け巡ると仕事に集中できなくなりそうで、今までできるだけ避けてきたのだ。

　その一方で、わざと常務と距離を取っていたこの二週間、私はどうしようもない寂しさを感じていた。

　だから今日、久しぶりにゆっくりと常務と話せたことがうれしかった。

　あの夜のことは、私だけでなく常務も同じように気にしていたようで、きちんと謝ってくれた。

　悩みがひとつ解決して、少し心が軽くなる。

　こんなことなら、もっと早めに常務に歩み寄るきっかけをつくるべきだったな。

　しかし、どうしてあんなふうにお互い言い合いになってしまったのか、それについては触れていない。明確な答えを出してしまったら、自分の中で後戻りができない気がするから……。

　席に着いてデスクの引き出しを開けると、常務が食べた後の空っぽになったお弁当箱が目に入る。

　その瞬間、幸せそうに卵焼きをほおばっていた常務の顔が浮かんで、思わず私も微笑んでしまう。

　いけない、まだ仕事中なのに。

　引き出しを閉めて、緩んだ頬をもとに戻して午後の仕事に取りかかった。







「経理課で資料を確認してもらってきます」

　高浜課長にひと声かけて、席を外す。

　確認したい資料を持ち、秘書課のフロアを出て、エレベーターへ向かう。

　エレベーターの扉が開いて乗りこもうとすると、会議が終了した直後だったのか満員だった。

　一基見送ってみたが次は会議で使ったプロジェクターなどの道具を運んでいた。

「たぶん次もエレベーターいっぱいだよ」と、乗っていた人が教えてくれる。

　仕方ないな、階段でいくしかないか。

　普段あまり使われていない十三階にさしかかったときに、コツンと自分の足音以外の物音が響くのが聞こえて、振り返ろうとしたそのとき……。

　トンッと背中を押された。

　自分の目の前に、さっきまで手元にあった資料が舞い散る。

　あっ、落ちるっ！

　そう思ったときには、すでに私は階段の踊り場まで転げ落ちていた。

　意識が薄れていく中で、聞こえたのは遠ざかるヒールの音だった。




　目を覚ましたときに目に入ってきたのは、白い天井と心配そうに覗きこむ理乃の顔。

「気がついた？　もう、びっくりしたんだからね。でもよかった。先生呼んでくるね」

　返事を待たずに理乃はカーテンの外へ出ていき、医師を呼びに行った。どうやらここは会社の医務室らしい。

　起き上がろうとして、足に力を入れると右足に痛みが走る。

「いったー」

　思わず声が漏れる。

　布団をめくって足を確認していると、白衣姿の女の先生がカーテンから顔を覗かせた。

「足が痛いの？」

　すぐに右足首を持って、ゆっくりと動かす。

「痛い！　痛い……です」

「たしかに少し腫はれてきてるわね。処置しておきましょうね」

　そう言って湿布を貼ってくれる。ヒヤッとした感覚に一瞬息が止まる。

「頭も打ってるみたいだから、これから大きな病院に行って念のため検査してもらったほうがいいわ」

「はい。分かりました」

「秘書課には連絡してあるから、もう少しここで横になってて」

「ありがとうございます」

　ベッドに横になると、医師と入れ替わりに理乃がやって来て、再び私の顔を覗きこむ。連絡が行ってからすぐに駆けつけてくれたのか、高浜課長の姿もあった。

「千鶴、違ってたらごめんね。これって、誰かになにかされた？」

　たしかに背中を押された。もし当たっただけなら私の状況を見て、すぐに医務室へ連絡してくれただろう。

　しかし、私を見つけたのは理乃らしい。訪ねてくるはずの私がいつまでたっても来ないので、探しに来て、倒れていた私を発見したそうだ。

　それでも、首を振って否定する。なぜなら、誰かに押されたと伝えてしまったら、事態は大きくなるはずだから。

　それに、ヒールの音が聞こえた気はしたけれど、それも定かではない。事を大きくさせて社内に波風を立てたくない。

「心配しすぎだよ。ちょっと足を滑らせたみたい。課長にもご心配をおかけしてすみません」

「いや、大事にならなくてよかった」

　高浜課長が安心した声を出した。

　だけど理乃は心配そうな表情のままだ。

「それ本当？　千鶴、私にはなんでも相談してほしい。最近、ちょっと悪い噂を聞いてたから、それがらみじゃないのかなって」

　私に対する悪い噂……。それは私だって気がついている。

　常務の寵ちょう愛あいをいいことに、無理矢理秘書課に異動したとか、まったく仕事もせずに遊んでばかりいるとか。マンションを買ってもらったなんていう噂も聞いた。

　秘書課のメンバーは常務との結婚を望んでいるから、常務の第二秘書でいつも近くにいる私によくない感情を抱いているのは仕方ないにしても、他の社員にまで根も葉もない噂を立てられるのは辛い。

　こそこそ話や、食堂やロッカーでのあからさまな無視も、続けばそれなりに堪える。

「大丈夫。噂のことも知ってる。なんてったって、シンデレラだから」

　無理に作った笑顔で理乃をなんとか安心させて、仕事に戻ってもらった。

　高浜課長にも、仕事の引き継ぎをお願いして、戻ってもらう。

　今日のことは恐らく、常務のそばにいる私を快く思っていない人の仕業だ。

　常務が結婚すればすべて解決するのに、ほとんどなにもできないまま、時間だけが過ぎていっている。期限までにできるだけのことはしないと。

　そのためには、このまま常務のそばにいないと都合よく動けない。

　そうは思うものの、突き落とされたときのことを思い出すと、言い知れない怖さが込み上げる。

「うっ……ひっく……」

　思わず泣き声を上げてしまう。溢れてくる涙を布団の中で一心に拭うと……。

「……瀬川さん？」

　カーテンの向こうから声が聞こえた。

　この声は……。

「常務？」

　もしかして、さっきの泣き声、聞かれてた!?

　必死で涙を拭い「どうぞ」と声をかける。

　体を起こそうとすると、そっと窺うようにカーテンが開いた。

「いいからそのまま寝てろ。頭、打ってるんだろ？」

　憂いに満ちた表情から、私のことを心配してくれているのが手に取るように分かった。

　ついさっきまで泣いていたから、まだ瞳が潤んでいるに違いない。あまり心配させたくはないけど、こればっかりはもう隠しようがない。

「俺のせいだな……。まさか俺がちょっかいかけてることで、こんなことになるなんて」

　どこか悲しそうな瞳の色を見せて呟く。

　常務も私が誰かに突き落とされたと思っている？

「なに言ってるんですか、ちょっと足を滑らせてしまっただけです。そんなしおらしい態度を取られると困っちゃいますよ」

　いつもと違う態度の常務に、私は明るく言ってみせた。

　うまくごまかせた？

　常務の顔を窺うが、そこから険しさは取り除かれていなかった。

　失敗した？　それでも少しでも元気なふりを見せないと。そうでなければ、常務はすぐにでも私と距離を置くかもしれない。

　その考えにたどり着くと、胸がギュッと締めつけられる気がした。

　これ以上、心配かけたくない！

「先生が検査するようにって。だから今日は早退させてもらいますね」

　でも私の思いとは裏腹に、なおも心配そうな顔を向けてくる。

「足も湿布を貼っているようだけど、送っていこうか？」

「常務がですか？　一緒に仕事をサボろうとしても、そうはいきませんよ。タクシーに乗るから平気です。それに、もう歩けそうですし」

　幸い足の腫れはそこまでひどくない。

「残業続きで疲れてたんで、もう少し休んでから病院に行きます。常務もこんなところにいたら、高浜課長が探しに来ますよ」

「本当に大丈夫なんだな？」

　念を押すように確認してくれることがうれしいと思ってしまう。

「常務がいつまでもここにいると眠れないです。早く仕事に戻ってください」

　できるだけ明るい声を出して、出口を指差す。

「分かった。検査の結果はちゃんと知らせて」

　最後にそう告げて、常務はカーテンの外へ出ていった。

　こんなふうに駆けつけてくれたことに幸せを感じる。

　でも誤解しちゃいけない。私はただの部下。そして、彼を結婚させるのが私の仕事なんだから。

　今までも何度か自分に言い聞かせた言葉だったのに、今日はなんだか胸にズシンと響いた。

　あれから数日が経った。噂は相変わらずで、秘書課での風当たりも強いままだったが、直接被害を受けることはなく、安心して過ごしていた。

　常務ともう少し距離を取ればこういうこともなくなるのかもしれない。だけど、できなかった。

　一度距離を置いて思い知ったことがある。

　私は常務と同じ時間を過ごすのに心地よさを感じているということ。上司と部下として仕事をしているときも、プライベートで話をするときも。

　その〝心地いい〟という感情に名前を付けることはあえてしていない。今は難しいことを考えずにいたかったから……。

　それに私の〝仕事〟が成功すれば、彼から離れることは決まっているのだ。

　あと少し、常務の結婚が決まるまでは、せめて相手が決まるまでは、ふたりの距離は今のままでいたい。限られた少しの時間だけでもその心地よさを感じていたい。それが今の素直な気持ちだった。




　今日やらなくてはならない仕事の目途がつき時計を確認すると、すでに十九時半を回っていた。

　早く片付けてしまおうとパソコンに意識を戻すと、スマホが震えているのに気がついた。

「煌太兄ちゃん？」

　画面をタッチして電話に出る。

「もしもし、どうしたの？」

『近くまで来たんだ。飯でも行かないか』

「うん。分かった。すぐに片付けるから、十分くらい待ってて」

　残りの仕事は明日に回すことにし、すぐにエレベーターに向かう。

　エレベーターの中でメールが届く。

『正面玄関で待ってる』

　急いでエレベーターを降り、エントランスを早足で歩く。玄関を出ると、すぐそこに煌太兄ちゃんが立っているのが分かり駆け寄った。

「待った？」

　背の高い煌太兄ちゃんを見上げると、「いいや」と昔から変わらない笑顔が返ってきた。

「お前も立派にＯＬやってるんだな」

「なにお父さんみたいなこと言ってるの？」

「父さんか……せめて兄さんって言ってくれ。さぁ、行こうか」

　そう言って煌太兄ちゃんの手が、背中にそっと回されたとき……。

　誰かが私の腕を掴んだ。

「その立派なＯＬは、仕事を放棄して、もしかしてデートに行こうとしてる？」

　振り向くと、常務の姿があり、驚いて一瞬声が出なかった。

「放棄して？　千鶴、そうなの？」

　煌太兄ちゃんの問いかけに反応したのは常務だった。

「……千鶴？」

　煌太兄ちゃんが私を〝千鶴〟と呼んだことがそんなにおかしいのだろうか？

　常務は右の眉をピクリと動かして冷たい視線をなぜか私に向ける。

　どうしてそんなに機嫌が悪いの？　今日やるべき仕事はちゃんと終わらせたはずだし。

「へ、変なこと言わないでください。仕事なら終わらせてます」

　反論する私の腕を軽く引き、常務は自分のほうに私の体を引き寄せる。

「急に必要な書類ができた。準備してくれ」

「なんの書類ですか」

「日にち仲なか建けん設せつの……」

「あの資料なら、すでにサーバーにアップしてあります。申し訳ありませんが、ご自分で準備してください」

　このくらいのことなら常務はいつも自分でやっている。

「さっき見たけど分からなかった。すぐにプリントアウトしてくれ」

「はぁ？　いつもの共有フォルダ……」

　食ってかかろうとした私を煌太兄ちゃんが止めた。

「千鶴、仕事だし仕方ないよ。急に誘った俺も悪かったし。行っておいで」

「行っておいで……」

　またもや煌太兄ちゃんの言葉に常務がなにか引っかかったようだ。

「え……でも、せっかくここまで来てくれたのに……」

「理解のある彼だ。彼がいいと言っているんだ。さぁ、がんばって働いてくれ」

　黒い笑顔を浮かべる常務を軽く睨む。

「ごめんね、煌太兄ちゃん。埋め合わせは必ずするから」

　申し訳なさそうに眉を落として謝る私の頭を、いつものように煌太兄ちゃんが撫でる。

「がんばっ……」

「さあ、行くぞ」

　煌太兄ちゃんの言葉が終わらないうちに腕をグッと引っぱられ、社内へと引き戻される。

　煌太兄ちゃんは笑顔で手を振ってくれている。私もなんとか手を振って煌太兄ちゃんと別れた。




　エレベーターに乗りこみ、ふたりで常務室へ向かう。

　煌太兄ちゃんとの食事を邪魔されて不機嫌な私とは対照的に、常務はなにやらご機嫌だった。

「どうしていつものところにあるのに見つけられないんですか？」

　常務のパソコンを借りて、言われた資料を探し出す。

　もう！　ちゃんとあるじゃない！

「ん～あった？　さっき何度も探したんだけどなぁ、おかしいなぁ」

「もう、こんなにつまらないことで私を呼び戻すなんて。予定をキャンセルまでしたのに！」

　しかしそれをまったく意に介さない様子で、常務は頭の後ろで手を組んで、部屋の大きな窓から見える夜景を見ていた。

　するとクルッと私のほうに振り向いて「せっかくだし、コーヒー淹れてくれない？」と、ソファに腰を下ろした。

「ここまで来たら、なんでもやらせてもらいますよ」

　溜め息をつきながら給湯室に向かおうとすると、「君の分も用意してきてね」と声をかけられる。

　言われた通りにふたり分のコーヒーを淹れて常務室に戻る。

　常務の前にコーヒーを置き、向かい合わせに座った。

「思ったよりも素直に座ってくれた」

「さっきなんでもやらせてもらうって言ったじゃないですか」

「なんでも？」

「いい加減にしないとゲンコツしますよ」

　私のその言い方に常務はお腹を抱えて笑った。

「まさか自分の秘書にゲンコツするなんて脅されるとは、はははっ……」

「そこまで笑わなくても……」

　私はムッとしながらコーヒーをひと口飲む。湯気と一緒に、私がいつも飲んでいるものとは違う上質な香りが立ちのぼる。

「あ、おいしいです。これが常務用のコーヒーの味なんですね」

「そんなに違わないと思うが。それはそうと、もう足は平気？」

　階段から落ちたときのことを言っているのだと理解して「もう大丈夫です。もともと少しひねっただけだったので」と返した。

　ふと常務の顔を見ると、いつもは見せない切なそうな表情をしている。

「あれからなにか困っていることはない？」

　真剣な態度に私はドキリとした。

「大丈夫ですよ。そもそも自分がうっかりしてただけですから」

　心配させないように努めて明るく返す。話を変えたくて、別の話題を振った。

「常務、今日のご予定はすべて終わりでしたよね？　なのにまだ会社に残られていたんですか？」

「まぁ、やることはいろいろあるから」

　私の淹れたコーヒーを飲みながら、常務は業務時間中とは違う寛くつろいだ雰囲気で足を組み替えた。

「以前だったら、これぐらい早く仕事が終われば、いろいろと遊び歩いていたみたいですけど。最近は誰も遊んでくれないんですか？」

　なにげなく聞いた私の言葉に、カップに口をつけていた常務は「ブッ」と液体を吹き出した。

　慌てて、デスクに置いてあったティッシュを手渡すと、口元を拭っている。

　常務を結婚させるために秘書課に配属されてから半年以上が経ったが、私がなにを画策しようと、常務の秘書課のメンバーに対する態度に変わりはない。

　もちろん期限まではもっといろいろとやってはみるつもりだけど、そもそもあの三人ではない相手のほうがいいのかもしれないと、最近少し思い始めたのだ。

「聞いちゃいけないことでしたか？　でも、最近は会社に電話をかけてくる女の人も、プレゼントの手配もなくなったから、どうしたのかなー？と思って」

「そういうことを面と向かって聞くか、普通？」

「ダメでしたか？」

　常務は「はぁ～」と大きな溜め息をひとつついた。

「別に誰も遊んでくれないわけじゃない。俺がそうしようと思わないだけだ」

「もしかして体調が悪いとか？」

　なんら変わりがないように見えるけど、私が気づいていないだけかもしれない。

「別にそうじゃない。癒しを求める相手が変わっただけだ」

　カップに残っているコーヒーを飲み、チラリと私のほうを見ながらそう答えた。

「それってもしかして不特定多数じゃなくて、ひとりに絞ったってことですか？」

　私の知らないところで、そういう人が現れたのかもしれない。

「いや、あーそうだな……。なんていうか、そーだ、あれだ。ペット的な？　まぁ、そんな感じの」

　よく分からない答えが返ってくる。

「なにかペットを飼い始めたんですか？」

「……まぁ、そういうことにしておいてくれ」

　ペットを飼うと婚期が遅れるなんて言うけど……困ったな。

　会長からは急せかすようなことは特になにも言われていないが、この調子だと残りの時間などあっという間だ。

　今は結婚の意思がないにしても、出会うべき人に出会えばそれも変わってくるかもしれない。

　秘書課の三人をもっと常務と関わらせるのと同時に、社外にも目を向けないといけないだろう。

「常務はどんな人なら結婚してもいいと思ってるんですか？」

「そんなこと聞いてどうするの？」

　先ほどまで流れていた雰囲気とは打って変わって冷たい態度に変わる。

「結婚しないって言ってましたけど、周りはそれを認めないんじゃないかなって……。それに、常務も本当に好きな相手ができれば結婚しようと思えるんじゃないですか？」

「周りね……。それこそどうでもいい。じゃあ結婚って、いったいなんのためにするの？」

　反対に質問されて一瞬たじろぐ。

「それは、好きな人と一緒にいたいとか」

「結婚しなくてもできる」

「子孫を残したいとか」

「それも別に結婚しなくても可能だ」

「そうですけど……」

　もちろん、できないことはない。けれど、それがベストな状態じゃないはずだ。

　でもそれをどう伝えていいのか言葉が続かない私に、常務がたたみかける。

「そもそも、変わらない思いなんてないんだよ。好きな相手でもいつか憎しみに変わることだってある」

「でも、憎しみに変わることもあれば、愛しさに変わることだってありませんか？　たしかに人の気持ちは変わっていくものです。けれど決して悪いほうだけに変わるわけじゃないです。いいほうにだって、ふたりの関係でいくらでも変わります」

　一気に話した私はコーヒーをひと口飲んで気持ちを落ち着かせ、言葉を続ける。

「お互い変わり続けることが結婚じゃないんですか？　お互い今よりもいいように変われるから、ふたりでいる意味があるんじゃないでしょうか？」

　いつもならすぐに言葉が返ってくるのになんの返事もない。

　調子にのって少し言いすぎた？

　窺うように常務を見ると、キレイな目を大きく開いている。それはしばらくして、ゆっくりと弧を描いた。

「そうか、変わり続ける、ね……」

　そう言うと、うれしそうな表情でゆっくりとコーヒーカップを持ち上げて一気に飲み干す。

「言いすぎました、すみません」

　謝る私に「いや、別に謝らなくていーよ。大変興味深い」と意味ありげに微笑んだ。

　最近、常務の作り笑いよりも、優しい笑顔を見る回数が増えた気がする。そしてその笑顔を見ると、自分の心臓がトクントクンと音を立て始めることにも気がついていた。

　すると、ふたりだけの空間にドアをノックする音が聞こえた。

「どうぞ」

「失礼します」

　部屋に入ってきたのは高浜課長だ。

「あ、瀬川さんでしたか？　明かりが見えたもので……。遅い時間にどうかされましたか？」

　そう尋ねられて、私は腕時計を確認する。時計の針は間もなく二十一時半を指していた。

「あっ！　もうこんな時間！　常務、お話相手は課長にチェンジで」

　そういうとバッグを掴み出口へ向かう。

「遅いから送る」と席を立つ常務に「電車のほうが早いですから。今から帰ればドラマに間に合いそうなんで失礼します」と言い残して、走ってはいけない廊下にヒールの音を響かせた。

　エレベーターに乗りこんでひと息つく。

　あっという間に時間が過ぎていた。このごろ常務と一緒にいると、時間を忘れてしまう。このままじゃダメだ。自分の目的を見失わないようにしなきゃ。

　しかし、その気持ちとは裏腹に、常務の笑顔で早くなった胸の鼓動はまだ治まらないままだった。




　あくる朝、私は会長に呼ばれて会長室へと来ていた。

　こうやって何度かこの部屋に呼ばれて現状報告のようなものをさせられている。

「お座りなさい」

「失礼します」

　声をかけて革張りのソファに腰を下ろす。

「で、その後、ウチの孫はどうかしら？」

「……どうかしらと言われてもですね。ご本人にまったく結婚のご意思がないようでして……」

「そんなこと知ってるわよ」

　ニッコリと笑う顔が逆に怖い。

「進展はありません」

　うつむいて報告する。

「なにもないの？」

　そう聞かれて、思い出したように話す。

「そういえば、激しかった女性遊びをしなくなりました。私の知っている限りですけど」

「そう？　それで？」

　うれしそうに身を乗り出してくる会長。

「え？　それだけです。後処理しなくてよくなったので仕事がはかどります」

「あ、そ……」

　私の答えに明らかに落胆したような様子で、「まぁ、すぐにはどうにもならないでしょうね」と溜め息をついた。

「はい。実際、常務の気持ちをどうやったら結婚に向かわせることができるのか、分からないんです」

　八方ふさがりであることを正直に告げる。

「そう、だけどそれはあなたが考えることよ、あなたにしかできないことだもの」

　そう言った会長の表情がすごく柔らかい。

　私にしかできない？　それは大げさな気がするけど……。

「今日もあの絵見ていく？　やる気が出るんじゃない？」

　会長が部屋の奥にある別室のドアを指差す。

「はいっ！」

　私はドアを開けて、中に入る。そして、中に飾られた絵をしっかりと目に焼きつけて、ゆっくりとまぶたを閉じる。

　お母さん……。もう少しここで待っててね。

　物心ついたときから、この絵にたくさん話しかけてきた。お母さんとの会話はいつも一方的だったけれど、それでも私をいつも後押ししてくれた。

「ありがとうございました」と会長に声をかける。

　会長室を出るときに「引き続きがんばってね」と声をかけられる。

「はい、失礼します」

　頭を下げて、バタンと扉を閉じた。

　お母さんの絵を見て気持ちが固まった。そろそろ甘い考えは捨てないと。

　常務との時間は、たしかに心地いい。だからこそ自分から距離を取ることをしなければいけなかったのに、自分の中で言い訳を見つけて今までそれをしてこなかった。

　私のやるべきことは、お父さんの描いたお母さんの絵を取り戻すことなんだから！

　そう自分で決めたことだけど、胸はいつまでもズキズキと痛んでいた。







第三章










繋がる気持ち




　会長から呼び出された二日後。

「食事ですか？　今日、お約束ありましたっけ？」

　私は常務のスケジュールを思い浮かべる。

「いや、今日は夕方以降、特に仕事の予定は入ってない。金曜だし、よかったら飯にいかないか？」

　これは予定がキャンセルされたから誘ってきているのではなく、わざわざ私を誘っているということだ。

　つい二日前に決心したばかりなのに、誘われたことがうれしくてすぐに断ることができない。

　断らなきゃ……。

「ほら、お好み焼きをおごってもらったお礼だよ。まだだっただろ？」

　常務は私が頷きやすいように理由をつけてきた。

　そこまで言ってくれるのなら……。

　さっきまでどうやって断ろうかと考えていたのに、今は一緒に食事をする理由を探している。

　自分の変わり身の早さに呆れながらも「楽しみにしています」という言葉しか出てこなかった。

　お母さんごめんね、これで最後だから。この食事が終わったら、常務とちゃんと距離を取って、彼の妻となる人を選ぶ手助けをするから。妻となる人の……。

　自分の言葉がナイフみたいになって心を傷つける。

　浮かない顔をしていたようで、気がつけば常務が心配そうに覗きこんでいた。

「大丈夫か？」

「あ、はい。仕事に戻りますね」

　そう告げて、常務室を後にした。




　本来ならば断るべきだと分かっていたけれど、いったん行くと決めたら私の心はゲンキンなもので、どこか浮き足立っていた。

　普段なら嫌になるような書類の山も今日はどんどん減っていく。

　三島さんや後藤さんに押しつけられた仕事でさえも笑顔で受けてしまう自分が単純すぎて笑えるほどだった。

　鼻歌まで歌いだしそうになりながら、終業間際に給湯室で後片付けをしていると、遠山さんがやって来て手伝ってくれる。

「遠山さん、ありがとう」

　ニッコリ微笑むと、遠山さんが不思議そうに聞いてくる。

「今日はずいぶん楽しそうですね。なにかあるんですか？」

「……うん、ちょっとね」

　常務と食事に行くとは言えなかった。だって私が楽しみにしているのがばれてるんだから。

「常務と食事に行かれるんですよね」

「……え、どうしてそれを？」

「常務と課長が話しているのを聞いたんです」

　知っているのであれば、隠しても仕方がない。

「そうなの。ちょっとしたことのお礼でね。せっかくだから行くことにしたの。ほら、上司の誘いを断るのも失礼でしょ？」

　自分の浮ついた気持ちがこれ以上露呈しないように淡々と言う。

　うまくごまかせたかな？

　遠山さんの顔を見ると真剣な顔でこう言った。

「それ、代わってもらったらダメですか？」

　大きな瞳をまっすぐ私に向けている。

「え、でも……」

「私、常務のこと真剣なんです。三島さんや後藤さんほど実家は力を入れてないですけど、私自身が常務の近くにいたいと思うんです」

　今まで聞いたことがなかった遠山さんの真剣な気持ちを聞いて驚く。

　普段はこんなふうに自分の気持ちを出すタイプではない。その遠山さんが真剣に常務への気持ちをぶつけてきたのだ。無視などできるはずがない。

　しかも遠山さんは〝葉山〟が決めた婚約者候補。常務にとって〝ふさわしい相手〟なのだ。

　彼女の真摯な思いが常務の心を変えるかもしれない。それを邪魔する資格は私にはない。

　会長との約束が頭をよぎる。

「いいよ。うまくいくといいね」

　絞り出したような私の言葉に遠山さんの表情がパアッと明るくなる。

「ありがとうございます！　私、がんばります」

　遠山さんは飛び跳ねるように給湯室から駆け出た。

　私が常務と食事したところでなにも生まれないんだから、これでいい。うまくいけば、お母さんの絵が返ってくるんだから……。

　先ほどとは打って変わって重い足取りで自分のデスクへ戻った。




　上司との食事がなくなった、それだけのこと。

　そう自分に言い聞かせながら、その後の仕事を片付けた。

　ただ、まっすぐ家に帰る気分にはなれなくて、会社近くの居酒屋に理乃を誘って飲みに来ていた。

　ググーッとビールのジョッキを傾けて、口についた泡を手で拭う。

　そんな私の様子を理乃は溜め息をつきながら見ていた。

「なにがあったの？　空すきっ腹ぱらにそんな勢いで飲んだら潰れるよ。ほら、これでも食べな」

　そう言いながら、つきだしのタコわさびを勧めてくれる。

「べつになにもないよ。気にしないで理乃も飲んで。あ、すみませーん」

　空になったジョッキを持ち上げて、カウンターにいる店員におかわりの要求をする。

「どうせ常務のことでしょ」

　理乃の言葉に、口にしていたタコわさびが喉に引っかかる。

「んんーごほっ、ごほっ。ちょ、ちょっと変なこと言わないでくれる？」

　胸をドンドンと叩いていると、ちょうどビールが運ばれてきたので、それで流しこんだ。

「相変わらず分かりやすいんだから。金曜の夜にわざわざ付き合ってるんだから、ちょっと私に話してみなさい」

「理乃……」

　アルコールが入っているせいもあるけれど、今日の出来事のモヤモヤもあり、私は誰かに話を聞いてほしかった。もうひとりでは耐えきれなくなっていたのだ。

　私は理乃に会長から特命を受けていることや、お母さんの絵のこと、階段で誰かに押されたこと、そして今日、代わりに遠山さんを常務との食事の席に向かわせたことなどを、洗いざらい話した。

　理乃には、お母さんの絵を探していることを話してあったから、絵の話をしたときは心底驚き、また喜んでくれた。

　ときどき、びっくりした顔を見せたり、納得したような顔を見せたりしていたが、終始、私の話を真剣に聞いてくれた。

　今まで誰にも話してなかったことを吐き出して、モヤモヤとしていた思いが幾分かスッキリした気がする。

　しかし、晴れやかな私とは対照的に、理乃は不満顔だ。

「あんたそれ、本当に自覚ないの？」

「え？」

「え？じゃないわよ。絵のことやその他もろもろは置いとくとしてよ」

「置いとくとして？」

「あんた、もう二十七歳でしょ。『このモヤモヤいったいなに～？』とか、今どき中学生でさえそんなこと言わないわよ」

「へ？」

　枝豆を口にくわえて間抜けな返しをする私に、理乃は大きく溜め息をつく。

「あんた今日、本当は常務と食事に行きたかったんでしょ？　だから家に帰りたくなくて私を呼び出した。違う？」

　たしかになにもなければ、喜び勇んで駆けていく遠山さんの姿を見て胸が痛くなることはなかったし、理乃を誘ってこんなふうに飲みに来ることもなかった。

　常務との食事に行かないと決めたときから、それが正しいと思っていても、ずっと心はザワザワとしていた。それはきっと理乃の言う通りの理由なのだと思う。

「違わない、と思う……」

「思う？」

「違わないです」

　理乃の迫力に押されて言い直す。

「本当になんとも思ってなかったら、その遠山さんって子に代わってほしいって言われても、こんなふうにヤケ酒なんて煽あおらなかったと思うよ」

「でも、私と常務なんてありえないでしょ？　婚約者候補が三人もいるし、それ以外でも容姿や家柄のいい人が常務の周りに集まってくるのに、わざわざ私を選ぶはずない」

「ありえるかありえないかで、片がつくほど簡単な話じゃないと思うけど。単純な話ではあるけどね」

「え？」

　簡単な話ではないけど、単純な話って、どういうこと？

「千鶴は相手が自分のことを好きだから好きになるの？」

　首を左右に振る。

「でも好きになっても報われないって分かってする恋なんて不毛じゃない？」

「報われない好きだって、同じ好きじゃない。それを自分さえも否定するなんて、せっかくの好きって気持ちがかわいそうだよ」

　理乃の目に憂いが混じる。

「それって、私が常務を好きになってもいいってこと？」

　今まであえて気がつかないようにしていた思いが溢れだす。理乃の言葉で、もう自分の中で抑えきれなくなっていた。

「人を好きになるのがいけないってことはないでしょ？　別に好きって気持ちぐらい認めてあげてもいいんじゃない？」

　話をして喉が渇いたのか、理乃もジョッキをグイッと傾けた。

　そしてそれをテーブルに置くと共に、私の背後を見て、驚いたように目を見開く。

　理乃の視線を追うと、そこには息を切らせた常務が立っていた。

　ど、どうしてここに？　遠山さんは？

　聞きたいことは山ほどあるけれど、驚きすぎて言葉が出ない。

　ガヤガヤとざわつく居酒屋の音がやけに耳に響く。

　しばらく続いた沈黙を最初に破ったのは理乃だった。

「私、もう帰るね。今日は千鶴のおごりで」

　そう言うと、バッグを持ってそそくさと座敷から下り、靴を履き始める。

「失礼します」

　常務に挨拶をした理乃に、常務は「あぁ」とだけ答えた。

　残されたふたりの間に再び沈黙が訪れる。

「あのっ……」

　座ったまま常務の顔を見上げると、明らかに不機嫌な表情をしていて、出かかっていた声が出ない。

　ついさっき、しっかりと恋心を自覚した相手が目の前に現れた。

　他の女性と一緒のはずの彼が私を探してここに来てくれたのであれば、素直にうれしいと思う。でも、怒っていることをまったく隠そうともしていない常務の様子を見ると、なにから話していいのか分からない。

　それでも、一度飲みこんだ言葉を紡ぐ。

「常務、どうしてここへ？」

「それは俺のセリフだ。君こそどうしてこんなところにいるんだ？　俺との約束の場所はここじゃなかったはずだ。ん？」

　常務の右の眉がクイッと上がる。この仕草は常務の機嫌がＭＡＸで悪いことを表している。

「……す、みません」

　小さな声で謝ると、手がスッと伸びてテーブルの上の伝票を持つ。

「あ、それ」

　私が立ち上がろうとしたときには、すでに常務がレジに向かっているところだった。急いで靴を履いて追いついたときには、店員の「ありがとうございました」の声が響いていた。

　一度も私を振り返ることなく店を出た常務の背中に声をかける。

「ごちそうさまでした。……では失礼します！」

　出口までの短い距離で私が考えたのは〝逃げること〟だ。

　アルコールの入った頭でまともに常務とやり合うことは不可能と判断して、とりあえずここは逃げてみよう、と。

　正直、自分の気持ちも混乱している。

　好きだという気持ちをいったん認めてしまうと、それはどんどん大きくなっていってしまう。目の前に常務がいればなおさらだ。

　そんな混乱した気持ちのまま、彼の怒りを受け止めることができるだろうか？

　ここはいったん落ち着くためにも逃げるのが懸命だ。そういう結論に至った。

　支払いをしてもらったのは申し訳ないけれど、私は瞬時に駅に向かって走りだした。

「おい、こら待てっ！」

「ま、待てませんっ!!」

　逃げると決めたけれど、そこから先のことはなにも考えていない。必死で走る私を常務が追いかける。

　後ろを確認しながら走っていると、不意に右足がなにかに囚われる。次の瞬間、私の体はガクンと地面に向かって崩れる。

　転んじゃう！

　思わず目をつぶったが、想像していた痛みが襲ってくることはなく、逆にグイッと強い力に腕を引っぱられた。

　耳元で軽く息切れした低い声が聞こえる。

「本当に君は！　間に合ってよかったけど、俺がいなかったら確実に転んでいたぞ」

　私を支えてくれたのは常務の腕だった。常務に引き寄せられた私は彼の胸で抱かれていた。

　スーツを通しても彼の熱を感じるほどの近い距離に、急に恥ずかしくなり、顔を伏せる。

　足元を見ると、右足のパンプスのヒールが無残にも折れて取れかかっている。思い返せば、秘書課に初めて配属になったときにも履いていたお気に入りの靴だった。大事なときにはいつも身に着けていたのに、今はヒールが頼りなくブラブラとしている。このままこれを履いて帰ることなんてできない。

「あーあ、ここまでになると修理も難しいかもな」

　私の足元に屈かがんで常務がパンプスを見つめている。

　なんだろうこの情けない光景は……。

　お母さんの絵を取り戻したい思いと、先ほど自覚した恋心。現実から逃げるようにして走りだしたのにそれさえもできずに、なにもかも中途半端。その上、大事にしていたパンプスまでダメになってしまって、なんだかもう心の中はぐちゃぐちゃだ。

　折れたヒールをジッと眺めていると、情けない自分と重なった。

　途端に、ジワッと涙が溢れてきた。

「ぐすっ……う……うっ」

　路上で泣くなんて恥ずかしいという思いもあったけれど、流れだした涙は止めることができない。

「お、おい。これぐらいで泣くことないだろう？　そんなに大事な靴なのか？」

　とうとう嗚お咽えつが漏れ始めた私は、両手で顔を覆って泣き続けた。

　どうやって今の気持ちを伝えたらいいのか分からない。

「分かった。分かったから、落ち着け、な？」

　今まで見たこともない焦った様子で私をなだめる常務は、泣きじゃくる私の背中をずっとさすってくれていた。

　しばらくすると常務が私の前に背を向けて屈んだ。

「ほら、乗って。その靴じゃ歩けないだろ？」

「えっ……でも……」

　上司におぶってもらうなんて……。

「君を支えられないほどやわじゃない。ほら早く」

「すみません……」

　常務の肩に手を置いて体重をかけると、ひょいと私を持ち上げた。

　マリン系の常務の匂いがフワッと鼻をかすめ、距離の近さにドキドキした。

「しかし、世話が焼けるな。まさかこんなことになるとは」

　常務の呆れ返った声に、私は小さな声で「申し訳ございません」と謝ることしかできなかった。

　右手にはヒールの折れた靴。それを目にした常務がフッと笑った。

「しかし派手に折れたな」

「シンデレラなんて呼ばれているのに、これじゃ台なしですね」

　気まずさを少しでも紛らわせようと、軽口を叩く。

　それにしても、なにもかもうまくいかないな……。いきなり逃げたのに結局はこのざまだ。だったらあのとき逃げなければよかった。

　今さら後悔してももう遅い。

　ひたすら申し訳ない気持ちで常務の広い背中に自身を預ける。

「まぁ、いいよ。これで、どうがんばっても君は俺から逃げられないからな」

　クスクスと肩を揺らして笑う常務の振動が背中から伝わってくる。

「もう逃げませんよ。無駄だって分かりました」

　あんなにも情けないところを見せたのに、嫌がることなく、泣いている私に付き合ってくれたことがうれしかったし、どこへ逃げても今日みたいに探し出されそうだから。

「そういえば常務、どうして私があの店にいるって分かったんですか？」

　今日あの店に行くことは、誰にも話してなかったはずだ。

「勇矢に君の行きそうな店を聞いたら、あの店だろうって」

「わざわざ高浜課長に聞いたんですか？」

　たしかに以前、どんなお店で飲むのかという雑談をした記憶はある。

「そ・う・だ！　誰かさんが逃げ出したせいで〝わざわざ〟探したんだ」

　チラリと背中にいる私を睨んできた。

「すみません……」

　そんなふうに会話をしながら歩く私たちを、すれ違う人が盗み見てクスクスと笑う。途端に周りの目が気になって、私は常務にお願いした。

「あの、どこかに下ろしてください」

　正直、お酒もけっこう飲んでるし、体重も……軽くはない。なによりも相手が常務というだけで、少し落ち着いた今、私と密着した背中や私を支えるたくましい腕を意識してしまっている。

「どこに？　靴もないのに？　逃げられても困るし、このままでいいだろ」

　グッと手に力が入った気がする。

「そんなことより、今日の言い訳をたっぷりしてもらおうか」

　有無を言わせない強い口調に、常務は今日の〝言い訳〟をするまでは私を解放してくれることはなさそうだと感じる。

　私は常務の背中から下りることを諦めて、話をし始めた。

「遠山さんから、常務と食事に行くなら代わってほしいって頼まれて……」

「だろうな。店で待ってたら、現れたのが彼女で驚いた」

「彼女、常務に対して真剣なんです。だから断れなくて……」

「断れなくて、俺の気持ちも考えずに自分の代わりに彼女を寄越したんだ」

「常務の気持ち？」

「そう、まったく考えなかった？　俺がどういう気持ちになるのか。俺が今日一緒に食事したいと思ったのは、君だ」

　常務の言葉に私の心が震える。

「私と……ですか？」

「そうだ。楽しみにしていた俺の気持ちはどうなるんだ？　遠山さんの気持ちは慮おもんぱかれるのに、俺の気持ちはこれっぽっちも考えてないじゃないか」

　前を向いて歩きながら言う常務の声は、冷静だけど確実に私を責めていた。

「すみません。せっかく誘っていただいたのに……」

　常務の肩に置いてある手に自然と力が入る。

「君は、俺が誰と食事していても、仕事の後、誰と一緒に過ごしていてもまったく気にならないんだな」

「そんなこと……！」

　ないと続けたい。だけど、それを伝えていいのだろうか？　もし私が常務を思う気持ちを打ち明けてしまったら、迷惑に思われるんじゃ……。常務はいったい私になにを言わせたいんだろう。

　私は困惑していた。

　正直、誘われてうれしかった。できれば遠山さんと代わらずに自分が行きたかった。そう告白していいのだろうか……。

　常務は私をおぶったまま街中にある小さな公園に入った。

「俺は……俺は気になる。どうして今日、来てくれなかったんだろうって。君が男の車から降りてきて名残惜しそうに見送っている姿を見たときは、相手は誰だろうと気になって仕方がなかった。だから今日は君が現れなかったとき、あの男とだったらふたつ返事で食事に行ったんだろうか、とか、もう普段の自分では考えられないようなことをずっと……」

　常務がひと呼吸する。

「ずっと考えてるんだ……君のことを」

　それまでとは違う、低くてよく通る声が私を射抜いた。

「ずっとって……？」

「いつからって言われたらハッキリ答えられない。だけど気がついたら、いつも考えてた。ついこの前、他の女と遊ばないのか、聞いてきたよな？」

「あ、はい。聞きました」

「理由は君だよ。瀬川さん。なにを見てもなにを食べても、君ならどんなふうに思うか、どんな顔して食べるのか、いつも君が頭の中に思い浮かぶんだ」

　そこまで言うと立ち止まり、私を公園のベンチの上に立たせて、クルリと振り向いた。

　目の高さがほとんど同じ位置になる。

「瀬川千鶴さん。俺と恋愛してください」

　レンアイしてください？

　頭の中で繰り返して、彼の言葉の意味を理解しようとする。けれど、唐突すぎてうまく理解できない。

　いや、意味は分かっているんだけど、これは現実に自分に起こっていることなの？

　目の前にある常務の顔は真剣そのもので、いつもの軽いプレイボーイの顔ではない。

　私には、考えなければいけないことがたくさんある。会長との約束や、母の絵のこと、秘書課のメンバーたちのこと……。だけど、今はなにも考えたくなかった。

　ただ素直に、彼の気持ちに応えたい。そう思った。

　形のいい瞳に熱っぽい視線を向けられて、私は「はい」と頷いていた。

　自分でもびっくりするくらいスルリと承諾の言葉が出てきて、驚く。

　私の返事を聞くと同時に、常務の真面目な顔が徐々に近づいてくる。靴の脱げた右足の踵かかとを無意識に浮かせて、自分からも彼に近づいた。

　そっと触れるだけのキス。すぐに唇が離れて、見つめ合う。額と額が触れ合う状態。

　常務は私をギュッと抱きしめて耳元でささやく。

「俺の気持ちを受け止めてくれてありがとう」

　かすれた常務の声が私の耳に届いたときには、すでにふたりの唇は熱く深く交わっていた。

　まさか常務からそんな言葉が聞けると思っていなかった。

　今までどこか我慢していた彼への思いをもう我慢しなくていいんだと思うと、喜びで胸が震える。

「うれしくて泣いちゃいそうです」

　私は、常務の背中に手を回してギュッと抱きしめた。

「おい、おい。もう泣くのは勘弁な。これからは笑顔でいてほしい」

　夏の名残が残る、星のキレイな夜がふたりを優しく包んでいた。










愛を紡ぐ時間




「本当にもう帰る？」

　帰りのタクシーの中。三度目になる常務の問いかけにも私は「帰ります」と答えた。

「こんな日に帰るなんて無ぶ粋すいなこと言うヤツいるんだな」

「粋いきじゃなくてすみません」

　少しふてくされて言うと「そんなところも嫌いじゃない」と髪をもてあそばれながら返されて、自分と常務の恋愛能力の差を思い知った。

　正直、常務と思いが通じ合ったのはうれしい。けれど、今日ハッキリと自分の気持ちを理解したばかりで、その上、幸運なことに相手も自分のことが好きだと分かった。

　しかし、私はもうこれだけでいっぱいいっぱいだった。

　もう少し恋愛上手であれば、次々と恋人としてのステップを踏んでいくのだろうが、悲しいかな、私の数少ない恋愛経験では、今日これ以上なにかが起こったらパンクしそうだった。

「後悔してる？」

　心配そうに覗きこんでくる常務に、頭を左右に振る。

「後悔はしてません。でも覚悟ができてないっていうか……」

「覚悟？　なにそれ。今させてあげようか？　覚悟」

　そう言って顔を近づけてくる常務を両手でブロックする。

　なんだか前にも増して強引になった気がするんだけど……。

　そうこうしていると、私のマンション前でタクシーが停車する。

　私が降りてタクシーのドアが閉まると、パワーウィンドウが下げられた。開いた窓から常務が顔を覗かせる。

「次会うときはしっかり覚悟しといて。おやすみ」

　そう言って、少し屈んで話を聞いていた私の頬に軽く口づけをした。

　火照る頬をさすりながら、走り去っていくタクシーを見送る。

　タクシーが見えなくなると、歩くのにバランスが悪いので左足のパンプスも脱いだ。

　告白されるまでは折れたヒールを見ていると情けない気分だったのに、今は常務との新しい関係が始まったきっかけのようにも感じる。




　部屋に入ると、床にバッグを置いて、ベッドにダイブした。

　さっきまでの時間を思い出すと、自然と顔が緩む。そんな自分が恥ずかしくて手足をバタバタとさせる。

「常務とキスしたんだ……」

　口に出すと、また恥ずかしさが込み上げてくる。同時に自分の中に湧き上がる不安と闘わなくてはならなかった。

　常務のことは好きだ。けれど、ただ好きな気持ちだけではどうにもならないことがある。彼が背負うものの大きさを私は知っている。この数カ月そばで見ていたのだから、よく分かっているつもりだ。

　いつか彼の意志ではないにしても、結婚をするときがくるかもしれない。そのとき、私が彼の横に立っていることはありえるだろうか？

　後ろ盾どころか両親さえもこの世にいない。葉山ホールディングスにとって、なんのメリットもない私が、親族から歓迎されるとは到底思えない。

　彼は周りに逆らってまで私と共に歩む道を選んでくれるだろうか？　彼が別の女性との人生を選択したとき、私は笑って彼におめでとうを言えるだろうか？

　幸せでいっぱいだった胸がペシャンとしぼむ。

　それに……もし、彼まで両親のように私の前からいなくなってしまったら、私は二度と立ち直れないような気がする。もう大切な人は失いたくない。

　そう思うと、彼をこれ以上、好きになっていいのか迷ってしまう。

　始まったばかりの恋なのに、胸には不安が渦巻いていた。

　だけど、どれだけ考えても、今は常務のそばに少しでもいたいという気持ちが勝ってしまう。

　そんな刹せつ那な的な感情を自分が抱くなんて……。

　自分の気持ちに驚くと共に、そういう気持ちにさせてくれた常務に出会えたことがなによりもうれしかった。

　目を閉じると『俺の気持ちを受け止めてくれてありがとう』と幸せそうに言った常務の言葉が頭の中でリフレインした。




　――ピンポーン。

　チャイムの音で目が覚める。

　時計を見ると朝の十時。そばにあったカーディガンを羽織るとインターホンに応答する。

「……はい」

「お届け物です」

　ディスプレイを確認すると、バイク便のお兄さんがリボンのかかった包みを持って立っている。

　見るからにプレゼント。

　差出人は誰だろう？　誕生日でもないのに……。

　しばらくすると、ドアの前のインターホンの音が聞こえた。

　扉を開けるとそこには、先ほどのお兄さんが立っていた。

　私は伝票に印鑑を押して、荷物を受け取った。

　キレイなロイヤルブルーのリボンをほどく。包みの中には靴が二足。

　その瞬間、差出人が誰だか分かった。

　ひとつは、昨日私がダメにしたものとよく似たデザインの黒のパンプス。もうひとつは、小さなかわいらしい花が足の甲の部分にあしらわれた、クリーム色のツイード素材のパンプスだった。

　うわぁ、かわいい。オーガンジーで作られた花なんて、私の好みど真ん中！

　箱の隅に添えられていたメッセージカードに目を通す。

【ヒールの折れたシンデレラ、新しい靴でデートしよう。十三時に迎えに行く。宗治】

　え？　これって今日の、ってことだよね。

　ずいぶん急なお誘いだったが、靴までプレゼントされて断るわけにはいかない。

　そもそも常務から誘われたら、うれしくて断るなんてことできない。

　キザな文章に思わず赤面したけれど、同時に常務が今日も会いたいと思ってくれていることが幸せだった。

　急いでクローゼットを開けて、もらったクリーム色のパンプスに合う服を探す。目に入ったのは、ライム色のストライプのワンピース。フレンチスリーブで、ウエストを濃い緑色のリボンで結ぶデザインだ。上に白のカーディガンを合わせてみる。

　これなら、いつもよりかわいいって、少しは思ってくれるかな？　それにしても、いったいどこに連れていってくれるんだろう。あの靴を履いてってことだから、こんな感じの服で大丈夫だとは思うけど……。

　好きな人を思いながら服を選ぶのがこんなに楽しいなんて。

　鏡に映る自分の顔は綻んでいた。ふと時計を見ると……。

「やばいっ！　もう十一時半！　シャワー浴びなきゃ」

　常務との初めてのデートをいろいろ想像しながら、バタバタとバスルームへと駆けていった。

　マンションの外へ出ると、見慣れない車が一台停まっていた。

　もたれて立つのは、自分の上司であり、思いが通じたばかりの常務だった。

　あぁ、どうしよう！　私服姿もかっこいい!!

　濃い色の細身のデニムは長い脚を強調していて、黒地に白のストライプのカジュアルなジャケットはいつものかっちりした雰囲気とは異なったかっこよさがある。

　ストライプがちょっとお揃いっぽくない？　やっぱりこのワンピースにして正解だった。

　立ち止まって見とれる私に、常務は軽く手を挙げる。急いで駆け寄ると、「急ぐとまた転ぶぞ」と笑顔をくれた。

「時間までまだあるのに、どうしたんですか」

　気を遣って十分も前に下に降りたのに、すでに待っていてくれるなんて。

「早く会いたくて迎えに来たんだけど。ダメ？」

　甘えたような表情を見せられて、ダメだなんて言えるわけない。

　途端に耳が赤くなる。

「あ、あの……そういう恥ずかしいこと言うの禁止です！」

「負けずに千鶴も言えばいい」

　今、千鶴って言った!?

　さらっと名前を呼ばれたことに驚いていると、そのまま助手席のドアを開けて座るように促してくれる。

　常務が運転席に乗りこむと、私は急いでシートベルトを締めた。

「あの、どこに行くんですか？」

「ん～、特になにも決めてないから、とりあえずドライブかな」

　そう言ってサングラスをかけた常務の横顔は、いつにも増して素敵に見える。

　会社では見せない表情が普段よりも少しばかり幼く見えるけれど、それも新鮮だった。




　ふたりを乗せたスポーツカータイプの高級国産車は、高速道路を通って軽快に走っている。

「ところで、あんなに朝早くからよく靴を買えましたね」

「あぁ、ウチのデパートの外商に無理言って、朝届けさせたんだ」

「ええー！」

　昨日帰ったのは夜中なのに、どれだけ無理を言ったんだろう。

「どうしても今日、俺のプレゼントした靴でデートしたかったんだ」

「ありがとうございます！　とってもかわいくて気に入りました」

　朝から対応させられた外商の人には申し訳なく思うけれど、プレゼントされたパンプスを見るたびに、自然と笑顔になった。

　カーステレオから流れてくる音楽を鼻歌で歌いながら運転する姿から、常務も自分と同じように楽しんでいるのだと分かって、うれしくなる。

　行き先は決まっていないけれど、常務とだったらそんな時間を過ごすのも悪くない。一緒にいるだけで、いろんな発見があって楽しめた。

　一度休憩を挟んで一時間半ほど車が走った先にあったのは、牧場の横にある工房だった。

　規模としてはそんなに広くない牧場には、ジャージー種だろう牛が放牧されていた。

　車から降りた私は、背伸びをして運転席から降りてきた常務を振り返る。

「あの、ここって……」

「あぁ、俺の恋焦がれてる人がここにいるんだ」

「……えっ？」

　いったい、なに言ってるの？

　昨日私に告白した人が言うセリフとは思えない言葉だ。私の中で、これまでの浮ついた気持ちが急に冷めていくのを感じる。

　女遊びがなくなったとはいえ、モテることには変わりない。いつか心変わりされるんじゃないかとは、心のどこかで覚悟している。

　ただ、昨日の今日でこんなことがあるとは思ってもいなかった。

　もしかして、昨夜の告白自体、私と常務の間に大きな認識の違いがあるのかも？

　一気に暗い表情になって押し黙る。そんな私とは対照的に常務はうれしそうに笑う。

「君も会えば好きになるよ」

　私も好きになるって？　私も好きになるほど素敵な人ってこと？　それなら最初から敵かなうはずないじゃない。

　余計に混乱させられたが、常務に背中を押されてそのまま工房へ連れていかれる。ここまで来てしまった以上、中に入らないわけにいかなかった。

　引き戸を引いて中に入る。お世辞にもおしゃれとは言いがたいが、キレイに整頓された部屋にいたのはひとりのおばあちゃんだった。

「ハルさん、来たよ！」

　常務は七十歳くらいと思われる老女に近づき、大きな声で話しかける。

　笑顔になったおばあちゃんからは「よく来たね」と返事があった。

「あの……」

　置いてけぼりにされた私は常務に声をかける。

「この人、ハルさん。この工房の主で、俺の恋焦がれる人」

　人の悪い笑顔を浮かべる常務を見て、自分がからかわれたのだと知る。軽く常務を睨むと、舌をペロリと出してイタズラが成功した子供みたいな表情を見せた。

　目の前では、ハルさんがなにか作業をしている。手元を見て尋ねた。

「これ、もしかしてチーズ作ってるんですか？」

　ハルさんはうれしそうに微笑んでから「食べるかい？」と聞いてくれる。私は満面の笑みで「いただきます！」と答えた。

　するとハルさんは一度部屋の奥に引っこむと、お皿に小さくカットされて爪つま楊よう枝じが刺さったモッツァレラチーズを持ってきてくれた。

　常務と共にいただく。濃厚なチーズの味に思わず頬が緩む。「おいしい」と感激すると、「もっと食べなさい」とおかわりを勧められた。

　常務がふたつ目を口に入れながら言う。

「なぁ、うまいだろう。ウチのデパートに置きたいって何度も頼んでるんだけど、なかなか首を縦に振ってくれないんだよ。つれないだろう？」

　なるほどね……そういう意味で〝恋焦がれる〟なのね。ひとり焦った私も私だけど、わざと誤解するような言い方するなんて、常務の意地悪！

　チラリと見て睨んだけれど、当の常務はそんなのどこ吹く風といったところだ。

　ハルさんが常務に呆れたように言う。

「またその話かい。私もいい男にここまで言い寄られて悪い気はしないけど、あいにくそれとこれとは話が別だからね」

　肩をすくめて「また振られた」と言う常務に、私とハルさんは顔を見合わせて笑った。

　ハルさんが作っているというハーブティを淹れてもらい、のんびりと話をする。

　常務がここに通ってもう四年経つという話や、通い始めた当初は常務が来ると近所のおばあさんたちがイケメン見たさに集まったとか、私の知らない常務の話をいろいろと聞かせてくれた。

　それは会社で仕事をしている〝常務〟の顔とは違う、自然体の姿だった。

　素の常務を感じられる場所に連れてきてもらえたことで、『もっと近くにおいで』と言われているような気がしてうれしく思う。

　ハルさんとふたりで話をしている間、常務は白い作業着と帽子をかぶって、工房の中をウロウロと見て回っていた。

　その勝手知ったる感じから、どれだけここの商品に惚ほれこんで通いつめたのかということが窺い知れる。

　そんな常務を眺めていると、ハルさんが話し始める。

「あの子、ここには本当によく通ってくれてね。何度来ても無駄だって言ってるんだけど、遊びに来ただけだって……」

「そうですか」

　派手に見えるが、そういう地味なことを面倒くさがらずにするのが常務だ。

　常務を知ってから時間は長くないが、誠実なその態度が彼らしいと思う。

「ただ、ときどき妙に憂いを含んだ表情を会話の中に見せることがあってね。だけど今日は今まで来た中でも一番楽しそうだ。誰かさんが一緒だからかね？」

　そんなふうに言われて、顔が赤くなる。すると、背後から常務の声が聞こえた。

「ふたりでなに楽しそうに話してるの？」

「なんでもないですから！」

　恥ずかしくて、ハルさんになにか言われる前に返事をした。

　それからもいろいろと話をして、気づけば一時間ほど経っていた。

「じゃあ俺たち、そろそろ行くね。ハルさん、あまり無理しないでね」

　常務が言うと、ハルさんは「分かった、分かった」とうれしそうにニコニコと笑った。そして、「楽しかったです」と告げる私に「また一緒においで」と優しい笑顔で言ってくれた。

「娘がやってるジェラート屋にも寄ってやっておくれ」

　そう言ってハルさんに見送られ、少し先にあるジェラート屋を目指した。

　ハルさんの娘さんのお店はすぐ近くらしい。常務と私は歩いて向かうことにした。

　道路は舗装されているけれど、周辺は多くの木々に囲まれていて、ときどき鳥の鳴き声が聞こえる。普段自分たちが住んでいるところに比べると、空気が澄んでいて気持ちがいい。

　何度も常務の隣を歩いているけれど今日はより近く感じる。歩くたびに少し触れ合う常務の手が、ふたりの距離の近さを表しているみたい。

　触れた瞬間、いつもの癖で思わず手を引っこめようとすると、常務がギュッと握って微笑みかけてきた。

「森林浴って感じでいいね」

　のんびり話す常務だったが、私はいきなり繋がれた手に意識が集中してしまい、それどころではなかった。

　恥ずかしいようなうれしいようなドキドキが私を支配する。手を繋ぐという特別な行為に、心が浮き足立っている。

　十分ほど歩くとハルさんの娘さんのお店に到着した。山小屋風の外観と木をたくさん使ったインテリアが温かいムードを醸し出している。

「あら葉山さん。また母さんのところへ？」

「はい、今日も見事に振られてきました」

　常務は苦笑いを浮かべて、ハルさんの娘さんと思しき人と会話をしている。そして、ふと私に振り向き、こう紹介した。

「俺の彼女です。かわいいでしょ？」

　か、か、彼女!?

　いや、たしかにそうだけど、実際〝彼女〟と紹介されると戸惑ってしまう。

「は、じめまして。瀬川千鶴です」

　動揺のあまり、言葉に詰まりながら自己紹介をする私を、常務は隣でクスクスと笑いながら見ていた。

　外のテラスは木陰になっていて、ふたりでそこに座りジェラートを食べる。

「とってもおいしい！」

　目を見開いて言うと、常務はおかしそうに笑う。

「それはよかった。ハルさんとこの牛乳を使ってるから納得の味だけどね」

　会話に夢中になっていると、ポタリと溶けてきたジェラートが私の手に落ちた。

　あっ！　溶けてきちゃった。

　バッグからハンカチを探す。すると、ジェラートを持った私の手を常務がいきなりグッと引っぱり、溶けたジェラートで汚れた手をペロリと舐めた。

「ひゃっ！」

　いきなりのことで変な声が出た。

　は、恥ずかしい。急にこんなことするなんて……。想像もしてないから、どう対処していいのか分からない。

　恥ずかしさでうつむき、赤くなった顔を見られないようにする。

　そんな私を下から覗き見て「あーおもしろい」と意地悪な笑みを浮かべて言う常務。

　私はなにも持っていない手で常務の肩を押した。

「私で遊ばないでください」

　頬を膨らませて抗議する。

「やっと手に入れたのに、千鶴で遊ばないでどうするの？」

　悪びれもなく言う常務に、ますます私の顔は赤くなるばかりだった。

　ジェラートを食べ終えて、ハルさんの工房の前に停めた車までゆっくりと歩く。そして車に乗って、もと来た高速道路を戻る。

　車内では、今日食べたチーズの話や、常務と高浜課長の小さいころの話など、他愛のない話題で盛り上がった。

　途中、高速の出口を下りて海岸線を走る。夕焼けが海をオレンジ色に染めてキラキラと輝いていた。少し窓を開けて、潮の香りを楽しむ。

　しばらくして到着したのは、海辺のレストラン。

　大きなロブスターと地元の海で獲れたシーフードを食べることができるようだ。

　窓際の席に座ると、すっかり日が落ちて夜の闇に包まれた海に船の明かりが行き来しているのが見えた。都会の夜景とは違うキラメキに見とれてしまう。

「食事しながら、こんな景色が見られるなんて、ロマンティックですね」

　落ち着いた雰囲気のお店で、今日一日を振り返る。

　ここ最近で一番、時間が経つのが早かったかもしれない。そう感じるほど、常務と過ごす時間は楽しかった。

「あっ、あっちに灯台があるみたいですね」

　ライトアップされた赤い灯台を指差しながら視線を常務に向けると、肘をついたまま私のほうを見ていた。目が合って恥ずかしくなりうつむく。

「こういうゆっくりした時間もたまには悪くないな」

　そう言って、ペリエをひと口飲みながら話しかけてくる。テーブルに置かれたキャンドルが常務のキレイな顔に影を作り、穏やかな表情を引き立たせていた。

　たしかに今までは限られた時間の中で一緒に食事をとることが多かったから、こうして時間を気にしないでゆったりと食事できるのは、とても幸せだった。

　しばらくして運ばれてきたロブスターと、地元で獲れたというハマチに舌した鼓つづみを打つ。私は特にハマチのカルパッチョが気に入った。

「んーおいしい。このカルパッチョに使われているオリーブオイルもこだわってるんですかね？　おいしいです」

　つい頬が緩む。

「よかった。前にロブスターは食ったことあったんだけど、魚もけっこういけるな」

　ふたりで感想を言い合いながら食べる食事は格別で、あっという間に時間が過ぎていった。

　最後は、デザートのチェリーパイを常務の分までお腹に入れる。

「後から返してなんて言われてもダメですからね」

「言わない、言わない。しっかり食べて」

　エスプレッソを飲みながら、常務は苦笑している。そして、「またついてる」と、自分の口元を指しながら、ニコニコと笑った。

　私は急いでナプキンで口を拭う。

　いつも常務にはこういう子供っぽいところを見られてしまう。彼にふさわしい大人の女性を目指したいのに、うまくいかない。

　たしかにもともと落ち着いているタイプでも色気があるタイプでもないけれど、久しぶりの恋で舞い上がっているから、余計にいろいろと失敗しちゃうんだろうな……。

　ちょっと反省しながら常務の様子を覗き見ると、常務は目を細めて優しく微笑んでいた。

　よかった。呆れられてはいないみたい。

　ホッとして、「ごちそうさまでした」と両手を合わせた。

　食事を終えると、レストランからすぐに出られる港の遊歩道をふたりで歩いた。

　何段か階段を下りて歩くそこは、海面との距離が近く、大きな波が来ると水しぶきが上がって道を濡らす。

　目の前では、男の子が父親と一緒に犬の散歩をしている。水しぶきに悲鳴を上げながらもはしゃいでいる姿が微笑ましい。

　少し歩くと広場があり、学生らしき集団が楽しそうにスケボーをしていた。

　ふたりでゆっくりと歩きながら、さっき食べた食事の感想や会社で起こったなんでもない話をした。

　道の先にレストランから見えた赤い灯台があった。そこはちょっとした広場になっているらしく、いくつかベンチが置かれていたので、ふたりしてそこを目指した。

　それまで両手をポケットに入れて、私の少し前を歩いていた常務が振り返り、右手をそっと私に差し出す。

　ちょっと戸惑ったけれど、素直に左手を差し出し常務の手に触れた。ギュッと握ってくれた常務の手が温かくて、思わずニヤついてしまう。だらしない顔を見られたくなくて、しばらくうつむいて歩いた。

　穏やかな夜の雰囲気を楽しみながら、灯台へとたどり着く。設置されているベンチにどちらからともなく座った。

　行き交うフェリーの明かりを見つめる。ふと常務を見ると……。

「あの……」

　常務がなにか言おうとして一瞬ためらった。

　不思議に思い「どうしたんですか？」と尋ねると、一度大きく息を吸ってから言葉を続けた。

「話したくなければ話さなくてもいい。だけど聞きたいことがある」

「聞きたいこと？」

「千鶴がやっておきたいことってなに？」

　以前、私が言った言葉を常務は覚えていたのだ。

　優しい目で問いかけられて、私は自分のことについて常務にきちんと話しておこうと決心した。

「私、両親がいないんです。母は私を生んだ後、産後の肥立ちが悪くて……。父が言うにはもともと体の弱い人だったらしいけど、三歳のときに私と父をおいて逝いってしまって……」

　事実を話すだけなのに、なかなか次の言葉が出てこない。誰かにこの話をするのは理乃以外、初めてだ。私にとってトラウマにもなっている辛い過去を話すことは勇気のいることだった。

　それが自分の好きな人ならなおさら……。

　次の言葉が出てこない私を見て、繋いだ手を常務がギュッと強く握り直してくれる。その優しさに、辛い過去の話を続ける痛みが和らいだ気がする。

「それから、私は画家だった父に育てられました。私には絵の才能はさっぱりだったけど、父が作品を描くそばで毎日を過ごすのが好きでした。父は私にたくさんの愛情を注いでくれました。でも自分のことには無頓着だったみたいで、体調が悪いのをそのままにしていたら、病院に行ったときにはすでに手遅れで……。後で聞いたら癌がんでした。自分のことはすべて後回しにしていた父だったから、発見が遅れたみたいです」

　常務の瞳にも悲しみの色が見え、握られていた手にさらに力が入った。それに安心した私は、暗い海の遠くで瞬く光を見ながら話を続ける。

「その後、小学校五年生で父方の叔母に引き取られてから、大学卒業まで育ててもらいました。叔父にも叔母にもイトコにも本当によくしてもらいました。でもあのころ、叔父の経営する工場が閉鎖の危機に追いこまれていて、父の残してくれていた財産を少しずつ使ってどうにか持ちこたえていた状況でした。それは私も納得していたのだけど……どうしても手元に置いておきたかった絵を叔父が売ってしまったんです。私はそれをどうしても取り戻したいんです」

　あのときのことを思い出して、胸に熱いものが込み上げてくる。口をギュッと結ぶ私の背中を常務はポンポンと叩く。

「いいよ。話せるところまででいいから。今日はもうやめよう」

「……いえ、あの、最後まで聞いてほしいです。最後まで話をさせてください」

　常務には知っていてほしい。私の心の中を彼に見せたい。

　私は常務の瞳を見つめて、再び話し始める。

「大事にしていた母の絵でした。私の名前の由来にもなった千羽鶴を折っている絵だったんですが、自分と母とが一緒に描かれているような気がして大切にしていました。だから私、それを売ってしまった叔父に初めて声を上げて怒ったんです。『どうしてそんなひどいことするの』って、泣きながら。叔父は辛そうな顔をして謝ってくれたのに、それでも責め続けました。そしたら……叔父が急に胸を押さえて倒れたんです。苦しそうな顔して。それでも私に『ごめんね』って謝りながら……」

　常務がさすってくれる背中が温かい。我慢していた涙がついにこぼれ落ちた。

　その瞬間、常務は自分の胸に私を抱いた。常務の胸に顔をくっつけて、溢れてくる涙を拭うこともせずに胸の内を吐き出す。

「間もなくして、叔父は亡くなりました。最後まで私に謝りながら……。私の周りにいると、人がどんどん消えていってしまうんです。私がいなかったら、こんなふうにならなかったかもしれない。私がいたから……」

「もう話さなくていい！」

　そう言ってくれる常務の腕の中で、首を振る。

「私、今も怖いんです。こんなふうに常務の腕の中にいてもいいのかなって……」

　すると、常務の大きな手で顎を掴まれて上を向かされる。ふたりの視線が交わる。

「俺への思いは、過去に偶然重なった不幸を理由にしてやめないでほしい。このまま俺に気持ちを預けてくれないか？」

　こぼれる涙を親指で優しく拭ってくれる。

「常務……」

「俺と一緒に少しずつ前に進んでくれないか？」

　彼の熱い瞳には、私のすべてを包みこむ温かな優しさが宿っている。私は涙を拭いながら笑顔を作った。

「私、常務のこと全力で好きになりますよ。覚悟できますか？」

　今まで付き合った人もいたけれど、心の中でブレーキをかけていた。その一方で、誰かを思いきり愛したいと心のどこかで思っていた。

　常務との恋にはブレーキをかけたくない。自分の全部で彼を愛したい、と思った。

「そんなふうに言われて、ダメだって言えるヤツがいるなら会ってみたい」

　常務は私の涙で濡れたまなじりに、小さなキスをひとつ落とした。










溶け合うふたり




「昨日我慢したんだから、今日は付き合ってもらう。覚悟もできたみたいだし」

　そう言って、常務の運転する車は私のマンションに戻ることなく、立派なマンションの地下駐車場へ入っていった。

　覚悟ができたかと言われれば自信がないのだけれど、私も今日は常務と一緒にいたかった。

　車を降りると、最上階の三十五階にある常務の部屋へ入った。

　落ち着いた雰囲気でまとめられているシンプルな部屋は、少し散らかっていたけれど、常務が生活していることが感じられてなんだか安心した。

　広いリビングから眺める夜の街はキラキラと輝いていて、私は思わず溜め息をついてしまった。

　しばらく眺めていると、グラスに入ったワインを常務に手渡される。

　カチンとグラスを合わせて、お互いひと口飲んだ。

「おいしい。私、ワインの味とかいまいちよく分からないんですけど、これはフルーティでおいしいです」

「これ、ハルさんにもらったんだ。今夜ふたりで飲めって。あのばあさん、そこらのソムリエよりもいいワイン知ってるから」

　そう言いながら、後ろからギュッと抱きしめられた。手に持ったワイングラスからワインがこぼれそうになる。

「常務、危ないです。せっかくのワインがこぼれちゃうじゃないですか」

「ワインもいいけど、千鶴もテイスティングしたい」

　その言葉の意味を理解するまで数秒かかった。

「て、テイスティングって……」

　理解した後は、彼の腕の中で体をこわばらせた。

「緊張しないで」

　耳元でささやかれ、顎をクイッと持たれて常務のほうへ向かされた。

　唇が一度重なり、すぐに再び重なる。ふたりのキスからほんのりとワインが香る。

　手に持ったワイングラスを奪われて、横にあったチェストの上に置かれた。

　その間も常務の形のいい唇が薄く開いた私の上唇を下からすくうように口づける。

　角度を変えて繰り返されるキスに、私の体に甘い疼うずきが混ざる。

　そっと唇が離れると、目を閉じたままの常務が「はぁー」と大きく息を吐いた。

　ゆっくりと開いた常務の瞳に、彼を見つめる自分の姿が映っていた。

「シャワー、先に浴びてくる。どうあがいても今日は帰すつもりないから覚悟して」

　そう言い残して、バスルームであろう方向へ歩いていった。

　私はフラフラとソファに腰掛ける。

　帰すつもりないって……そういうことだよね。

　両手で顔を押さえると、想像以上に熱を持っていることに驚く。

　いったん落ち着こうと、一度座ったソファを立ってウロウロしたり、深呼吸をしてみたり、いろいろ試したけれど、緊張はまったく解けない。

　あっ！　今日の下着、見せても平気だったかな？

　重大なことを思い出し、朝の記憶を引っぱり出していると、耳元で「どーぞ」といきなり声をかけられる。

　思わず「ひっ！」という色気の欠片かけらもない声が出てしまう。

「もう！　いきなり声かけないでくだ……」

　振り向くと、シャワー上がりの常務。腰にバスタオルを巻いただけの状態で、髪をタオルでガシガシと拭いている。

　いきなりそんな姿を見せられて、言葉が続かない。さっきまで想像してきたことが急に現実味を帯びて、一気に恥ずかしくなる。

「ん？　早くシャワーに行っておいで」

「あ、わわ……いっ、行ってきます！」

　顔を真っ赤にして、飛び上がるように立ち上がり、急いでバスルームへ向かう。盛大な常務の笑い声に見送られて。

　広いバスルームは、私のマンションのバスルームの倍くらいはあるだろうか。

　なにもないときであれば十分に堪能したいくらいだったが、いかんせん今日はこの後のことが気になって、それどころではなかった。

　頭の上からシャワーを浴びて、なんとか落ち着こうと努力する。

　別に初めてなわけじゃないし、減るわけじゃない。みんなやってることだし……と言い聞かせているが、正直常務への気持ちを自分で認めたのが昨日。そしてあれよあれよという間にこんなことになるとは……。一週間前の自分に想像できていただろうか。

　不安がないわけじゃない。けれど、常務とそうなりたいと強く思っている。

　シャワーを止めて覚悟を決めた。

　脱衣所に準備してあったバスローブを身に着けて外に出ると、背後からギュッと抱きしめられた。

　自分の腰に回された腕に胸がドキリと高鳴る。

「い、いきなり反則です」

「こういうことにルールなんてないの」

　常務が、腕の中の私の向きを自分のほうへ向ける。

　や、やっぱり、いざとなったら緊張しちゃう……。

　胸のトクトクという音がどんどん大きくなっていく。常務の耳にも届くのではないかと思うほどに。

「あの、水！　水が飲みたいです」

　こんなに早く捕まってしまうと思ってもみなかった私は、少しでも時間を稼ごうと水を要求した。

「あぁ、ごめん。気が利かなくて」

　常務の手にはミネラルウォーターのペットボトルがある。それを渡されるものだと思っていたら、煽るように自分が飲み始めた。次の瞬間……。

　急に腰をギュッと引き寄せられて、そのまま唇が重なる。

　半開きだった私の唇を割って、いきなりミネラルウォーターが流しこまれる。同時に、常務の舌が侵入してきた。

　常務と自分の体温で生ぬるくなった水分が喉を通過するころには、私の口内の至るところを常務に味わわれていた。

「……あ、あふっ」

　自分の声とは思えない声に戸惑いながらも、必死に常務に応える。

　しばらくしてその官能的な唇からやっと解放されると、力なく常務の胸に自身を預ける形になった。

「こんなのやっぱりズルいです」

　拗ねたように呟く私のつむじに、常務はひとつキスを落とした。

「ごめん。我慢がきかなくて。前にも言ったけど俺、千鶴が思うよりも全然器用じゃないから」

　すると今度は膝裏に腕を入れられて、私の体がぐらりと傾く。

「きゃあ！　あの、重いから下ろしてください」

　これってお姫様だっこじゃない？　憧れてはいたけれど、今されると恥ずかしすぎる！

「暴れると落ちちゃうから気をつけて」

　そんなことを言われれば、じっとしているしかない。覚悟を決めて、自分の手を常務の首に回す。

　抱きかかえられたままリビングを通過して、寝室へ連れていかれる。

　大きなベッドにゆっくりと下ろされた。ベッドに腰掛けた私の前に、常務が膝をついて座る。熱く潤んだ常務のまなざしを見つめ返す。

「ちょっと強引だった？　嫌なら言って」

「……嫌じゃないです」

　首を左右に振りながら答える。

「よかった。まぁ、嫌って言われてもやめる気ないけど」

　常務は耳元でささやきながら、ゆっくりと私を横たえる。

「やっぱり……ズルい」

「運命だと思って受け入れて」

　クスクスと笑いながら、私の耳、こめかみ、首筋にキスを落とす。

　そして唇に一度小さくキスをして、「かわいい」と呟いた後、激しく唇が合わさる。まるで私のすべてを翻ほん弄ろうするかのような情熱的なキスに、私も腕を常務の首に絡めて応えた。

　キスをしながらも、常務のイタズラな手は私の体を確認するかのように背中や腰を行き来する。

　体中が溶けそうなほど熱くなる。

　好きな人の腕の中にいるのって、恥ずかしいけどやっぱり幸せ。常務にもっと触ってほしい。もっと溶かしてほしい。体中で彼を感じたい。

　こんなふうに、もっと、と自分が誰かをほしがるなんて、思ってもみなかった。

　今まで付き合ってきた人とそういうことがなかったわけじゃないけど、どこか義務的でこんな気持ちになったことなんて一度もなかった。

「もっと好きにしてください……」

　自分でも驚くような言葉が出てくる。

　常務も一瞬目を見開いたけど、すぐにちょっと意地悪そうな顔をする。

「お望み通り、思いっきり好きにしてやる。だから俺のことも千鶴が好きにして」

　そう言って、うれしそうな笑顔を見せてくれた。

　私はそっと手を伸ばして、常務の唇に自ら口づけた。










守りたいもの




「……っは、はっ……ん」

　ピンク色に染まった肌が汗ばんでしっとりしている。

　吸いつくような肌に自分の所有の印を刻む。

　独占欲の塊だな。俺……。

　昨夜寝室に入ってから、どれくらい時間が経過しているんだろう。日付も変わって、ずいぶん経っているはずだ。

　やっと自分の腕の中に収まった千鶴を離すことができずに、一度だけのつもりが我慢できずにもう一度抱いた。

　普段は強がったり恥ずかしがったりしてなかなか素直にならない千鶴が、全部を俺に預けてくれているのがかわいくて仕方ない。俺もうれしくて、つい思いっきり自分をぶつけてしまう。

　彼女の声がかすれ始めてやっと、やりすぎたことに気がついた。

　自分で自分をコントロールできていないことを自覚して、俺は自分自身に呆れた。

　肩で息をしている千鶴の前髪を掻き分けて、額にキスをする。すると目は閉じたままだったが、千鶴は口角をキュッと上げて笑顔になった。

　こういう反応が俺を煽ってるってこと、分かってないんだろうな。

　これ以上無理をさせないために、俺は千鶴の隣へ体を横たえる。

　腰のあたりをグッと引き寄せると、千鶴は体を俺のほうへ向けて腕の中に収まった。

「無理させすぎた？」

　俺としてはまだまだむさぼり食べたい気分だけど……。

「そんなこと……ないですけど。でも、今日はこれでいっぱいいっぱいです。恥ずかしい」

　俺の胸に顔をうずめる千鶴の髪を耳にかける。

「あんなことしといて今さら恥ずかしいもなにも」

　からかうように言うと、「思い出すのも口にするのも禁止！」と桜色の爪をした人差し指を唇に当ててきた。

　その指をペロッと舐めてやると「ひっ！」という色気のない声が返ってくる。

「常務は疲れてないんですか？」

「おい、いったいいつまで俺は〝常務〟なんだ？」

　千鶴の質問には答えずに、今日一日気になっていたことを聞いてみる。

「え、だって常務は常務じゃないですか……」

　トンチンカンな答えが返ってきて脱力する。

「今、俺は常務じゃなくて〝宗治〟なんだけど」

　そう言うと、やっと理解したようだ。

「でも急に変えろって言われても」

「ほら、試しに呼んでみて」

　今度は俺が千鶴の唇を指でつつく。

「そ、そ……」

「ブッ！」

　耳まで赤くして必死な様子の彼女がおかしくて、つい吹き出してしまう。

「もう、笑うんなら一生常務って呼び続けますよ！」

　頬をプクッと膨らませるその顔、彼女を好きになったきっかけのひとつだと言ったらどんな顔をするだろう。

　彼女の飾らないクルクルとよく変わる表情は見ていて飽きない。

「ごめん、ごめん。ほら、がんばって呼んでみて」

「そんなふうに笑われたら呼べません」

　そう言ったかと思うと上目遣いで俺を窺いながら「宗治さんの意地悪」と小さく呟いた。

　その小さな呟きが俺に与える影響力は絶大だ。愛おしくて仕方ない。

「やっべー。なぁ、やっぱりもう一回しようか？」

「本当に、無理ですー！」

　そんなふうにじゃれ合いながら俺たちは大切な時間を紡いでいく。

　ひとしきり笑い合った後、お互いの体を抱きしめて穏やかな時間を過ごしていると、千鶴が言いづらそうに俺の〝結婚しない理由〟について尋ねてきた。

　以前も聞かれたことがある。そのときはうまくはぐらかしたつもりだった。

　だが今は状況が変わってきた。自分とこういう関係になって気にするのも無理はない。

　ちゃんと話さないとな……。

　千鶴の髪を撫でながら話をする。

「ウチの家庭環境って普通じゃないんだ。千鶴が思い描いているような母親の手料理を食べたり父親とキャッチボールをしたりすることなんてなかった。両親はお互い求め合ってもいなかったし、いつも家の中はギスギスしていて安らぎとはかけ離れている家族だった」

　千鶴は、自分の腕の中で静かに話を聞いている。

　このまま自分の弱い部分を見せたら、彼女はいったいどう思うだろうか？　情けなく思われないだろうか？

　そんなことを考えると、自然と彼女を抱く手に力が入った。

「俺に兄貴がいる話は聞いたことある？」

「はい。懇親会のときに三島社長が……」

　あぁ、あのときの会話を覚えていたんだな。

「竜りゅう治じって言うんだけど、母親が違うんだ。正妻だった俺の母親になかなか子供ができなくて。そんなとき父親の愛人に子供ができた」

　ひとつ息を呑んで、先を続ける。

「母さんは冷静を装ったらしい。だけど、それまで以上にどうしても息子を産まなければと躍起になって……。きっと〝葉山の妻〟の役割さえも奪われると思ったんだろうな。六年後、俺を産んだ後はノイローゼで誰の声も届かなくなっていた。そして俺が八歳のとき、入院先の病院で肺炎になってあっけなく……」

　今まで勇矢以外、誰にも話したことのないこと。俺はそっと、目を閉じて言葉を選びながら話す。

「兄貴の実の母親は育児放棄して、兄貴が八歳のとき葉山に引き取られた。母親がなにも分からないのをいいことに父親が引き取ったんだ。俺は小学生のときにその事実を知って、父親や兄貴を激しく責めた。でも兄貴はそんな俺にも優しくて、自分が愛人の子であるということをちゃんとわきまえていた」

　腕の中の千鶴の髪を手探りで触りながら話を続ける。

「仕事も葉山とはまったく関係のない弁護士という職業を選んだ。だから今は兄貴との関係はそんなに悪いものじゃない。それに俺にはばあちゃんがいてくれたから、なんとか大きく道を外さずに済んだ。ただ、そんな壊れた家族の中で育った俺が、結婚だ家庭だと言われても、夢も理想も描けないのは仕方ないと思わないか？」

　閉じていた目を開けると、そこには今にも泣きだしそうな潤んだ瞳があった。

「だから……千鶴との将来も約束できない。ごめんな。こんなふうになってから話したのは卑ひ怯きょうだと思う。怒るなら怒ってもらってもいい。でも……」

「……もう、いいです。常務は最初から結婚はしないと言ってらっしゃいましたし」

「勝手なこと言ってごめん。でも俺、家族を持つ自信がないんだ」

　千鶴は手を伸ばして、俺の大きな体を一所懸命抱きしめようとする。そして小さな手で俺の背中をトントンとあやすように叩いてくれた。

　あぁ、こいつの包みこむような優しさが、きっとたまらなく俺の欲しいものなんだろうな。考えてみれば、困っている妊婦を放っておけずに助けたり、俺のために専務に噛みついてみたり、おせっかいで正義感があって……。そのまっすぐな清らかさみたいなものに、俺は惹かれて、そして嵌はまってしまったんだろうな。

　両親や叔父さんのことにしても、この小さな体でずっとひとりで抱えこんで、悩んで、苦しんできたんだろう。

　それを思うと、彼女を守ってやりたい、そばにいて寄り添ってやりたい、と思う。

　自分が彼女から与えてもらっている喜びや安らぎを同じように与えたい。

　俺は普段は大きな仕事と数多くの社員を抱えて、自らを押し殺して生きている。だから、千鶴のそばで羽を休めるこのひとときをなによりも大切にしたい。

　千鶴の柔らかい胸に抱かれて静かに眠りに落ちた。

　いつか……いつかもうひとつの俺の心のわだかまりも千鶴になら話すことができる。

　そう思いながら……。










理想の夫婦




　宗治さんとの初デートから二週間が経った。

　今日は休日。私と宗治さんはふたりして高浜夫妻の自宅に招待されていた。

　高浜課長の妻、恵めぐみさんが、産気づいたときに助けてもらったお礼がしたい、と自宅に招待してくれたのだ。

　迎えに来た宗治さんの車に乗って、まずは葉山デパートへ向かう。

　本当ならば事前に赤ちゃんへのプレゼントを準備しておきたかったが、仕事が忙しくて時間が取れず、今日宗治さんと一緒に選ぶことになった。

　ラフな格好の宗治さんに、デパートの従業員は誰ひとりとして気がつかない。だけど当の本人は、「ここ汚れている」だの「接客の声が小さい」だの「あのディスプレイはいい」だの、仕事モードで店内を歩いている。

　本当に葉山の仕事が好きなんだな。

　仕事に関して、常にこうやってアンテナを張って、努力している彼を一層好ましく思う。

　ベビー服売り場に到着して、いろいろと見て回る。

「見てください。常務、これ……」

　振り返ると、常務が眉間にシワを寄せて私を睨んでいる。

　なんで急に不機嫌なの？　なにかしたっけ？

「いつになったら、すんなり名前で呼べるようになるの？」

　呆れた様子で言われる。

「あっ、すみません。宗治……さん」

　いまだにすんなりと『宗治さん』と呼べない。会社ではもちろん『常務』と呼んでいることもあって、ふたりのときになかなか名前が呼べない。なぜだかとても緊張してしまうのだ。

「ん」

　宗治さんはニッコリ笑って、私の持っている靴を見る。私も手に持った小さな靴に視線を移して、感想を求める。

「これなんかどうですか？　このヒヨコちゃん、かわいくないですか？」

「ん～、よく分からないけどいいんじゃない」

「もう、もっと真剣に考えてください」

　ふてくされる私をよそに宗治さんは店員さんを呼ぶ。

「歩き始めるころには、何センチぐらいがいいの？　これとこれ、人気なのはどっち？」

　的確に質問する姿を横目で見ながら、私は他のものを物色する。

「ねぇ、これはどうですか？」

　差し出した小さな帽子を見て、宗治さんは「いいんじゃないか。しかし、ちっせーな」と感心した様子で手に取る。

　そんなふたりのやり取りを見ていた店員さんが、にこやかな笑顔で言う。

「お生まれになるの楽しみですね。性別は女の子だとお分かりなのですか？」

　その質問の意味を私はしばらく理解することができずにいたが、普段冷静な宗治さんが「いや、あの、ちがっ」と慌てている様子を見て、やっと理解できた。同時に顔に熱を帯びる。

　それって、私たちが夫婦に見えるってことだよね？

　その後も何度か否定しようとしたけれど、よくしゃべる店員さんに阻まれて否定できないまま会計をすることになった。

「プレゼント包装してください」

　私がそう伝えても、「パパとママからの初めてのプレゼントですね」と店員さんにニコニコと返されて、ふたりとも苦笑いを浮かべるしかなかった。

　それから私たちは、デパートの地下でケーキと果物を調達して、駐車場に向かった。

　高浜夫婦が、子供が生まれる前に購入したという郊外の一軒家に向かって、宗治さんの運転する車が走りだす。

「最後まで誤解してましたね、あの店員さん」

「そうだな。俺たちもそんなふうに見えるんだな」

「私、妊婦さんに見えるってこと？」

　私は気にしているお腹回りを手で撫でる。

「ぷっ。気にしすぎだろ。まぁ、俺は子供を作る作業は大好きだけど」

　ニヤニヤと意地悪く言う宗治さんに「変態」と小さな声で毒づいた。




　高浜家に到着すると、恵さんが玄関でニコニコと出迎えてくれた。

　あのときあんなに大きかったお腹がぺちゃんこになっている。

「こんにちは。遅くなりましたが、無事ご出産おめでとうございます」

　そう伝えると、恵さんが明るい笑顔を見せる。

「ありがとう。それにしても、宗治くんが女の子と我が家を訪れる日が来るなんて思いもしなかったわ」

「ちょっ、そういうこと言うなよ」

　ケラケラと笑いながら奥に歩いていく恵さんの後に、私と宗治さんも続く。

　案内されたリビングには、高浜課長が小さな赤ちゃんを抱いて、会社では見せない温かい笑顔を浮かべていた。

　課長、お父さんの顔してるー。

「よく来たな」

「お招きありがとうごさいます」

　私たちは課長に近づいて、美み波なみと名付けられた赤ちゃんの顔を覗く。

　クルクルと目を走らせて「あーうー」となにか言いたそうに声を上げている。

「うわー。かわいい。目もとが恵さんに似てますよね？」

　課長は「そうだろ？　かわいいだろ？」とうれしそうに笑顔を見せる。

　本当にかわいくて仕方ないんだ。

　すると課長は、私に「抱いてみる？」と聞いた。

「いいんですか？　抱っこしたいです！」

　宗治さんは「落とすなよ」と心配そうにしていたけれど、ほんのりと甘い香りがする赤ちゃんをそっと抱く。

　ふわふわと柔らかくて、目が合うと、ニコッとまさに天使の笑みを浮かべる。

「あぁ、笑った」

「どれどれ……」

　宗治さんも美波ちゃんを覗きこむ。すると、今まですがすがしいまでの晴天をたたえていた美波ちゃんの笑顔は突然曇りだし、みるみるうちに雷鳴を轟とどろかせ始めた。

「うぅうわ～～～～んっ」

　小さな手を握りしめ、その小さな体から発せられるとは思えないほどの大声を上げる。

「どーしたのー」

　ティーセットを手にしてキッチンからダイニングへやって来た恵さんが声をかける。

「い、いや俺、なにもしてない。ちょっと見ただけだよ」

　うろたえる宗治さんがおかしくて、彼以外の三人でげらげらと笑う。

「娘に危険センサーが伴ってるのが証明されてうれしい限りだ」

　中でも高浜課長はお腹がよじれるのではないかと思うほどに笑っている。

「俺のどこが危険なんだよ……」

　ひとりおもしろくなさそうに首元に手を当てる宗治さんを見て、三人はまた大きな声で笑った。

　高浜課長へ泣いている美波ちゃんを任せて、恵さんに話しかける。

「あっ、そうだ。恵さん、母乳だとケーキはダメかなと思って、果物も買ってきたんですけど……」

　ケーキと果物が入った袋を差し出すと、恵さんは早速箱を開けて中身を見る。

「よく知ってるわね。でも、こんなにおいしそうなケーキを見たら我慢できないからひとつだけいただくわ」

「恵、紅茶っ！」

　いきなり高浜課長の声が響く。

　紅茶をカップに注ぎながら箱の中身を見ていたせいで、恵さんはカップから紅茶を溢れさせてしまう。

「あっ、またやっちゃった」

　舌をペロッと出してキッチンへふきんを取りに行く。

「な、なんか恵さんって……」

　言っていいものかどうか悩んでいる私に、宗治さんがハッキリと断言する。

「おっちょこちょい」

「それは否定しない」

　高浜課長も苦笑いを浮かべる。

「また人のいないところで悪口言ってる」

　ふてくされた顔でキッチンから戻ってきた恵さんに「そんなことないよ」と言いながら、課長が頬を軽く撫でる。

「そう、ならいいけど」

　恵さんは顔を綻ばせて課長を見つめている。

　甘い雰囲気をまとった高浜課長って、とっても新鮮。このふたり、理想の夫婦って感じだなー。

　そんなふうに思っていると、ふと宗治さんと目が合い、照れくさくなる。

　いつか私もこの三人みたいな家庭を持てるんだろうか。そのとき隣には、宗治さんがいてくれるんだろうか。

　未来の光景を想像しそうになって、慌てて掻き消す。

　それは叶わないって、ちゃんと納得したはずなのに……。

　心の中で寂しい気持ちが渦巻いていた。







第四章










エマージェンシーコール




　十月に入って、ビルとビルの合間から見える空もずいぶんと高くなっていた。

「午後からの同行は私がします。それと、これは法務部から上がってきた決済資料です。お手数ですが、本日中にご確認願います」

　宗治さんに一日のスケジュールについて確認をする。

　我ながらそつなく仕事をこなせるようになってきた。

「だいぶサマになってきましたね」

　高浜課長がメタルフレームの中の目をニッコリ細めて私を褒めてくれる。

「ありがとうございます！」

　うれしくてつい声が弾んでしまう。

「なんでお前が褒めるんだよ……」

　ふてくされた表情で宗治さんが呟く。

「課長に褒めてもらえると、うれしいです」

　ひいき目なしで仕事を褒めてもらえるほうがうれしいに決まっている。宗治さんに言われると、どこか点数づけが甘くなっているような気がしてしまうから。

　単純にそう思って答えただけだったのに、彼は気に入らなかったらしく眉間にシワを寄せた。

「千鶴は俺よりも、勇矢に褒めてもらったほうがうれしいんだな？　よく分かった」

　拗ねた態度の宗治さんを見て、「痴話ゲンカに巻きこまないでください」と、珍しく高浜課長が仕事中にからかってきた。

　恥ずかしくなった私は「失礼します」と告げて、逃げるように常務室を出る。

　あっ、そうだ！　デスクに戻る前にコンビニに行かないと！

　就業中にも関わらず、私は今、社会人にあるまじき生足だった。

　着用していたストッキングが破れてしまったのが原因。いや、破られてしまったというほうが正しいかもしれない。

　先月階段から落ちて以来、私に対する直接的な嫌がらせは少なくなった。でも、陰でいろいろ言われているのは相変わらずで、秘書課への異動も宗治さんに頼んで無理矢理異動させてもらったとか、仕事もせずに遊んでいるとか、根も葉もない噂がいまだに飛び交っていた。

　両親がいないことまで誰かが調べたのか、『育ちが悪い人は葉山の一員になるため必死だ』とか『お金のためならなんでもする』とまで言われている。

　おもしろおかしく話は広がっていき、階段から落ちたことも誰か他の社員の男を盗って、恨みから突き落とされたなんて話になっている。

　噂なんてと思ってみるものの〝悪女〟のレッテルを貼られた私に対して、女子社員の態度はあからさまだ。

　今日はわざとぶつかってこられて派手に転んだ。そのときストッキングが破れて、膝が丸見えに。

「ごめんなさいね」と素直に謝られると強くも出られず、また騒ぎが大きくなって変な噂を流されても嫌だ。

　その場を後にして、ロッカーで替えのパンストに履きかえようとしたが、それさえも切り刻まれてゴミ箱に入れられていた。

　鍵の役目、果たしてないじゃん……。

　しかしロッカーに文句を言っても仕方ない。

　朝の打ち合わせに遅れるわけにもいかず、私は生足で常務室へと急いだのだった。




　財布とスマホだけを持って廊下へ出ると、急いでエレベーターホールへ向かう。すると、バタバタという足音が後ろから聞こえてきた。

　振り返ると、そこには早足で近づいてくる宗治さんの姿。

「やばいっ！　こっち」

　腕を引っぱられて、空いている会議室に連れこまれる。

「えっ!?　なんなん……」

「シッ！」

　指を唇に当てて、静かにするように言われる。

　廊下からは高浜課長の「常務ー。常務！　くっそ、宗治のヤツ逃げやがった」と聞こえてくる。

　しばらくすると、探すのを諦めたのか足音も声も聞こえなくなった。

「行ったか？」

「たぶん……っていうか、どうして私まで隠れないといけないんですかっ」

　軽く睨む私に宗治さんは笑顔で返す。

「だって、こういうことするから」

　いきなり顔を近づけてきて、オフィスでするには濃厚すぎるキスをしてくる。

「……んっ。ううーん、もう！　会社ではやめてください」

　必死で宗治さんの胸を押しのけて抗議する。それでも宗治さんは顔を近づけてくるので、すばやく身をかわした。

「逃げるのうますぎない？」

「運動神経はいいんです。それより本当に早く戻らないと、課長にコテンパンに怒られますよ」

「それは怖いな。でもその前に千鶴に確認しなくちゃならないことがある」

「えっ？」

　先ほどの打ち合わせでは、特に問題などなかったはず。

　すると宗治さんの手が不意に私の足を撫でる。

「朝からこんな官能的なお誘いを受けて、なにもしないなんて無理なんだけど」

　口元は笑っているが、目が笑っていない。

　おそらく私が自ら望んでこの格好をしているとは思っていないんだろう。だけど、その理由をわざわざ宗治さんに告げようとは思わない。余計な心配かけさせたくない。

「ちょっと朝引っかけちゃって、今から買いに行くところなんです」

「千鶴みたいなタイプがロッカーに替えのパンストも持ってないとは思えないんだけど。もしかして、誰かになにかされた？」

　先ほどまではほのかにあった口元の笑みがなくなっている。

　鋭い宗治さんが私の置かれている状況を把握していないわけなどない。それでも私は、忙しい宗治さんをこんなことで煩わせたくなかった。

「私、案外ドジなんです。そういうの気づかないふりしてください」

　できるだけ笑顔を作り、宗治さんの腕にポンッと手をかける。

「本当に大丈夫なんだな？　なにかあったらちゃんと相談して」

　心配そうに見つめる彼に、「大げさですよ」と何事もないという態度で返す。

「なんでもないなら、その魅惑的な格好、早くどうにかしてもらわないと。そのままだと、午前の予定を全部キャンセルすることになるけどいい？」

「ダメです！」

　そんな会話を交わしながら会議室から出ると、そこには鬼の形相をした高浜課長が立っていた。

「常務こんなところで楽しそうですね」

　眼鏡の奥の瞳はまったく笑っていない。

　私は「では失礼します」とふたりに声をかけて、急いでエレベーターに乗りこむ。

　高浜課長に首根っこを掴まえられた宗治さんを想像して、クスクスとひとり笑った。

「ごちそうさまでした」

「いや、オムライスってうるさいから仕方なく付き合ったけど、たしかにうまいな～」

「でしょ？」

　比較的仕事が落ち着いていた日、私は『煉瓦亭』へ宗治さんとランチに出かけ、徒歩で移動していた。

　ふと宗治さんの右手が私の左手を握ろうとしているのに気がついて、慌てて手を引っこめる。

「会社の近くですよ。誰かに見られたらどうするんですか？」

「俺は別にかまわないけど」

　なにか問題でも？と顔に書いてある。そして、もう一度私の手を握ろうとする。

「もう、いい加減にしてください」

「観念するのは千鶴のほうだろう？　さぁ手を出せ」

　そんなふうにふたりでじゃれ合いながら会社へ戻っていると……。

「宗ちゃん？」

　後ろから声がかかった。

「妃ひ奈な子こ？」

　振り向いた宗治さんの顔が一瞬驚いた後、すぐに無表情になる。

　彼が普段、他人にこんな顔をすることなんてない。

　嫌な予感が体を駆け巡る。

「宗ちゃん、久しぶり。何度か連絡したんだけど……あっ、こちらは？」

「俺の秘書で瀬川さん。こっちは兄貴のお嫁さん」

　これまで聞いたことのないほど冷たい声で話す。

　義理のお姉さん？　呼び捨てにしてるのに？

「初めまして。葉山妃奈子です」

　軽く頭を下げたが、いつもの宗治さんとは明らかに違う様子に、モヤモヤはどんどん大きくなっていく。

　それに私のことを秘書って……。たしかに間違いではないけど、ハルさんの娘さんにはきちんと『彼女』と紹介してくれたのに……。どうして今は秘書としか言ってくれないの？

　親族には私のことを知られたくない？　それとも相手が妃奈子さんだから、私のことを紹介したくないの？

　次々に浮かんでくる疑問も、怖くてひとつも宗治さんに聞くことができない。

　すべてを胸の内に飲みこむ。

「じゃあ、俺たち急いでいるから」

　宗治さんのその言葉にハッと我に返る。

　さっさと歩き始めた彼に妃奈子さんが「待って」と声をかける。しかし宗治さんの足は止まらない。

　私はとりあえず頭を下げて、彼の後を追った。

　長い脚でどんどん歩かれると私は小走りでないと追いつけない。やっとの思いで追いつき、彼の左手を掴む。

　すると歩く速度が緩まり、私が握った手をギュッと力強く握り返してきた。しかしなにも言わず、感情の読めない表情のまま、ただ前を見つめていた。

　おそらくふたりの間にはなにかしらあるのだろう。宗治さんと妃奈子さんの態度を見ていれば嫌でも気づいてしまう。

　正直、聞いてしまいたい。でも、宗治さんから話をしてくれないということは、今は話したくないってことだ。

　それに、もしふたりの間になにかがあったとしたら、今その話を聞いて自分が冷静でいられるのか自信もなかった。

　いつか話せるときが来たら、きっと宗治さんは話をしてくれるよね。彼を信じないと……。

　私は自分に言い聞かせた。




　……集中できない。

　ランチ帰りの出来事が私の頭の中を席せっ巻けんしているせいで、仕事が遅ち々ちとして進まない。

　気分転換に、一階下にあるリフレッシュコーナーへ逃げこんだ。

　自販機の横に設置されている椅子に腰掛けて、気持ちを落ち着かせる。

　すると「お疲れ～」と間延びした声が聞こえ、後藤さんが入ってきた。

「お疲れ様です」

　返事をすると、彼女が紙コップに入ったカフェオレを差し出してきた。

「はい」

「私にですか？」

「そう。どうぞ」

「ありがとうございます」

　お礼を言って、カフェオレを受け取る。

　こんなこと、今まで一度もなかったけど、突然どうしたんだろう。なにかあったのかな？

　カフェオレを口にしながらチラッと彼女を盗み見る。

「あのさ、この前、私と常務が階段でふたりでいたの、見てたよね？」

　思い出したくない話を急にされて驚く。

「……はい」

「あれね、わざとなの」

　鮮やかな口紅が塗られた厚めの唇が弧を描く。

「わざと？」

「常務からは見えなかったと思うけど、私からはあなたがこちらを見ているのに気がついていたのよ。だからわざと常務にキスしたの」

「ど、どうしてそんなこと……」

　思わず声がどもってしまう。

　長い睫を伏せて後藤さんが話し始める。

「だって悔しかったんだもん。今まで誰にもなびかなかった常務が、後から秘書課にやって来た、しかも家柄も普通のあなたと仲よくなっていくの。だけどキスした後に、常務ったらなんて言ったと思う？　次、そういうことしたら会社をクビにして、父親の会社との取引もやめるって。それはそれは冷たい目で言うの。おかしいでしょ。プレイボーイがキス一回で」

　後藤さんはクスクスと笑って続ける。

「それにあなたに見られてたって知って、ずいぶん焦っていたわよ」

「そうなんですね……」

　宗治さん、後藤さんとのキスを受け入れてたわけじゃなかったんだ。

　それを聞いて安心した。

「なんかそれで吹っ切れたというかバカらしくなったというか……。私、諦め早いのよ。もうイチ抜け。さっさとお見合いして別の人を見つけるつもり。そこまで常務自身にこだわりがあったわけじゃないから」

　おどけた表情を見せる。

「そうなんですか？」

「そうなんです。しかし、遠山さんもかわいい顔してやるときはやるわね～。焦ったのかしら？　窮きゅう鼠そ猫ねこを噛む!?　まぁ、ああいうなにも知りませ～んって子が案外ダークホースだったりするから、せいぜい気をつけなさい」

「気をつけるって……私と常務は……」

「そう？　ま、私には関係ないからどっちでもいいけど」

　後藤さんがそう言うのも無理はない。

　最近の遠山さんは、宗治さんに対して驚くほど積極的だ。お茶を運ぶなど私でなくてもいい宗治さんの身の回りのことは率先してやっていたし、父親の名前を出して食事に誘ったりもしている。

　宗治さんはなんとか断っているみたいだけど……明らかに今までの遠山さんとは違っていた。

　それはもしかすると、遠山さんが私の代わりに常務と食事をしたいと言い出したあの日が原因なのかもしれない。

　彼女にしてみれば、勇気を出して行動に移したはずだ。それなのに食事の席で常務においていかれた遠山さんの気持ちを思うと、申し訳なくなる。

　きっと深く傷ついているはずだ。その証拠に、あの日のことがなかったかのように、あれから何日経っても、いっさい話題にしなかった。

　私は彼女の気持ちを知っていながらも、宗治さんへの思いを止められなかった。

　罪悪感はある。でも誰かが傷ついていると分かっていても、宗治さんへの思いは膨らむばかりで、彼のそばを離れることなど到底考えられない。

　私って、自分勝手で最低……。

　ひとり肩を落としていると、隣にいた後藤さんが明るく声をかけてくる。

「なに、しょげた顔してるの？　あ、そうだ。今度、コンパがあるの。人数足りなかったら参加して」

　わざとまったく違う会話を振ってくれる後藤さん。

　きっと落ちこんだ表情の私に気を遣ってくれたんだ。

「いや、私そういうのは……」

「そう？　常務よりイイ男がうじゃうじゃいるかもよ」

「うじゃうじゃって……」

「それに、あなたがさっき、常務とはなんでもないって言ってたから、誘ってみたんだけど」

　意味ありげに後藤さんに笑われて、思わず顔が赤くなる。

「まぁ、他人の恋愛なんてどうでもいいけど、せいぜいがんばるのよ」

　そう言い残してその場を後にした。

　後藤さんがわざわざ私を追いかけて、こんな話をしてくれるとは思っていなかった。改めて、これまで後藤さんのことを表面しか見ていなかったことに気づく。

　そういえば、懇親会のときもきちんと謝ってくれた。今日だって、私と宗治さんとのことに気がついて、ちゃんと誤解を解こうと思ってくれたんだ。

　本当の彼女は、きちんと周りを見て、相手の気持ちを考えられる人なんだろう。今まで誤解してて申し訳ない。

　後藤さんと話をしたら、なんとなく気分が切り替えられた。

　よし！　いつまでも落ちこんでちゃダメだよね。ふたりの関係に影響があるようなことであれば、常務は必ず話をしてくれるはず。妃奈子さんとのことは、きっと今の私たちには関係のないこと。

　自分の知らない宗治さんの過去に囚われないように、彼からなにか言われるまで考えないことに決めた。

　十五階に戻ると、エレベーターホールで宗治さんに出くわす。

　さっきまで自分を悩ませていた相手が急に現れたので、ちょっと戸惑う。けれど不備の決済資料があったことを思い出し、指示を仰ごうと駆け寄り話しかける。

「常務、あの……」

　私が話しかけた途端、エレベーターが到着して扉が開く。

「ちょっと乗って」

　そう言われて、なぜか一緒にエレベーターに乗り、一階へ行く羽目になった。

「急に外出することになってね。その資料、帰ってから一番に処理するからデスクに置いておいて」

　妃奈子さんと出くわしたときに見せた、感情のない表情の欠片もない。いつも通りの〝常務〟の顔だ。

「で、どうして私、エレベーターに乗ってるんですかね？」

「ここまで来たついでにエントランスで見送りしてくれると、仕事がうまくいきそうなんだけど」

　そう言うと、エレベーターの階数表示が二階から一階に切り替わるタイミングで、宗治さんは屈んで私の左頬にチュッと小さなキスをした。

「もう!!　誰かに見られたらどうするんですか？」

　一気に顔を赤らめて抗議する私を、おもしろそうに見ながら彼が答える。

「別に玄関ホールでしてもいいけど」

「本当にもう！　いい加減にしてください！」

　頬を膨らませた瞬間、エレベーターの扉が開いた。

　恥ずかしさから、怒っている態度しかとれない。だけど実は日常のこういう些さ細さいな愛情表現が私を幸せにする。

　宗治さんに続いてエレベーターを降り、彼の右後ろに立って玄関ホールを横切る。

　高浜課長の運転する車に乗りこんだ彼はパワーウィンドウを下げて「行ってくる」と私に手を振った。あまり目立たないように、小さく手を振り返した。

　エレベーターの十五階から一階までのわずかな移動時間。それまで妃奈子さんのことで不安が渦巻いていた私の心を、宗治さんは幸せでいっぱいにした。

　我ながら単純！

　そうは思いながらも、顔が綻ぶのを止めることはできなかった。




　金曜日を迎えて、私はホッとひと息をついていた。

　宗治さんのそばで仕事ができるのはとてもうれしいけど、それに伴って、周囲の視線や噂にもさらされている。仕事も慣れてきたとはいえ、臨機応変にこなさなければならないことも多い。

　常に神経を張り巡らせて仕事をしている私にとって、週末は貴重な安息日だった。それに……。

【明日、夕方には仕事が終わるから飯に行こう。宗治】

　手元にあるスマホには、彼からのメールが表示されている。

　明日はたしか取引先と打ち合わせがあるんだっけ？　その後デートできるってことだよね？　これだけで元気になるんだから、私もゲンキンだな。

　ニヤつきながら会社の正面玄関を出たとき……。

「瀬川さん。瀬川千鶴さん」

　どこからか自分を呼ぶ声が聞こえてくる。

　呼ばれたほうを振り向くと、そこには柔らかい雰囲気の漂う女性が立っていた。

　私の記憶に痛烈に残っているその女性は、ニッコリと笑顔をたたえて近づいてくる。

「瀬川千鶴さんですよね？」

　再度尋ねられて「はい」と答える。

「私、宗ちゃんの義理の姉の葉山妃奈子です」

「はい。先日はお時間がなく、しっかりご挨拶できずにすみませんでした」

　彼のことを「宗ちゃん」と呼ぶ義姉が、私にいったいどんな用事があるのだろうか。

　その瞬間、宗治さんのあの冷たい顔を思い出して、私の頭の中でエマージェンシーコールが鳴り響く。

　……嫌な予感がする。










揺れる心と決心




　駅前の小さな喫茶店に入り、向かい合って座った。

　私は手の中にあるカフェオレをひと口飲んで、目の前にいる女性に視線を向ける。

「いきなり押しかけてすみません。お時間も取らせてしまって……」

　妃奈子さんはキレイな顔を申し訳なさそうにゆがめる。

「あの……今日はどうして」

　私のほうから話を切り出した。

「瀬川さん、宗ちゃんとお付き合いされているんですよね？」

　唐突に聞かれて、すぐに『はい』と答えていいのかどうか迷う。

　妃奈子さんに出会ったとき、宗治さんは私のことを〝秘書〟として紹介した……。

　いろいろと逡しゅん巡じゅんしていると、妃奈子さんのほうが話を進めてくれた。

「あの、実はあの日、声をかける直前のふたりを見ていて……。宗ちゃんがあんな顔をする相手は、きっと特別な人なんだろうなって。それで申し訳ないけれど、調べさせてもらったの」

「そうですか……」

　たしかにあのときのふたりの様子を見られていたのなら、ただの上司と部下でないことは分かっただろう。

「それで今日はお願いがあって来ました」

　居い住ずまいを正す妃奈子さんを見て、私も背筋を伸ばす。

　わざわざ私を待ちぶせるほど大切な話なんだろう。

「お願いです。竜くん――宗ちゃんのお兄さんと宗ちゃんを仲直りさせてほしいの」

　予想もしていなかったお願いに驚く。

「仲直り、ですか？」

　この前、宗治さんは『今は兄貴との関係はそんなに悪いものじゃない』と言っていた。だけど本当は仲違たがいをしていたってこと？

「竜くんと宗ちゃんのお母様が違う話はご存じですか？」

「はい」

「竜くんはそのことにずっと引け目を感じて過ごしてきていました。だから今も葉山を出て、弁護士として働いています」

「それは宗治さんから聞いています」

「竜くんと宗ちゃんの溝はそれだけではないんです。だから今ではまったくお互い行き来をしていない。でも、昔はそれなりにうまくやってきていたんです。だから私、あのときのように戻ってもらいたくて……」

　妃奈子さんの必死な様子に圧倒される。

「それで原因はなんですか？」

　仲直りをさせるにも、原因が分からなければ、間に入ることなどできない。

　すると妃奈子さんは、今までと打って変わったように黙りこんだ。そしてしばらくの沈黙の後、意を決したように話を続けた。

「私です。私が原因なんです」

　絞り出すような小さな声で答えた妃奈子さんの顔は苦渋に満ちていた。

　その表情に、私の心には言いようのない気持ちが湧き上がってきた。

　仲のよかった兄弟を引き裂くほどのことってなに？　その原因が妃奈子さんならば、当時の宗治さんにとって妃奈子さんはどんな存在だったの？

「私、あの兄弟とは幼なじみなんです。実は私、ずっと竜くんが好きだったんですけど、全然相手にされなくて……」

　妃奈子さんが目を伏せる。

　当時のことを思い出しているのだろうか。

「そんなとき、宗ちゃんに告白されたんです。だけど、竜くんが好きだから一度は断りました。でも、それでもいいって言われて私……宗ちゃんとお付き合いしました。五年前まで」

　宗治さんがそこまでして妃奈子さんと付き合いたかったのかと思うと、私の胸は締めつけられた。

「四年ほど付き合いました。結婚の話も出てなかったといえばウソになる」

　結婚……。あれだけ結婚については考えられないって言ってたのに。彼女とは結婚してもいいと思っていたってこと？

　大きなショックを受けて、胸が痛い。

　だけど、動揺を知られちゃいけない。落ち着いて妃奈子さんの話を聞かなきゃ。

　椅子に座り直して、体勢を整える。

「でもそんなとき、竜くんが葉山の家を出るって聞いて……」

　語尾が震えている。

「私、我慢できなかった。あのまま黙って宗ちゃんと付き合っていればよかったのかもしれない。だけど、彼を傷つけるって分かってても、竜くんについていきたかったの。どうしても、どうしてもっ」

　目に涙を浮かべて話す妃奈子さんの気持ちも分かる気がする。

　なにをおいても、好きな人のそばにいたいと思う気持ちは私だって同じだ。

　だけどそのときの宗治さんの気持ちを考えると、とても同情することなんてできない。

　妃奈子さんの気持ちを知っていたとはいえ、結婚まで考えていた相手が自分の兄と結婚すると聞いたとき、彼はいったいどういう思いだったんだろう。

　誰にも弱いところを見せずにいる彼が、ひとり悩んで苦しんだかと思うと、妃奈子さんたちのしたことを許せるとは思えなかった。

　宗治さんが恋愛や結婚に対して否定的なのは、両親のことだけでなく、おそらくこのことも原因になっているんだろう。

　そう思うと、目の前の人への黒い思いが体の中を渦巻く。

　この人さえ宗治さんを傷つけなければ、彼はもっと別の人生を歩んでいたのではないか。適当に女性と付き合うことなどなく、自分の大切にしたい相手を一途に想い続けていたのではないだろうか。

　この人は、そういう、人としての幸せな時間を宗治さんから奪ったのだ。

　彼女はそのことを自覚しているんだろうか。ううん、それが分かっていたら仲直りさせたいなんて思えないはず。

　彼女の言い分は、私にはどうしても身勝手に思えた。

　でも……宗治さんは別れてから五年間もずっと妃奈子さんとのことにこだわり続けていたの？　もしそうだとしたら、彼の中でどれほど妃奈子さんが大きな存在だったのかが分かる。

　私は彼女を超えられる？　彼女以上に好きになってもらえるの？

　急に反応を示さなくなった私に、妃奈子さんが呼びかける。

「瀬川さん……瀬川さん」

「あ、はい。でも私、宗治さんからはなにも聞いていないんです」

　思考がまとまらず、思いついたことがそのまま口に出る。

「そう。でも瀬川さんは、ふたりが話をできる場を設けてくれるだけでいいの。どうかよろしくお願いします」

　妃奈子さんは深々と頭を下げて、千円札をテーブルに置き喫茶店から出ていった。

　場を設けるだけでいいなんて簡単に言ってるけど、そもそも私にそんなことができるとは思えない。第一、私は宗治さんの口から五年前にあった妃奈子さんとお兄さんとの話を聞いていないのだ。

　彼の中に、どんな形にせよ彼女が残っているのだとしたら、私は怖くてそれに触れることなんてできない。

　自分のいる場所がぐらぐらと崩れていくような気がして、目の前にあるコーヒーカップをただ見つめることしかできなかった。




　――ピピピピ……ピピピ……。

　スマホからアラームが鳴り響き、目を覚ます。

　私は重いまぶたを必死に開け、アラームを止めた。

　昨日は帰ってくると、シャワーだけ浴びて、すぐにベッドに横になった。悩んでいるときは、一度眠ると少し気持ちが軽くなることがほとんどだからだ。

　……けれど今回は、目覚めても気持ちの沈み具合は相変わらずだった。

　宗治さんと妃奈子さん、そして竜治さんの三人の間に当時どんなことがあったのか、今さら私が詳しく知ることなんてできない。

　当時のことで宗治さんの心の中が暗く澱んでいるのであれば、私にできることで少しでも気持ちを楽にしてあげたいが、そうできないことがもどかしくて仕方ない。

　気持ちを切り替えたくて、溜まっていた洗濯をするために洗濯機のスイッチを入れる。

　その場に立ってグルグルと回る洗濯物たちを見つめていたが、やはり心は宗治さんのことに占領されていた。

　こんな気持ちのまま、今日会って大丈夫かな？

　鋭い宗治さんのことだ。私の様子が少しでもおかしかったら、すぐに気がつくはずだ。

　なんとか時間までに気持ちを落ち着けようと努力した。




　今日は宗治さんの仕事が終わる時間に、打ち合わせ先の最寄り駅で待ち合わせをすることになっていた。

　駅は多くの人でごった返していた。

　駅の改札を抜けたところにあるショーウィンドウで身だしなみをチェックしていると、ゆっくりと近づいてくる影に気がつき振り向く。

「気づくの早すぎ～」

　スーツのポケットに手を入れたままニコニコと笑いながら近づいてくる宗治さんを見て、先ほどまで暗い色をしていた心が明るく色づくのを感じた。

「隠れるのが下手すぎなんですよ」

　笑いながら駆け寄ると、スッと手を握られて「行こう」と促される。そのなにげない身のこなしに胸がときめく。

　何度も手は繋いでても、やっぱりうれしい。こんな些細なことで喜んでいるなんてちょっと恥ずかしいけど。

　自然と綻ぶ顔を宗治さんに見られないようにうつむいて、ゆっくり歩き始める。

　宗治さんは私に歩調を合わせてくれているみたいだ。そういう優しさを感じると、心が温かくなる。

　ただ手を繋いで歩いているだけで、心をこんなにも満たしてくれるなんて。

　今まで好きな人がいなかったわけでもないし、恋人と呼べる人もいた。だけど両親のように大切な人ほどどこかに行ってしまう気がして、深く関わることを避けてきた。

　けれど宗治さんに関してはそのブレーキが壊れてしまったかのように、好きの速度がどんどん増していく。

　意地悪を言うときは右眉がちょっと上がったり、拗ねている顔が子供っぽくてかわいかったり、新しい彼がいつも私を虜とりこにして、彼が触れるたびに気持ちが高鳴る。

　このまま好きになり続けたら、彼との将来を期待してしまいそうになる。

　そんなこと、望んではいけないのに……。

　ふと宗治さんを見上げると、彼もまた私を見て微笑んでくれる。

　この笑顔が見られるなら、今は難しいことを考えずにいよう。

　私は満面の笑みを宗治さんに返した。

　宗治さんに連れてこられたのは、ひとりでよく通うという寿司屋だった。

　カウンター席しかない小さな店内には、宗治さんが「大将」と呼ぶ六十代ぐらいの男性とその奥さんと思しき女性が立っている。

「いらっしゃい」と声をかけられて、一番奥の席に歩いていく彼の後に続く。

　腰掛けると、すぐに温かいおしぼりが渡された。

「ここ、ばあちゃんのお気に入りの店で、小さいころはよく連れてきてもらってたんだ」

　手を拭きながら、宗治さんがそう説明してくれる。

　そのとき大将が目の前にやってきて、宗治さんに冷酒を勧める。

「いい酒が入ったんです。本当にいいタイミングでいつもお見えになる」

「じゃあ、それをもらおう。千鶴、冷酒飲める？」

「うん。好き」

　宗治さんは、自分と同じ冷酒を注文してくれた。

　ほどなくしてお通しの里芋の煮物と、冷酒の入ったガラスの徳利と盃が出された。それを宗治さんが私にそそいでくれる。

「ん～、おいしい。なんか甘くて、いくらでも飲めそうです」

　思わず出た感想に宗治さんと大将は満足そうだ。

「ぐいぐいいってると、あっという間に酔っぱらうぞ」

　喉の奥でククッと笑いを込めて宗治さんが言う。

「大丈夫です。私、少なくとも宗治さんよりも強いですから」

「あのなー、あのときは仕事で疲れてて……」

「はい、言い訳しなーい」

　自分で思っていた以上にきちんと会話ができていることに安心した。

　好き嫌いを聞かれただけで、大将おすすめのお寿司が次々と並べられる。

　エンガワ、イカ、ボタンエビ……どれも新鮮でとびきりおいしく、食べるたびに顔を綻ばせていると、宗治さんと大将がうれしそうに笑っていた。

「かわいらしいお嬢さんですね」

　大将が笑顔を浮かべて、私たちに話しかける。

　そんなことを言われ慣れていない私は驚いて、口に運びかけていた女将さん特製の茶わん蒸しをつるっとテーブルに落としてしまう。慌てておしぼりでテーブルを拭く。

　バタバタしている私を見て、大将が目を細める。

「ここ最近、忙しかったのか、坊ちゃんがなかなかお見えにならなくて心配していましたが、今日はかわいらしいお嬢さんを連れてきてくれてうれしいです」

　冷やかすような言葉に宗治さんは笑って返した。

「坊ちゃんはやめてよ。もういい歳なんだからさ」

　そんなふたりの会話を聞きながら、もしかしたら妃奈子さんもここに連れてきたのかな……と思ってしまい、楽しかった気持ちが急に沈んでいく。

「千鶴？」

　思わず考えこんでしまっていたようで、心配した宗治さんに見つめられる。

「どうした？　酔った？」

　彼の大きな手が私の頬に触れる。

　やっぱりすぐにばれちゃうよね。ちゃんといつも通りにしないと。

「大丈夫。あまりにもおいしかったからボーッとしちゃっただけ」

「そっか。大将も喜ぶよ」

　そんな会話をしていると、カウンターからメロンが差し出された。

　キレイにカットされたメロンを口に運ぶと、冷たい感覚が広がる。しかし暗い思考に影響されてしまったのか、口の中のメロンはなんの味もしなかった。

　寿司屋を後にして、タクシー乗り場までふたりで歩く。宗治さんの移動手段は車が多いが、私とふたりでいるときはよくお酒を飲むので、こうやって歩く機会も多かった。私は彼と一緒に、ゆっくり歩く時間が好きだった。

　秋の夜風が少し肌寒い。でも繋いでいる手とアルコールで上気した頬だけはホカホカと温かかった。

「千鶴、この後どうする？　もう少し一緒にいられる？」

　頭上から甘い笑顔で誘われる。

　もちろん一緒にいたい。ただ、食事をする短い時間の間も、ちょっとしたことで妃奈子さんが言ったことを思い出してしまい、沈んでしまった。

　妃奈子さんと宗治さんとのことは終わったこと。それはちゃんと理解している。

　なのに私の知らないふたりの時間に嫉妬している自分がいる。

　今日はやっぱり帰ったほうがいい。

「今日は帰ろうかな……。今週は忙しかったから、家でゆっくりしたい」

「僕の優秀な秘書は大事な予定を忘れているみたいだね。明日の午後から俺、出張なんだけど分かってる？」

　宗治さんは、明日から日下専務たちと五日間のドバイ出張だ。もちろん覚えている。その間、会えないことも……。

「……うん」

「それでもってこと？　それって、さっきからときどき上の空になるのと関係があるの？」

　図星を突かれてドキリとする。

「ボーッとしてた？　そんなつもりなかったんだけど、ごめんね。やっぱり疲れてるのかも」

　そう返す私に、宗治さんは「分かった」と頷き、ふたりでタクシーに乗りこんだ。

「おやすみ」

　私のマンションに着くと短い挨拶だけを終え、彼を乗せたタクシーは夜の闇に消えていった。

　車中では会話がほとんどなく、気まずい雰囲気だった。

　どうせ気まずくなるなら宗治さんと一緒に過ごせばよかったかな……。

　タクシーを降りた時点ですでに私は後悔していた。

　部屋に入り、ソファにバッグを投げ出してそこに倒れこむ。

「いろいろうまくいかないな……」

　両腕を顔の上に乗せて今日の行動を振り返ると、とても後味の悪いものだった。

　宗治さんは忙しい時間を割いて私との時間を作ってくれている。それはなによりも一番近くにいる私が分かっている。

　妃奈子さんと竜治さんとのことは、私が聞けばきっと宗治さんは答えてくれる。だけど聞けないのは、自分に自信がないから。そんな自分が嫌になる。

「はぁ」と大きな溜め息が出た。

　自己嫌悪に陥っていると、ピンポーンとインターホンの鳴る音がする。

　急いで起き上がってディスプレイを確認すると、宗治さんの姿があった。

「帰ったんじゃ……」

「開けて」

　言葉を遮る勢いの彼に、私も素直に開錠する。

　しばらくすると部屋の外からバタバタと足音が近づいてくる。すぐに部屋のインターホンが鳴る。

　ドアを開けると、息を切らした宗治さんが立っていた。

　いつもキレイに整えられている髪型は乱れていて、ここまで走ってきた様子が窺える。

「宗……」

「ごめん。あんな顔してるのに、ひとりにして」

　言うや否や、大きな胸に私を抱きしめる。

「千鶴がなにか困っていることも、本当は一緒にいたいと思ってることも気がついてた」

　ギュウギュウと痛いほど抱きしめられる。

「なんか俺のほうが必死すぎて、悔しくなって子供みたいなことした。ごめん」

　私の髪を撫でながら謝ってくれた。それに応えるように彼の腕の中で首を左右に振る。

「私こそ、ごめんなさい」

　小さく呟くと宗治さんのしなやかで男らしい指が私の顎をとらえた。目が合った瞬間、ふたりの唇が重なる。

「んっ……ふっ……んん……」

　チュッ、チュッというリップ音を立てて、めまいがするような激しいキスに、私の体から完全に力が抜けた。玄関だというのにその場に倒れこみそうになる。

　それに気づいた彼がグッと腕に力を入れて支えてくれる。

　唇がいったん離されると、いつかのように、膝裏と背中に手を回されて抱え上げられた。

「ベッドはあっちだったよな？」

「うん。だけどいきなり……」

「俺がこれ以上待てると思う？」

　そう言ったきり、ずんずん歩いて部屋の奥に入っていく。

　私の部屋は広くない一ＤＫ。ベッドの場所は以前来たときに目にしていたのだろう。

　ベッドに少し荒く置かれて体が弾む。それを利用して、彼は私の体をゴロンとうつ伏せにし、上から覆いかぶさった。

「ちょ、宗……」

　私の抗議も聞かずに、彼はワンピースのファスナーを下ろし始める。そして露わになった背中に舌をそっと這はわす。

「……ん、ぁ」

「千鶴は背中、弱いよね」

　うれしそうに笑いを含んだ声で話しかけられると、羞恥心からますます体温が上がってしまう。

「なにも考えずに……いや、俺のことだけ考えて感じて」

　そう耳元で甘くささやかれて、耳を熱い舌で舐められると、それ以上逆らうことなどできなかった。

「ん……もっと……」

　熱い吐息と自らのねだるような声が部屋に響く。

　宗治さんはいつだってちゃんと私を見てくれている。今日も素直になれない私の気持ちを分かってくれた。だから今、こうやって彼の腕の中で過ごしていられるんだよね。私も彼と自分を信じて、もう少し素直にならなきゃ。

　彼の高い体温と早い鼓動に翻弄されながら、私は幸せの中を漂った。




　息が上がったまま、狭いベッドの中でお互いを抱きしめあう。

「来てそうそう、がっついてごめん」

　宗治さんが私の髪にキスを落とす。

　首を左右に振る。そして、そっと彼の心臓のある左胸に指を這わせた。

　五年前に負った宗治さんの傷はどこまで治っているの？　まだ血が流れている？　それとも、すでにかさぶたになって、あとははがれるのを待つだけ？　その傷を私が癒すことはできるんだろうか。

　今ここで聞くべきかどうか悩みながらも、私は意を決して尋ねてみる。

「あのね、宗治さん。お兄さんのことなんだけど……」

「兄貴？」

　今まで柔らかい表情だった彼の顔が一瞬にして曇る。それに自ら気づいたのか、すぐに表情をもとに戻した。

「あ、えっと……」

　やっぱりまだ過去のことになってないかもしれない。あんなに辛そうな顔するなんて、まだ尋ねるべきじゃなかったかも……。

「兄貴がどうかした？」

　優しく問われても、先ほどの表情から話をしたくない内容だということがよく分かった。

「……なんでもない。どんな人かなって思っただけ」

「機会があれば会わせるよ。今日はもう寝よう」

　宗治さんは私のまぶたを閉じるように手のひらを上から下へゆっくりとスライドさせた。これでこの話は終わりとでも言うように、私を眠りの中へいざなった。




　うっすらと光が差すのを感じて、目を開く。するとそこには大好きな彼が私を見つめる姿があった。

　状況をうまく飲みこめずに驚いて目を見開いていると、宗治さんはいきなり私を仰向けにして覆いかぶさってきた。

「ん……はぁ」

　ちょっと、朝からいきなりこんなっ……！

　まるで咀そ嚼しゃくするように繰り返すキスは、朝にはふさわしくない。

　抵抗しようとうっすらと目を開いてみるけど、そこにある宗治さんの瞳がなまめかしくて、自然と体温が上がった。

　何度も角度を変えて、口の中まで味わうようなキスをされて私はギブアップ寸前。

　ちょっと激しすぎる。息が苦しい……。

　ふたりの間に手を入れて、彼の肩を押して距離を取る。

「もう！　朝からなにするんですか？」

　恥ずかしさと息苦しさで顔が赤くなっているのが自分でも分かる。

「なにって、言わなきゃ分からない？」

　からかうように瞳を覗きこまれる。

　いつもこうやって私をからかうんだから！

「こんなことしてたら、出張に遅れますよ」

　少し唇を尖らせて抗議する。

　私の忠告なんてまるで聞いていないかのように、宗治さんは私の脇腹からお腹にかけてソロリと撫で上げた。

「んっ……ダメです。そんなところ触らないでぇ」

　くすぐったさの後にゾクリとした感覚が駆け抜ける。

　これ以上されると、宗治さんの手に逆らえなくなっちゃう。

「もう出張の準備はできてるし。優秀な秘書のおかげで俺は行くだけで大丈夫そうだ。だから……」

「だから？」

「まだこうやって、ベッドで千鶴と一緒にいる時間は十分ある」

　顔を近づけてキスをしようとしてくる。

　そんな甘い表情でささやくなんて……。

　流されそうになって、まぶたを閉じかけた。

　ううん、やっぱりダメ。このままだと、きっとギリギリまでベッドにいるつもりだ。

　私はパチッと目を開き、手でキスを阻む。

「こんなことしてると、結局時間ギリギリになって高浜課長に怒られるんですよ」

　私は秘書の顔をして、キスを阻んだその手で宗治さんの高い鼻をキュッとつまんだ。

　宗治さんは不服そうに「分かったよ」と言って、拗ねた表情を見せた。

　しかし、ベッドから起き上がった彼がその後、一向に動かない。

　どうしたんだろう？と思っていると、背中を向けていた宗治さんが急に満面の笑みで振り返った。

「次はアレ着けて、デート希望」

　彼が指を差している方向を見れば、それは昨日から干したまんまの私の下着だった。

　慌てて彼に目隠しをして視界を遮る。

「もうっ！　変態。今から五分間、絶対目を開けないで！」

　急いでベッドから下りて、洗濯物を片付ける。

　ふと振り向くと、宗治さんはクスクス笑いながら私を見ていた。




　ベッドから下りて、服を着ている彼の背中を見て思う。

　聞きたいことは聞けなかったけれど、今度お兄さんに会わせてくれるって言ってくれた。

　今はそれだけでもいい。話せないなら話さなくていい。

　彼のことを信じていよう。

　そうすれば、この幸せな朝のような日が続くと信じて。










渦巻く不安




「遠山さん、日下専務の出張に同行しているんですか？」

　月曜日。遠山さんが出社していないことを尋ねると、後藤さんが答えてくれた。

「なんか無理矢理、日下専務に頼みこんだらしいよ」

　日課の枝毛チェックをしながら、チラリと私を見て「ピーンチ」とひと言言って、おかしそうに笑う。

「べ、別に、日下専務に同行してるんですよね？」

「とかなんとか言って、顔に動揺が出まくってるよ」

　眉間を指してクスクス笑う後藤さんを軽く睨む。

「もう、からかわないでください」

「でも今回は、本当にゴリ押しで同行したみたい」

　相変わらず枝毛を探している後藤さんだったが「気をつけなさいよ」と私に忠告してくれた。

　日曜日は、『空港まで見送りに行きたい』とお願いしたが、宗治さんの『寂しくなるから』という理由で、結局マンションで『いってらっしゃい』をした。

　そのときに遠山さんの話は出ていなかったはずなのに……。

　今までは日下専務に無理を言ってまで出張に同行したことなんてなかったのに。もしかして宗治さんが一緒に出張だから？

　心がチクリと痛む。

　宗治さんと私のことは、もちろん公にはしていない。後藤さんは勘が鋭いから、たぶん気づいているんだろうけど、三島さんや遠山さんはどうだろうか？

　遠山さんは、宗治さんへの思いが真剣だと教えてくれている。それなのに、私はまだ彼女になんの話もできていない。私だって初めは宗治さんにここまで惹かれて、そして思いが通じるなどとは思ってもいなかったから。でもこれって、裏切ってるってことになるよね……。

　それに私と宗治さんの関係を知らないのであれば、この出張の間になにかアプローチをするかもしれない。宗治さんのことは信じてるけど、それでもやっぱり気になってしまう。

　嫌な予感がして気持ちがざわめく。

　始業時間が過ぎても私の心は落ち着かないままだった。しかし今日は大事なことがある。

　時計を見ると、間もなく十一時になるところだった。私は会長室へと向かう。

「失礼します」

　部屋に入ると、会長は書類を読んでいた眼鏡を外してソファへ歩いてきた。ゆっくり腰掛けると、私にも座るようにと向かい側のソファへ手を差し出した。

「あなたから話したいことがあるなんて初めてね」

　優しい声で言われると、今から話すことで会長をがっかりさせるのが分かっている私はうつむいた。

「あの……私、あの絵、もういりません」

「え？　だってあれはあなたの大事な絵でしょ？　何年も探していたって言っていたじゃない」

「思い出よりも大切にしたいものができました」

　そして、ひと呼吸置いてから話を続ける。

「私に常務と誰かを結婚させることはできません。すみません」

　会長の顔を見ると、驚いて目を見開いている。しかし……。

「あら、そう？　フフフ……」

　突然笑い始めた会長に戸惑う。

「あの……怒らないんですか？」

「なにを？　あぁ、ミイラ取りがミイラになったってこと？」

「え、それはどういう……」

　もしかして、もうふたりのことがばれているの？

「まぁ、いいわ。秘書課での勤務はもう少し続けてもらうわね。他に受け入れ部署もないし」

　魔女なんて呼ばれているから、怒り狂ってなにか制裁を加えられるかと思っていたのに、あまりの予想外の反応にびっくりする。

　あぁ、でもよかった。これでもう少し宗治さんと一緒に仕事ができる。会長との約束を宗治さんに話していないことで、ときどき感じていた後ろめたさみたいなものからも解放された気がする。

「ありがとうございます」

　頭を下げる私に「もう行きなさい」と会長。

　部屋を出る間際には「たまには絵を見にいらっしゃい。私、あなたと話すの嫌いじゃないの」と笑顔を向けてくれた。

　会長室から出てドアにもたれかかる。

　はあ～、緊張した。でもこれでひとつ問題がクリアできた！

　もしかしたら会社にいられなくなるかもしれないと思っていたから、会長の柔らかい態度には安あん堵どした。

　宗治さんにも会長と取引していたことを話しておきたい。それでちゃんと謝って、許してもらおう。

　もしかしたら、簡単には許してもらえないかもしれない。騙だますような形で今までそばにいたんだから。

　でも、彼を好きな気持ちは本物だから。

　だから許してもらえるまで諦めない。

　早く堂々と胸を張って彼の横に立ちたい。

　そうすれば、今感じている遠山さんに対する不安なんか解消するはずだ。




　会長と話せてスッキリしたとはいえ、今日はやはり遠山さんのことが気になって、なかなか仕事が思うように進まず、残業をするはめになっていた。

　宗治さんも高浜課長もいないので、本来ならば仕事が少なく、早く帰れるはずなのにな。

　私は溜め息をつき、なんとか残りの仕事を仕上げた。

　電車に揺られて自宅にたどり着いたころには、時計の針は二十三時を過ぎたころだった。

「今なら宗治さんに電話しても大丈夫かな？」

　今回の出張は、先日契約をしたドバイのムバラック氏の会社へ出向くのが目的だ。ドバイとの時差はマイナス五時間。こちらが深夜なら宗治さんは夕方でホテルにいる時間だろう。

　今日はたしか移動だけだったとスケジュールの確認をしたときのことを思い出した。

　荷物を置き、はやる気持ちを抑えて宗治さんのスマホへ連絡する。しかし何度か呼び出し音が鳴ると、留守電に繋がった。

　一度シャワーを浴びてから再度呼び出してみるけれど、同じように留守電に繋がる。

　普段ならメッセージを残して折り返しを待つようにするけど、妙に気持ちが焦る。

　忙しい宗治さんのことだから、こんなことなんでもないことなのに。

　思いきって滞在しているホテルに連絡を入れて部屋に回してもらうことにした。

　呼び出し音が耳に響く。

　――ガチャ。

　受話器を上げる音がする。

「もしも……」

「はい」

　聞こえてくるはずのない女性の声が私の鼓膜に響く。続く言葉が出てこない。

　これって、この声って……。でも、宗治さんの部屋に彼女がいるわけない。

「もしもし、Hello？」

「あの、遠山さん？」

　やっとのことで声を絞り出す。

「はい。もしかして瀬川さんですか？　すみません。いま常務はバスルームで……」

　えっ、バスルームって、どういうこと？

　バスルームと聞いて息を呑む。それに遠山さんが気づいたのか慌てて訂正する。

「あっ、バスルームって言っても、私がさっき常務のズボンにお水をこぼしてしまったので、お着替えをなさってるんです」

　それでも、どうして宗治さんの部屋に遠山さんがいるの？

　よっぽどのことがない限り、シャワー中の上司の部屋で待っているなんてことはあり得ない。

「あの、お急ぎの用事でしたら私が言付けますよ」

　言付けてもらえるような内容ではない。それよりも、遠山さんの出張同行の目的が私が予想していたことと一致したのが問題だ。

「あ、いえ、急ぎではないので、明日連絡を入れるようにします」

　そう言って通話を終えた。

　こちらが二十三時ということは、向こうはおそらく夕方の六時ごろだ。まだそんなに遅い時間ではないし、なにか他にも理由があって宗治さんの部屋に遠山さんがいたに違いない。私が誤解しているだけで、高浜課長も同席していたかもしれないし。

「悪い方向へ考えればきりがないもんね……」

　自分に言い聞かせるように呟いてみても、今の私は物事をそんなふうに楽観的に考えられなくなっていた。










知らされた秘密




　バスルームでスマホを確認する。着信履歴があり、それは千鶴からだった。しかし折り返すも話し中で、留守電にも繋がらない。

　どうしたんだ、急に？

　千鶴はそんなに頻繁に電話をかけてくるタイプじゃない。

　千鶴にはメールをして、まずは部屋で待つ面倒なことを片付けようとバスルームを出た。

　俺がバスルームから出ると、そこには遠山さんが部屋の電話の受話器を置く姿があった。

「俺に電話？」

　俺の部屋にかかってきているんだから間違いなく俺宛てだろうと思い、聞いてみるも「間違い電話でした」と返される。

　彼女が俺のほうへ一歩ずつ近づいてくる。

　いつもの彼女と雰囲気が違う。いつもは幼さの残る印象がある彼女だが、今日はどこか落ち着いたオーラがある。

「そこのソファに座って」

　最近遠山さんの距離の取り方に違和感を抱いていた俺は、これ以上距離を縮めないようにソファに座るよう促した。そして俺は向かいのソファの背に立ったまま話しかける。

「それで、わざと水をかけてまで、高浜課長不在で俺に話したいことがあるんでしょ？」

　コップに入っている水を遠山さんにかけられたとき、彼女の行動はどう考えてもおかしかった。

　すると、彼女はニコリと笑う。

「常務はなんでもお見通しなんですね」

　悪びれもしない態度は、普段のおっとりとした彼女とは明らかに違う。

「で？　どうしてこんなことしたの？」

「常務、瀬川さんとはどうなってるんですか？」

　どうして彼女に千鶴との話をしないといけないんだ。それに、こういう聞き方をしてくる時点で〝どうなっているか〟分かっているはずだ。

　だからわざと質問には答えない。

「どうって？」

　はぐらかす態度に、遠山さんが言葉を強める。

「お付き合いされてるんですか？」

　ストレートに聞かれればごまかすつもりもない俺は、ハッキリと「あぁ」と答えた。

　その返事を聞いて、いつも笑顔を絶やさない遠山さんの顔が崩れる。

「それは周囲の目を欺くためですよね？　結婚したくない常務がカモフラージュで彼女と付き合ってるふりをしてるんですよね？」

　たしかに最初はそのつもりだった。でも今は違う。

「いや、彼女のことはとても大事に思っているよ」

　ハッキリ宣言すると、遠山さんが絞り出すような声でこう告げた。

「彼女が常務を騙しているとしてもですか？」

「騙す？」

　聞き捨てならない言葉に俺は顔をゆがめて、遠山さんの真意を聞き出そうとする。

「私、知ってるんです。彼女が会長となにか取引をしていることを」

「会長？」

　会長がどうしたというのだ。たしかに千鶴の人事はばあちゃんが推薦した。しかし思い返してみると、今まで一般社員の人事に口を出すことなんてあまりなかった。

　破天荒なばあちゃんのことだから、なにかの気まぐれだと思ってそこまで気にしてなかったな。どうして千鶴だったんだろう？

「瀬川さんは自分がどうして秘書課に来たのか分からないと言っていましたが、本当の理由は会長から直接指示があったようです。何度か会長室に出入りしている瀬川さんを見ました」

　いくら会長の指示で異動になったからって、特別なことがない限り一般社員が簡単に会長室へは出入りしないはずだ。

　彼女の言うことが本当であれば、なにか個人的なことだろうか？

　個人的で特別なこと……いったいなんだろう。

「そしたら、偶然聞いてしまったんです。あれは瀬川さんが秘書課へ配属されてすぐでした。役員フロアの会議室にある給湯室で片付けをしているときに、たまたま会議室で会長と会長付きの第一秘書が話をしている内容を」

　俺は言葉を挟まずに無言で話を聞いていた。というよりも、挟めなかったというほうが正しい。

　この先の内容を、聞きたいような聞きたくないような……。

「一年以内に常務を結婚させたら、なにかの報酬をもらえるって話でした」

　……俺の、結婚？　そういえば異動初日から、なぜ結婚しないのかと質問してきたな。千鶴が俺に近づいたのは報酬のためだったってことか？　しかもそんな無茶な話を千鶴が受けるとしたら、その報酬っていうのはきっと千鶴にとって相当手に入れたいものなんだろう。

　真偽のほどは定かではないが、俺にダメージを与えるには十分な内容だった。

　そもそも千鶴が秘書課に配属された理由はいまだに不明だった。俺付きの第二秘書にしたのは俺だが、秘書課へ送りこんだのはたしかにばあちゃんだ。

　ばあちゃんが葉山の将来を思ってそういう手段に出てもおかしくはない。そして見事に俺は千鶴に嵌まった。

　つまり、ばあちゃんの思うツボだったってことか？

「なにか瀬川さんに聞かれませんでしたか？　結婚や家族について……たとえば、お兄さんについてとか」

「兄貴……」

　たしかに最近、急に兄貴の話を振ってきたことがある。

　ばあちゃんが俺たち兄弟の間の亀裂を修復したがっていることは、以前から知っている。

　それも千鶴に任された仕事だったのか？　だとすれば、千鶴はただのばあちゃんの駒だったってこと？

　ばあちゃんに与えられた仕事のためだけに俺に近づき、俺の中に踏みこんできたのか？　……いや、それだけじゃないはずだ。

　そう思いたいけれど、信じきれない自分がいる。

　俺は自分の足元がぐらつくのを感じて、ソファに深く腰掛け、背もたれに体を預けた。

「私……私なら常務にそんな顔、絶対にさせません」

　そう言いながら遠山さんは俺に近づいて、手をギュッと握りしめる。

　振りほどく元気も出ない。

「私を選んでください。騙すような真似をして常務に近づくような女には負けません」

　騙すような真似？　千鶴が今まで自分に見せてきた飾り気のない笑顔や、情熱に潤んだ瞳、拗ねた顔……。すべてが偽物だというのか？

　ひどく頭痛がして、こめかみのあたりを押さえる。

「……常務」

「ひとりにしてくれないか」

　そこでようやく、俺に触れていた遠山さんの手をゆっくりと払う。

「でも……」

「いいから、早く出ていってくれ」

　俺の絞り出すような冷たい声を聞いて、遠山さんは部屋を出ていく。

　たしかに最初は、どうして千鶴みたいな子が急に秘書課だなんて、と不思議に思っていた。でもいつの間にか、俺の生活の中に千鶴は溶けこんでいて……。

　ふとしたときに彼女のことを思い出すだけで、胸のあたりが温かくなる。

　でも、千鶴が俺のそばにいたのは、会長の命があったから……？

　昨日まで手の中にあった彼女という柔らかな存在が、ふと俺の腕からすり抜けていくような感覚がした。










壊れたガラスの靴




　常務が帰ってくる。

　それだけで私はスキップして出社したくなるほどだった。

　遠山さんのこともあり不安で何度か電話を入れてみるもののタイミングが合わずに、メールだけのやり取りが五日間続いた。

　秘書課に配属になった理由も早くきちんと説明して、黙っていたことを謝りたかった。

　今日の午前中の便で日本に到着して、午後には出社してくる予定になっている。

　特に約束を交わしているわけではない。けれど宗治さんの顔を見れば、この五日間で感じていた寂しさが和らぐはずだ。

　お昼の休憩が終わるころになると私は、今か今かと宗治さんが出社してくるのを楽しみにしていた。

　そのとき、秘書課に高浜課長が入ってきた。

「お帰りなさい、課長」

　疲れた様子の課長に声をかける。すると、「ちょっとこっちに……」と給湯室に呼ばれた。

　帰国早々どうしたのだろうか？

　急いで課長のもとに駆け寄る。

「宗治の様子が少しおかしい。ちょっと様子を見てきてほしいんだ」

〝宗治〟と呼んだことから、親友としての立場で言っている。

　長年一緒に過ごしている高浜課長がそんなことを言うなんてよっぽどだ。いったい出張中になにがあったっていうの？

　不安を覚えながらも、常務に日本茶を準備する。

「それ、私が持っていきます」

　急に声をかけられて給湯室の入口に目を向けると、いつからいたのか、遠山さんが立っていた。

「ありがとう、でもこれは私が持っていくね」

　笑顔を浮かべる私に、遠山さんは冷笑を浮かべる。

「いいえ、私が持っていきます。常務もきっとそのほうが喜ぶと思いますから」

　遠山さんの冷たい視線と言葉の意味が私には理解できない。

「遠山さん……？」

　いつもと態度が違う彼女に、高浜課長も同じように違和感を覚えているようだ。

　どうしてこんな急に強気になったの？　もしかして、宗治さんの様子がおかしいのって、彼女になにか原因があるの？

　でも、一緒に出張に同行していた高浜課長はなにも知らないみたいだ。

　宗治さんと遠山さんの間にだけ、なにかがあったということ？

　彼を信じて素直になるって決めたばかりなのに、不安でどうしようもなくなる。

　遠山さんは私が淹れたお茶を奪い取るようにして、常務室へ向かった。

　私は驚いて固まってしまう。

「どういうことでしょうか？」

　ようやく口から出た質問に、高浜課長も返すことができずに、ただ頭を左右に振るだけだった。

　遠山さんにお茶を持っていく役目を奪われた私は、その後もなかなか宗治さんのもとに行けなかった。

　今は勤務中。用事があったり呼ばれたりしない限りは他の仕事をこなさなければならない。

　早く宗治さんの顔を見て、話をしたいのに……。

　小さな溜め息をひとつついた。

　十五時になり、お茶でも淹れようと常務室を覗いてみたが、そこに宗治さんの姿はなかった。

　はぁ、ちょっとでも顔が見たいと思ったのにな。今日は本当にタイミングが合わない。

　がっかりした私は、メールで【今夜会いたいです】と短くメールを送った。

　デスクに戻って仕事をしていると、メールが届く。すぐに確認すると、宗治さんからだった。

【ＯＫ。ムバラックから土産を預かってる】

　すぐに返事が返ってきたことにホッとする。

　もう焦らなくてもいい、今夜宗治さんにすべて話せるのだから。

　自分にそう言い聞かせ、午後からの仕事に集中した。

　仕事を定時で終わらせた私に、出先で会議が長引いた宗治さんから、以前ランチで連れてきてもらった小さなイタリアンレストランで待つようにメールで連絡があった。

　十九時過ぎに店に着くと、以前と同じように出迎えられ個室に案内される。

　今日は宗治さんに会えると思って、いつもの通勤スタイルに比べてデート仕様の服装だ。派手すぎないペールピンクの無地のワンピースにベージュのジャケットを羽織っている。足元は宗治さんに買ってもらった、クリーム色のパンプスだ。

　待ち遠しくてソワソワする。意味もなくスマホの画面をタッチして、連絡が来ていないかどうかを確認する。

　しばらくすると、入口のほうから「いらっしゃいませ」という声が聞こえてきた。

　顔を向けると、会いたくてたまらなかった宗治さんの姿があった。思わず立ち上がって笑顔を見せる。彼もいつもと同じ私の大好きな笑顔を見せてくれると思っていたのに……。

　どこか困ったような表情を見せられて、違和感を覚えた。

　なんだかぎこちない？　いつもだったら私の目をじっと見つめてくれるのに、今日はなんだか目が合う回数も少ない気がする。

「どうかしましたか？」

「ん、別に」

　どこか引っかかるような笑顔を向けられる。

　出張から帰ってきてすぐに仕事をこなしたのだ。きっと疲れているに違いない。

　私は単純にそう思った。

　ほどなくして、食前酒のキールが運ばれてくる。宗治さんと乾杯をして、ひと口飲む。

　どうやらカシスではなくフランボワーズのリキュールを使っているらしく、いつもと違う味わいで喉を潤した。

「フランボワーズもおいしいですね」

　感想を言ってみてもどこか宗治さんは上の空で、私はそれが気になっていた。

　ムバラック氏から預かったというお守りは、刺し繍しゅう糸いとを何本も絡めて織られた紐ひもが小さな石にくっついている、かわいらしいものだった。身に着けていると幸せを運んできてくれるらしい。

　ドバイでの出来事を話してくれる宗治さんだったが、なんだか一方的で口を挟む余地がなく、私は肝心の話を切り出せないでいた。

　いつもならこんなことないのに……。

　言いたいことはハッキリ言う性格なはずなのに、恋愛となるとうまくいかない。

　それでも今日はきちんと話をしないと。やっと話をするチャンスができたんだから。

　なかなか言い出せない自分をもどかしく思いながらも、食事を口に運ぶ。

　しばらくしていったん会話が途切れる。その瞬間を見計らって、私は持っていたフォークを置いた。

「宗治さん、私、話さないといけないことがある」

　真剣なまなざしを彼に向ける。

　しかし宗治さんはこちらに目を向けることなく、ナイフとフォークを器用に使ってそのまま食事を続けている。

　え？　まさかこの距離で聞こえてないわけないよね？

　わざと私を無視するような態度に驚いたが、もう一度声をかける。

「ねぇ……」

「聞きたくない」

　彼の言葉が私のセリフを遮る。

　まさかそんな返事がくるとは思ってもいなかった。思わず目を見開き、言葉に詰まる。

「……ど、どうして」

　いつもとまるで違う、私を拒否する態度に、なけなしの覚悟は今にも崩れ落ちそうだ。

「聞いてしまったら、知らないふりができないから」

　それはすでに知っているということを意味している。

　ど……どうして？　私、電話でもメールでもひと言も伝えてないのに。

　出張中から様子がおかしかったのは、もしかして私が話そうとした内容をすでに誰かから聞かされたからなの？　もしそうならどういうふうに聞かされたんだろう？　私の真意が伝わっているとは思えない。

「でも、私は話したい」

「それは千鶴の自己満足だろう。俺は聞きたくない」

　頑なに私を拒否する宗治さんに心が折れそうになる。

　でも、きちんと話をしなきゃ。私の気持ちは私にしか伝えることができないんだから……。宗治さんに、私の本心を理解してほしい。

「でも聞いてほしいの。私……」

「今さら話してどうなるんだ？　ばあちゃんに言われて、仕方なく俺と付き合ったのか？　報酬はなんだ？　もう受け取ったのか？」

　今まで向けられたことのない冷たい声にたじろぐ。

「っ……ちがっ……」

「なにも違わないだろう。全部本当のことだろう？　なにか間違いがある？」

　たしかに報酬をもらうために、会長に言われるまま宗治さんを結婚させる気でいた。

　しかし彼の発した言葉の中に、私の気持ちなど少しも入っていない。それはただの事実だ。

　大事なことは、私の伝えたいことは、そこじゃないのに……。

「たしかに宗治さんの言ったことは事実です。だけど、私の気持ちを聞いてほしい」

「千鶴の気持ちを聞いたからって、事実が変わるわけじゃないだろう？　どうせ兄貴のことも聞いて、仲直りさせるように頼まれたんだろう？」

　感情に任せた怒りを向けられるならまだいい。だけど今の宗治さんの目はとことん冷たく、目の前にいる私など見えていないようだった。

「それは違う！」

　思わず声を荒げて、すがるような目で彼を見つめる。

　お願い！　私を見てほしい。短い間だったけれど、ふたりで過ごした時間を否定しないで。

　しかし、その思いは彼には届かなかった。

「千鶴の言うことならなんでも聞くと思った？」

「そんなことない。ちゃんと話を聞いて」

　テーブルの上で拳こぶしを握っている宗治さんの手に自らの手を伸ばして重ねようとしたが、それは叶わなかった。

「ごめん。でも聞きたくないって言ったのに話したのは千鶴だ」

　宗治さんが席を立つ。

「どこに行くの？　大事なこと、まだなにも話してないのに」

「ちょっと熱くなりすぎてる。俺たち……少し距離を置こう」

　そう言って、宗治さんは個室を出ていく。一度も私を振り返らないまま。

　距離を置くって、どのくらい？　いつか私の声は宗治さんに届くの？

　溜まっていた涙がポロポロとこぼれ落ちる。溢れてくる涙を手のひらで拭う。

　しかしそれはどれほど繰り返しても、後から後から溢れ出る涙で無意味と化した。

　どうしてあのとき、会長からの条件を受けてしまったのだろう。

　どうしてもっと早く――私以外の誰かからその事実を知らされる前に、宗治さんに話をしなかったのだろう。

　どうして……どうして……。

　心の中に渦巻くのは後悔だけだった。

　去っていく宗治さんを追いかけることさえできない。だって私は、少しの間でも彼の人生を自分のために利用しようとした。

　その事実が、彼を追いかけたいという思いにブレーキをかけていた。







第五章










離れる距離




　あくる日、鏡の中の私は信じられないほどひどい顔をしていた。

　パンパンに腫れた目元だけでも、と急いで保冷剤で冷やし、メイクでどうにかごまかす。

　しかしこの顔を見れば、誰から見ても〝なにかあった〟ことは一目瞭然だ。

「大丈夫ですか？」

　席に着くなり遠山さんが心配して声をかけてくれる。

「バカね、そういうときは見て見ぬふりをするものよ」

　後藤さんが呆れたように言う。

「無駄口叩いてないで、それぞれの仕事をしなさい」

　いつもは私に冷たい三島さんがその場の会話を終わらせてくれたことに、感謝した。

　朝の打ち合わせの時間になり、私は常務室へいつものように足を踏み入れた。

　そこには、いつもの朝と変わらず、宗治さん、高浜課長、私の三人だけ。

　昨日あんなことがあった後でも、こうやって彼の顔を見ることができる。

　今は仕事だけでも彼を失望させないようにしないと。

「おはようございます。本日の予定ですが……」

　私が始めると宗治さんがそれを遮る。

「瀬川さん、今日からはもとのように高浜課長にやってもらうから、君はデスクに戻っていて」

　顔も見ずに告げられる。

「ど……うしてですか？」

　絞り出すような声で問いかけた。

　仕事の面でもいらないと言われたようで、胸が苦しい。

「もともとそれは高浜課長の仕事だから、もとに戻すだけだよ」

　宗治さんは書類を見つめ、一度もこちらを見ようともしない。

「分かりました」

　小さく答えて部屋を出るのが精いっぱいだった。

　仕事でさえも一緒にいることを拒否されてしまった。

　仕事だけでもそばにいたいと思っていたのに、それさえも叶わない。

　枯れたはずの涙が込み上げてくるのを感じる。泣くのを我慢して唇がブルブル震えた。

　こんな状態でデスクに戻ることなんてできない。

　思わずトイレの個室に駆けこむ。鍵をかけた瞬間、ボロボロと涙がこぼれる。

　仕事中に会社で泣くなんて……。

　なんとか冷静になろうとするが、無駄だった。到底我慢できそうにない。

　その場に屈みこんでしゃくり上げる。こらえきれない嗚咽が扉の外まで漏れた。




　あれから十日ほど経った。私は出社こそはしているものの、完全に高浜課長の補佐の仕事のみをこなしていた。

　人の噂が回るのは早く、いつも近くにいた私と宗治さんが一緒にいないことをいろいろ勘ぐって、宗治さんが新しい女性に乗り替えたとか、私のワガママに宗治さんが耐えられなくなったとか、根も葉もない噂が渦巻いていた。

　しかしそれに伴って、直接的な嫌がらせがなくなったのは救いだった。

　時間を取ってもう一度彼と話をしたいと思っていたけれど、もともと忙しい宗治さんが時間を意図的に作ってくれないと、私には弁明のチャンスすらない。

　日に日に沈んでいく様子の私を理乃が心配して、ランチや飲みに誘ってはくれていたが、到底そんな気分になれなかった。毎日をただ無む為いに過ごしているだけだった。




　なにをしても身が入らない日々が続く十一月のある日。思いもよらない人物に声をかけられた。

　重役フロアでの会議の後片付けをしていたところに日下専務がやって来て、私に声をかけたのだ。

「ボンボンの寵愛を失った気分はどうだい？」

　悪意に満ちた言葉に唇を噛む。

　どうしてそんなことを、この人に言われなきゃいけないの？　宗治さんとはまだ別れたわけじゃない。

　少し距離を置いているだけ……こんなイヤミにヘコむことなんてない！

　口惜しさを見せたくなくて、うつむく。

　なにも答えない私を見て、日下専務は言葉を続けた。

「どうやら常務は、次にウチの第二秘書に手を出しているみたいだな」

　それを聞いて、顔をパッと上げた。

　第二秘書って……遠山さん？　どうしてそんな話になってるの？　もしかして、別れていないと思っているのは私だけで、宗治さんは違う……？

　彼を信じたい気持ちと、信じきれない気持ちが自分の中でグルグルと渦巻いている。

「あの海外出張のときも、遠山君は私の秘書だというのに常務にべったりでね」

　聞きたくない言葉に耳をふさぎそうになる。スーツのポケットに入れてあるムバラック氏からのお守りを思わず握りしめる。

　このままここにいたら、専務の悪意に飲みこまれそう。早くここを離れたい。

「あの、それで専務のご用件は？」

「君、自分を捨てたあの男を恨んでるだろう？　私に少し協力しないか？」

「協力……ですか？」

　日下専務の澱んだ瞳が私を見つめていた。




　木曜日の人ひと気けのなくなった深夜。私は常務室のパソコンの前にいた。

　キーボードを叩く指が震えている。

　早くしないと、誰か来るかもしれない。焦る気持ちでパスワードを入力して、あるデータを探し出す。

　宗治さんごめんなさい。

　こんなこと、よくないことだと分かっている。見つかれば、懲戒解雇は間違いない。覚悟はできている。

　それでも私はデータを探さなければならない。日下専務が私を使ってこのデータをほしがったのには理由があるはずだ。宗治さんにとって不利益になるようなことであれば、放っておくわけにはいかない。

　このデータを使って専務がなにをしようとしているのか聞き出さないと。

　……あった！

　探していたデータファイルを見つけると、すぐにＵＳＢメモリにコピーをした。

　コピーのパーセンテージを表す表示をもどかしく見つめる。

　百パーセントになったところで、ＵＳＢメモリを抜き電源を落とした。

　これが専務の欲しがっていたデータだ。あとは指定された場所に持っていけばいい。そして明日、会長にも書類を渡せばすべて終わり。

　とにかく、明日一日はなにもなかったように過ごさないと……。

　私は誰もいない廊下を早足でエレベーターへと向かった。




　翌日、金曜日の夕方。退社後、私は喫茶店にいた。

　コーヒーのカップを両手で持ち、液体の表面に映る自分の顔を見つめていた。

　ここのところ一向に眠れない。目をつむると宗治さんのことを考えてしまい、すぐに目が冴さえてしまうから。

　ファンデーションで隠せないほどのクマが目の下にできていた。

「はぁ……」

　ひとつ溜め息をついたとき……。

「瀬川さん」

　名前を呼ばれて顔を上げると、私が呼び出した相手、妃奈子さんが立っていた。

「急に呼び出してしまってすみません」

　すぐに立って頭を下げる私に、妃奈子さんは笑顔を返した。

　妃奈子さんが注文したホットチョコレートがテーブルにのると私は話を切り出した。

「宗治さんとお兄さんのことなんですが、私にはもうなにもできなくなってしまいました。ごめんなさい」

　テーブルにつきそうな勢いで頭を下げる。

「いきなりどうしたの？」

　妃奈子さんのキレイな手がテーブルの上の私の手に触れる。

「私、本当は妃奈子さんのこと、心のどこかで許せませんでした。宗治さんのことを傷つけておいてお兄さんと仲直りさせたいなんて身勝手だなって……」

「そうね、そう思われても仕方がないわ」

　妃奈子さんの瞳に悲しみの色が差した。

「だけど、お兄さんとの和解で宗治さんの心のわだかまりを取り除くことができるなら、努力してみようとも思いました。だけど、私にはそんなことできる権利なんてなかったんです。そもそも、そこまで彼に信頼されていたわけではないし……」

「ふたりの間になにかあったの？」

　そう聞かれて、苦笑いを浮かべるしかなかった。

「最初からなにもなかったのかもしれません……」

　まぶたの奥が熱くなって、涙が溢れそうになる。

「瀬川さん、私こそ無理なお願いをしてごめんなさいね。あなたをとても苦しめたようで、反省しています」

「いえ。お役に立てず、申し訳ありませんでした」

　一礼して、私はテーブルを立った。










退職願




「あぁ、分かった。その件に関しては早急に確認をしてくれ。できるだけ早く」

　月曜の朝はいつにもまして忙しい。

　俺は受話器を置いて溜め息をついた。

　ここ一カ月近く、千鶴の声をまともに聞いていない。目を閉じると、すぐに千鶴の顔が浮かぶ。

　自らそう仕向けたにも関わらず、心も体も千鶴を欲していた。

　当の本人は、今日は体調が悪いから休みたいと勇矢に連絡を入れたようだ。

　たしかにここ最近、遠巻きで見ても顔色が悪かった。

　彼女の元に駆けつけるために、一刻も早くごたごたを解決しなければ……。

　俺の秘書になってからというもの、千鶴の周りでよくない噂や危険なことが起こり始めた。秘密裏に進めた調査によると、それは日に日にひどくなっていた。また、ある人物が関係しているということも……。

　だから俺は千鶴の安全を思って一度距離を置こうと言ったけれど、本当にそれが正しかったんだろうか？

　心配させないためになにも話さなかったが、今になって思えば、そのことで彼女は不安に思っているだろう。

　千鶴、すぐに終わらせるから、もう少し待っていてくれ。

　ギュッと眉間にシワを寄せ、指で目元を押さえたとき……。

　――トントン。

　ノックの音で現実に引き戻される。

「どうぞ」と声をかけると、そこには見慣れた親友の姿があった。

　しかし、いつもは飄ひょう々ひょうとしている勇矢の悩ましげな表情から、よくないことを伝えに来たことが分かる。

「これを」

　スッと机の上に置かれた封筒には【退職願】と記載されている。

　まさかと思い、裏を見ると、そこには千鶴の名前。

「これはいつ？」

「どうやら金曜の終業後、会長に提出したようです。あなたには出せなかったみたいですね」

「くっそ。なんの相談もなしに……」

　ドンッと音を立てて机を叩く。

「この状況で相談するほうが無理でしょう。彼女は会長にこう言ったそうですよ。『彼を傷つけてすみませんでした』と。頭を下げたそうです」

「……千鶴」

「もう今さら関係ないことですが、彼女はあなたがドバイに出張中に会長の条件は呑めないと申し出たようですよ。報酬などいらないから、と。彼女が望んだのは秘書課に残ることだけでした。あなたのそばに……」

「もう分かった……」

「いいえ、まだあります。会長が彼女に報酬として提示したのは、彼女がずっと探してきた母親の絵だったそうです。それを彼女はいらないと言い切ったんです」

「え……」

　俺は驚きで目を見開くことしかできなかった。

　勇矢は、いつもにも増して冷たい声で話を続ける。

「竜治様の件については、妃奈子様が瀬川さんに頼んだそうです。彼女はどんな気持ちだったでしょうね。元カノからあなたの過去を聞かされて……」

「分かった、もういいから」

　自分がいかに千鶴のことを理解したつもりでいたのか思い知らされた。

　千鶴はひとりでいろいろと悩んでいたんだろう。

「バカヤローが。どうして彼女がここまで追いつめられるまでになんとかしなかったんだ！」

　急に口調の変わった勇矢に俺は顔を上げる。すると……。

　――プルルル。

　電話の音がふたりの会話を中断させた。受話器を上げる。

「はい」

『庶務の鈴すず木きです。先ほどの件ですが、やはり木曜の深夜に常務室に出入りしたのは秘書課の瀬川さんだけですね』

　先ほど防犯カメラの映像を確認するように依頼した庶務課の課長から連絡が入る。

　やっぱり。それならば……。

「ありがとう」と告げて電話を切った。

「勇矢、あのデータをコピーしたのはやはり千鶴だった」

　勇矢が眼鏡のブリッジをグイッと上げる。

「おそらく、そのデータを持ち出すように指示したのは日下専務だろう。最近、アイツの周りの動きがかなり早い。証拠を完璧に集めていたら、間に合わなくなるぞ。近いうちに家族とドイツに逃げるつもりだという情報も入ってきている」

　――ガシャーン。

　勇矢が話し終えるかどうかというところで、ドアの外から大きな音が聞こえた。

　急いで勇矢が扉を開けると、わなわなと震える遠山さんが立っている。足元には、割れたコーヒーカップの欠片とコーヒーが広がっている。

「日下専務……日下専務がドイツって……どういうことですか？」

　震える声を出し、勇矢を見つめている。

「立ち聞きしておいて質問ですか？」

　見下すような冷たい勇矢の視線にも遠山さんはひるまなかった。

「ドイツって、しかも家族と……」

　震える遠山さんの目線が定まらない。

「日下専務は近々家族とドイツに逃げるつもりのようです。あなたを捨ててね」

　日下専務の周りを調べているうちに彼女との不倫関係も掴んでいた。

　遠山さんがその場に崩れ落ちる。

「そんなっ……。だって、これがうまくいったら奥さんと別れて私と結婚してくれるって……」

「まんまと利用されたんでしょう。彼は妻と別れる気なんてさらさらありません。事実、ドイツに家族と住む家まで購入しています」

　遠山さんは床に座りこんで、ただ首を左右に振るだけだった。そのとき……。

「ちょっとよろしいでしょうか？」

　声がかかった方向を見ると三島さんが立っていた。

「お取り込み中申し訳ありませんが、至急の要件と判断いたしましたので失礼します」

　キレイに頭を下げる。この現状を見てもひるまないのは、お嬢様として育ってきた三島さんの肝の据わったところだ。

「なんでしょう？」

　勇矢が尋ねる。

「先ほど瀬川さんから伝言を……」

「電話があったのか？」

　思わず会話に割って入る。

「はい。『全部うまくいくから心配しないでください』だそうです」

「瀬川さんがそう言ったのか？」

「はい」

「アイツまさかひとりで会いに行ったんじゃ……」

　自分の体から血の気が引くのを感じた。

「まぁ彼女ならやりそうですけど」

　勇矢のひと言で我に返る。

　すぐに俺はスマホを取り出して千鶴に電話をかけたが、電源を切っているのか繋がらない。

「くっそ」

　スマホを握りしめる。

　落ち着くんだ……次になにをすればいいのか考えるんだ。

「日下専務が自宅にいるとは思えません。遠山さん、居場所は分かりますか？」

　そう尋ねる勇矢に遠山さんは小さな声で答える。

「空港近くのクレセントホテル……」

　それまでうつむいたままだった遠山さんが日下専務へ反旗を翻した瞬間だった。

　俺はすぐにエレベーターへ向かって走り出し、その後を勇矢が追いかけてきた。

「車は正面玄関に用意してあります」

　背後から後藤さんが大声で俺たちに声をかけた。

「ありがとう！」

　お礼を言って、ふたりでエレベーターに乗りこんだ。

　一階に到着するとエントランスを駆け抜け、ふたりで急いで車に乗りこむ。

「急げ！」

　運転席の勇矢に声をかける。

「俺、そんな訓練受けてないんだけど」

　そう呟きながらも、カーチェイスさながらの速度でクレセントホテルへ向かった。

　千鶴、無事でいてくれ。

　俺はただそれだけを祈っていた。










闘うシンデレラ




　クレセントホテルに到着し、フロントには寄らずに日下専務に指定された部屋へ直行する。

　これからの対決を思うと、エレベーターのボタンを押す指が震える。

　だけど怖がってなんていられない。これが私が宗治さんにできる最後のことだから、うまくやらなきゃ。

　目的階で扉が開き、ぎゅっと唇を結んで一歩踏み出した。

　指定された部屋の前で呼び鈴を鳴らすと、ほどなくして中から扉が開く。ニヤニヤと嫌な笑いを浮かべた日下専務が立っていた。

　覚悟を決めたはずなのに、いざ本人を目の前にするとやはり足がすくむ。促されるようにして中に入った。

　三人がけのソファに専務が座る。私はソファには腰掛けずに立ったままだった。

「早速データを出してもらおうか？　こちらで確認させてもらう」

　テーブルの上にはノートパソコンとコーヒーがのっていた。

　トートバッグの内ポケットからＵＳＢを黙って渡すと、すぐに内容を確認し始めた。

「そのデータ、いったいどうするつもりなんですか？　私に取りに行かせるほど大事なデータなんですよね？」

「あぁ、常務はこのデータが外部に漏れると相当困るだろうな。まぁ、だから盗ませたんだけどな。俺にとっちゃ命綱だ」

「命綱？」

「あぁ、もう明日にはドイツに発つから教えてやるが、会社の金を使いこんだのが一部の役員にばれてな。このデータを渡せば、そのまま見逃してもらえるって話になってるんだ。ばれたのが反常務派で助かったよ」

　横領を隠すために、こんなことを……。

　パソコンに表示されたデータを確認しながら、日下専務は話を続ける。

「君もこれで、あのバカボンボンにひと泡吹かせることができるんだ。スカッとするだろう？　まぁ、あのまま付き合っていたとしても、社内でかなりの反対があっただろうから、君と常務が結ばれることはないけどな」

　分かってたつもりだけど、面と向かって言われると傷つく。

　でも、これで私の目的は果たした。あとは、あのＵＳＢを取り返すだけだ。

　私は意を決して一歩踏み出し、パソコンに差してあるＵＳＢメモリを引き抜いた。

「おい、お前なにするんだ!?」

　驚いた日下専務が立ち上がる。

　私は急いで出口に向かおうとしたけれど、足がもつれてその場に倒れてしまう。

　こんなときに限って！

　すぐに専務に腕を掴まれた。

　私は必死にそれを振りほどき、なんとか手を伸ばしてテーブルの上に置いてあったコーヒーにＵＳＢメモリを落とした。

「こいつ！　なにしやがるっ！」

　慌ててＵＳＢメモリをコーヒーから救出するが、それはもう使いものになりそうになかった。

　今のうちに逃げなきゃ。

　隙を見て逃げ出そうとすると、足を引っぱられてその場に引き倒された。

「痛いっ！」

　体の右側を床に激しく打ちつけて、痛みに顔がゆがむ。その瞬間、隠し持っていたＩＣレコーダーが転がっているのが見えた。

　マズい……。

　そう思ったときには時すでに遅し。日下専務も気がついたようだ。

　私は必死で這って、ＩＣレコーダーを日下専務よりも先に拾い、奪われないように胸に抱えてうつ伏せになった。

　体が痛い。でもこれだけは守らないと。

「ふざけたことしやがって」

　汚い言葉を吐きながら、日下専務は倒れたままの私に馬乗りになった。

「それをこっちに出すんだ！」

「嫌です！　専務だって葉山には思い入れがあるはずです。それなのにどうして」

　なんとか思い返してもらおうと話しかける。

「お前になにが分かるんだ！　この……！」

　髪を引っぱられて仰向けにさせられた。目の前の醜悪な表情をした男が私に向かって拳を振り下ろす。

　殴られる！

　そう思って目をつむったとき……。

　――バンッ！

　客室の扉が開いた。顔を向けると、そこには肩で息をする宗治さんが立っていた。

「……宗治さんっ！」

　宗治さんが私たちに駆け寄る。そして日下専務を引きはがすと私を自分の背にかばい、拳を思いきり専務の顔に叩きつけた。勢いで専務がソファに倒れこむ。

「大丈夫か？」

　私を覗きこんだ宗治さんの顔は悲壮感が漂っていた。

「宗治さん……来てくれたんですね」

　久しぶりに間近で彼の顔を見ることができて、今まで緊張で張りつめていたものが、プツリと切れた。同時に、ポロポロと涙がこぼれる。

「なにされたんだ？　どこか痛いのか？」

　私の顔を両手で包み、心配そうに見つめる。

「だ、大丈夫です。それよりも、これ……」

　なんとか涙を止めて、ＩＣレコーダーを宗治さんに渡す。

　宗治さんはそれを受け取ると、私をギュッと抱きしめた。

　彼の胸から聞こえる心音がとても速い。彼が心配して駆けつけてくれたことが分かった。

　すると、開いた扉から別の声が聞こえた。

「逃げられませんよ」

　高浜課長が涼しい顔をして現れた。

　日下専務はこっそり逃げ出そうとしていたようだ。

「日下専務。海外へご出立のところ、申し訳ありません。でもそれはかないません」

　メタルフレームの奥から鋭い視線を専務に向ける。

「どういうことだ？　お前たち、俺にこんなことしていいと思っているのか？」

　追いつめられても虚勢を張っている。

「いいもなにも、犯罪者に敬意なんて払うわけないじゃないですか？」

　課長の声がいつも以上に冷たく響く。

「あなたの横領についてはこちらでも調べがついています。それに加えて、ＩＣレコーダーに瀬川さんが録音したあなたの自白があれば、罪は免れません」

「は……いったいなに言ってるんだ、そんな……」

　専務が焦りの色を見せる。すると、私を抱きしめている宗治さんが専務を睨みながら言った。

「俺がその程度のことに気がついてないとでも思ってたのか？」

　鋭い視線に日下専務はブルブルと怯えている。

「……そんなバカな。そうだ、遠山さんは？」

「彼女なら今ごろ会長と話をしているだろう。あなたのことを洗いざらい全部ね」

「まさか！　裏切ったのかっ？」

「お前にそんなこと言う権利なんてないんだよ。オッサン」

　宗治さんが吐き捨てるように言葉を投げつける。

　そのとき、廊下から足音が聞こえ、葉山の警備部の面々が乗りこんできた。専務の身柄を確保する。

　顔がん面めん蒼そう白はくの専務は「こんなこと……こんなはずじゃ……」とブツブツ呟きながら、フラフラと立ち上がる。

　彼らは迅速に日下専務を連れ去り、ドアのところで「失礼します」と頭を九十度下げて出ていった。

　部屋に残されたのは、宗治さんと高浜課長、そして私だった。

　わずかの沈黙の後、宗治さんの声が部屋に響く。

「このバカ！」

　あまりにも大きな声に、ビクリと震える。なにか言わないといけないと思いつつも、声が出ない。

　しかし次の瞬間、私の体は再び彼にギュウギュウと抱きしめられていた。それは息をするのも難しいほど強く。

　一方で、腰に回された右手と私の髪に差しこまれた左手が震えているのを感じる。

「心配かけてごめんなさい」

　一度止まっていた涙がポロリとこぼれた。後から後から溢れ出て、宗治さんの高級スーツに吸いこまれていく。

「どうしてひとりで行動したんだ。どれだけ危険かくらい分かるだろう？」

　どうしてって……。たしかに無鉄砲だったかもしれないけど。

「だって、相談しようにも私を寄せつけなかったの宗治さんじゃないですか！」

　私は思いきり宗治さんの胸をドンッと叩いた。

「なっ！　助けに来たのになんだよっ！」

「助けに来てほしいなんて言っていません。ひとりでなんとかできました！」

　完全に売り言葉に買い言葉だ。ひとりでどうにかできたなんて本当は思えない。

　本当は来てくれてうれしいのに……。

「はい、そこまで。痴話ゲンカもけっこうですが、我々は社に戻って日下専務の処分を決める懲罰会議に出席しないといけません。すぐにここを出ますよ」

　そう言って、葉山一優秀な秘書は、言い合いが長引きそうな私たちを車に乗せて、ホテルを後にした。










かくれんぼ




　当然、私も一緒に会社へ戻るものだと思ったが、到着したのは自宅マンションだった。

「ずいぶん疲れた顔をしている。今日はゆっくり休んで」

　そう言い残して、宗治さんは会議のために会社へ戻った。

　置いてけぼり状態だったが、思い返せば退職した身だ。今さら会社に行っても、社員でない私に居場所などない。

　鍵を開けて部屋に入り、グルリと部屋を見渡す。

　会社を辞めた以上、このマンションにもいられないな。早く次の部屋を見つけなきゃ。

　ふとベッドが目に入る。その瞬間宗治さんがそこに寝転んで、私に向かって微笑んでいたことを思い出す。

　この部屋で過ごしたことなんて、数える程度しかないのにな……。

　だけど、私にとっては宗治さんとの幸せな思い出が残る大切な場所。だけど……。

『あのまま付き合っていたとしても、社内でかなりの反対があっただろう』

　突然、日下専務の言葉が蘇よみがえる。

　宗治さんと付き合うときに覚悟は決めたつもりだった。でも改めて現実を突きつけられると、とても大きなハードルだったと実感する。

　やっぱり、〝好き〟って気持ちだけじゃどうにもならないこともあるよね。

　会長だって、私と宗治さんがそんな関係だと知ったら驚くだろう。

　私がいる限り、会長をはじめ重役が望んでいるような宗治さんの結婚は遠ざかる。

　それに日下専務の件も結局、私は宗治さんの手を煩わせてしまった。

　彼のことだから、私が無茶な行動を取らなければ、もっとスマートに解決していたかもしれない。このまま一緒にいれば、今回のように彼の足を引っぱってしまうに違いない。

　それになによりも、自分の目的のために最初は彼を利用しようとしたことが一番引っかかっている。距離を置こうと言われた日、宗治さんにも『事実が変わるわけじゃない』とハッキリ言われちゃったしな……。

　結局、私ひとりがいなくなれば、なにもかもうまくいくのかもしれない。

　これから私はどうすればいいんだろう。

　結論を出すまで、ちょっとひとりになりたい。葉山の関係者のいない、どこか遠くへ行って落ち着いて考えたい。……そうだ、あそこへ行こう！

　ふと思い立ち、旅行バッグに荷物を詰め始めた。

　今から出れば夜までには到着するだろう。




　電車とタクシーを乗り継いで目的の場所に到着したときには、すでに日は落ちていた。

　タクシーを降りて空を見上げると、澄んだ空気の中、星がよく見える。

　ここは、小さいころ何度かお父さんに連れられて訪れたアトリエだった。

　大きな別荘の敷地内にあるこのアトリエは、もともとは別荘の管理人が住んでいたそうだ。そのうち別荘が使われなくなり、管理人の引退と共に空き家になったここをお父さんは買い上げた。

　だから、別荘の所有者にはいまだに会ったことがなかった。

　内装などお父さんが自らコツコツと仕上げたアトリエは、お父さんの死後ほとんどそのままの状態にしているので雑多な感じは否めないけれど、手作りの木の机や椅子はどこか温かみを感じさせるものだった。

　ここは、私がお父さんから譲り受けた数少ないもののひとつだった。叔父さんによって一度は売りに出されたが、結局買い手がつかずホッとしたのを覚えている。お父さんとの思い出の残る大切な場所だったから。

　キャンバスに向かうお父さんの隣で、顔に絵の具をつけながら同じように絵を描いたこと。私がひとつ歳をとるたびに、頭のてっぺんの高さで柱に傷をつけてくれたこと。

　昨日のことのように蘇り、笑顔がこぼれる。

　アトリエの鍵を開けて中に入る。ずっと使っていなくてホコリっぽいけれど、窓を開けて換気をすれば十分過ごせそう。

　二階の寝室に入り、引き出しからシーツを出してベッドメイクをする。すぐにベッドに横になると、同時にスマホが着信を知らせた。

　画面には、宗治さんの名前。

　もうこれで何度目だろう……。今日はもう諦めてくれないかな？

　何度かコールが続き、私が通話ボタンをタッチできずにいると、いったん切れて再度鳴り始める。これはきっと一度話をしないと朝までかけ続けてきそう。

　意を決して応答する。

「もしも……」

『今どこにいる？』

「……ひとりになれるところです」

『電話にも出ないし、マンションに行ってもいないし、いったいどこだ？　すぐに迎えに……』

「来ないでください」

　きっぱりと言い切ると、宗治さんは一瞬言葉をなくす。

『どういうことだ？』

　少し怒りが混じった声に、私の心は痛む。

　本当は私だって会いたい。宗治さんにそばにいてほしい。でも今、私がしなければいけないことは、彼に甘えることじゃない。自分と彼とのこれからのこと、私がどうしたいのかを考えなければいけない。

「ひとりになって今後のことを考えたいんです」

『それなら一緒に……』

「いいえ、私は会社の重要データを盗んで迷惑をかけました。退職願を出しましたが、懲戒処分になっても仕方ありません」

『あれはお前でなく日下が悪い』

「それでも、もう少しうまくやっていれば、あんな迷惑をかけることなどなかったのに……。それに何度も言うようですが、退職願も出しています。私はすでに葉山とはなんの関係もありません」

『葉山と関係がないって、俺とも関係ないってこと？』

　関係ないなんて本当は思いたくない。けれど彼のためを思ったら、これを機になにもなかったころに戻ったほうがいいのかもしれない。そうすることがお互いのためになるような気がしてきた。

「そう思っていただいてもかまいません……」

　自分で紡いだ言葉が自分の心をえぐる。思わず泣きそうになる。

『関係ないなんて言わせない。それに、退職願は受理されなければ意味をなさない。残念だけど、千鶴の退職願は今日俺の手で破棄された』

「な……んで、そんな勝手なこ……」

『勝手なのはどっちだ。なにも言わずにどこに隠れてる？』

「距離を置こうと言ったのは〝常務〟です」

　私も負けじと反論する。

『常務じゃなくて宗治だ！』

「とにかく、退職願はもう一度郵送します」

『あぁ、好きなだけ送るといい。そんなもの、中身も見ずに破棄だ』

　これ以上、言い争っていても無駄だ。状況はなにも変わらない。

「もう好きにしてください。私は明日からも出社しませんから。無断欠勤が続けば、社内規定によりクビになりますからね」

　私だけを特別扱いなんてできないはず。

『あぁ、好きにさせてもらう。絶対探し出してやる』

　強引な物言いながらも、宗治さんがまだ私を求めていてくれることが正直うれしい。

　こんな気持ちで、本当に私は彼から離れることができるのかな……。

　しかし、そんな自分を心の奥底に閉じこめる。スマホの終話ボタンをタッチして、電源まで落とす。

　今は彼と一緒にいる覚悟も、別れる勇気もない。だけど、このアトリエにいる間に頭の中をしっかり整理して、ちゃんと答えを出さなきゃ。

　必死にまぶたを閉じるが、なかなか眠りにつけなかった。







最終章










父に導かれて




　オフシーズンの十一月、別荘地に人はほとんどいなかった。

　ここに来て十日。ほぼ毎日、ぐっすりと眠れぬまま朝を迎えている。

　私はお父さんが絵を描いていた部屋に向かう。扉を開けると、そこはまだ絵具の匂いがした。

　お父さんの気配が感じられる数少ない場所。

　お父さんの死後は年に一、二度しか訪れることはなかったが、ここに来るときはいつもお父さんに話を聞いてもらいたいときだった。

「お父さん……私、どうしたらいいのかな？」

　宗治さんは、私にとっては初めて自分の過去をすべて話した異性だった。人を好きになることがどこか怖かった私が、初めて全力で好きになった人。

　宗治さんの立場を理解していても、それを乗り越えて彼の近くにいたいと思った。けれど実際に目の前に突きつけられたら、その覚悟はすぐにぐらついた。

　ちゃんと覚悟していたつもりだったのに、恋愛に浮かれていただけなのかも……。

　考え始めると、気持ちが際限なく沈んでいった。

　何日も同じようにして、宗治さんのことを思い出しては涙を浮かべた。

　じっとしていると、ダメだな。気分転換に買い物にでも行こう。

　自転車で十分ほど走ったところにある、この辺でたった一軒しかないスーパーへ向かう。

　何度か通ううちに顔なじみになったレジ係のおばちゃんとひと言ふた言交わし、二、三日分の食料を袋に詰めて家路につく。自転車をこぎ、頬に冷たい風を感じながら、アトリエまでの道をひたすら走る。

　いつまでもこうしているわけにはいかない。前に進まないと。

　少し体を動かしたことで、気持ちが前向きになれた。

　アトリエに到着して自転車から降りる。すると入口に見たことのある車にもたれかかる宗治さんの姿を発見した。

　ハッと息を呑む。

　どうしてここが分かったの？　今日は仕事じゃないの？

　次々に疑問が湧き上がる。でも一番大きな思いは……。

　やっぱり好き。

　顔を見ただけで思いが溢れてしまう。

　自転車を停めて、ゆっくりと宗治さんのもとに近づく。

「どうしてここが？」

「俺を誰だと思ってる？　かくれんぼはもうおしまいだ」

　そう言って、私が忘れたくても忘れられなかった笑顔を向ける。たったそれだけのことなのに、私の体内の血液は温度を上げ体中を駆け巡り始めた。

　彼の存在ひとつが自分に与える影響を再認識すると同時に、彼なしで生きていくことの困難さを今さらながらに思い知らされる。

　どうしよう。冷静に話ができるかな？

「千鶴？」

　一歩宗治さんが近づく。それに伴って、私は一歩後ずさる。

　もし今、彼に触れてしまったらもう戻れなくなる。

「なに？　今度は鬼ごっこでもする気？　いくらでも逃げていいよ。俺は絶対諦めないから」

　宗治さんが投げかけた言葉は甘い枷かせとなって私をその場から動けなくさせた。

「そんなこと……」

　そんなことを言われて、逃げられるわけないじゃない。

　そう言葉を続けようとした私は、気づけば間近にいた彼の腕に抱きしめられていた。

「逃げないで、ちゃんと話をしよう」

　諭すように言われて、それ以上抗あらがうことなどできなかった。

　アトリエの鍵を開ける。その間に宗治さんは車から風呂敷包みを大事そうに抱えてきた。

　宗治さんをアトリエの中へ招き入れる。彼は中をグルリと見渡すと、リビング代わりに使っているテーブルの上に荷物を置き、私に近くへ来るよう促した。

「開けてみて」

　風呂敷の中身は、薄くて大きな段ボールの箱だった。

　フタを開けた私は驚きで目を見開く。

「この絵……どうしてっ！」

　宗治さんに振り返ると、「あるべき人のところに戻ってきたんだ」と笑顔で答えてくれた。

　もう一度、絵に目を向ける。そこには、変わらず私に笑顔を向けるお母さんが描かれていた。

　お父さんのアトリエに戻ってきた絵を見ていると、ここでお母さんをモデルにお父さんが絵を描いていたことをひしひしと感じられ、涙が溢れてきた。

　しかし思わず感傷に浸ってしまったが、宗治さんと話をしなくてはいけない。

　必死で涙を拭い気持ちを立て直す。

　彼は『あるべき人のところに』と言ったが、これは会長の持ち物。私は会長に出された条件を放棄したのだ。これが手に入るはずがない。

「会長には、条件を呑めないから絵はいらないと……」

「条件って、俺の結婚？」

　ズバリと核心をつかれて、罪悪感から目を逸らす。

「本当にごめんなさい。宗治さんの大事な人生を自分の目的のために利用しようとしたりして……」

　両手で自分を抱きしめて彼に謝る。私が一番彼に言いたかったことだ。

「たしかに気分のいいものじゃないな……」

　それは当然のこと。誰だって同じように思うだろう。

　宗治さんだって、以前、距離を置きたいと言ったくらいだ。きっとまだ怒っているはず。

　思わずギュッと目をつむる。

「でも千鶴は見事にその条件をクリアしたんだ。だからこの絵は君のものだよ」

　えっ!?　条件をクリアしたって、どういうこと……？

　宗治さんの言っている意味が分からず、尋ねた。

「それって宗治さんが結婚するってこと？」

「あぁ、そのつもり。プロポーズはまだだけど、絶対ＯＫさせるから問題ない」

　いつの間にそんな話があったのだろうか？　秘書課の誰かだろうか……それとも、新しい候補が現れたのだろうか？

　私の知らないところで宗治さんの結婚の話が出ていたなんて。やっぱり私のしたことが許せなくて、会社側の勧める人と結婚することにしたのかもしれない。

　でも……結婚自体、考えられないって。そう言ってたのに……。だから私も、必死で彼との将来を考えないようにしていたのに。

　じわりと涙が浮かんでくる。

　こんな話、わざわざ聞きたくなかった。これが宗治さんなりの、付き合っていた私に対するケジメなの？

　奥歯をグッと噛みしめて、手をギュッと握る。

「悲痛な面持ちで、なにかよくないことを考えてるみたいだけど？」

　宗治さんはそう言って、私の眉間に寄ったシワをデコピンで弾いた。

「うっ……」

　途端に、溢れそうだった涙が引っこむ。彼を見ると笑顔で私を見ていた。

「また勝手にひとりで考えて自己完結してる？　俺と結婚するのは千鶴に決まってるだろう？」

　ええっ！　ど、どういうこと？　私が宗治さんと結婚する……？　彼の言っていることが理解できない。

　思ってもみなかった言葉に私は口をポカンと開けたまま。

　顔を覗かれて、ハッと我に返る。

「な、なにを言ってるんですか！　私にはそんな資格ありません」

「俺と結婚するのにどんな資格がいるの？」

　おどけたように聞いてくる宗治さんだったが、私は真剣だ。

「私は宗治さんのことをあの絵のために利用しようとしました。宗治さんだってあんなに怒ってたじゃないですか？」

「たしかに怒っていたよ。だから君を傷つけるような態度を取ってしまった。それは謝る。でも千鶴にしてみれば、この絵はなによりも大切なものだろう？　もし俺が同じ立場なら、千鶴と同じことしてたと思うよ」

　伏し目がちな瞳には後悔がにじんでいた。

「それから勘違いしないでほしいんだが、距離を置こうと言ったのは、そのことだけが原因じゃない。ちょうどあのころ、日下がいろいろと動き始めているのが分かったんだ。彼の身辺を調べるうちに、千鶴の周りでよくないことが起こっていたのも、多少なりとも日下が絡んでいることも分かった。だから、俺と離れればそういうこともなくなると思ったんだ」

　宗治さんの指が私の耳に髪を優しくかけてくれる。

「まぁ、結果的に距離を置いたことで、千鶴が危険な目にあったんだけど。守れなくて、ごめん」

「どうして話してくれなかったんですか？」

「だって千鶴は隠しごとができないだろ？　なんでも顔に出ちゃうし。まだいろいろ調べている最中なのに、打ち明けたら正面切って乗りこんでいきそうだし」

　たしかに宗治さんの言う通りかもしれない。実際、無鉄砲にもひとりでなんとかしようとしたのだから。宗治さんはそこまで私のことを理解して考えてくれていたんだ。

　もしかして、私の過ちも許してくれるの？　でも、そうだとしても……。

「私、自分のせいで大切な人が傷つくのは、これ以上見たくないんです。今回だって、たくさん迷惑をかけました」

　彼の目を見て訴えかける。

「前も言ったけど、ただ不幸な偶然が重なっただけだろう？　これからは俺が今回みたいになんだって、何度だって解決してやる。だから安心して」

　優しく抱きしめられて背中をトントンされる。

「でも……」

　まだ話をしようとする私の唇に、彼の人差し指が当てられる。

「俺が聞きたいのはＯＫの返事だけだ。俺の未来にいる女は千鶴しか考えられない。結婚しよう」

　そう言うや否や、熱い唇が私の唇に重なった。そっと触れるだけのキスなのに、私の全身が満たされる。

　まだ返事をしてないのに……。

　それでも何度もキスを繰り返しながら、ふたりソファになだれこむ。彼のキレイな髪の中に手を掻き入れ、自らも口づけた。

　宗治さんの唇が私の首筋を這う。薄手のセーターの裾から彼の手が侵入してこようとしたとき……。

　――ウー、ウー、ウー……。

　宗治さんのスーツからスマホの着信を知らせる振動がある。

　かまわず続けようとした宗治さんだったが、いつまでも鳴り続けるそれを忌いま々いましそうに手にして画面をタッチした。

『会長がお待ちです。すぐにお戻りください』

　前置きもなく要件だけズバリと言う声が私にも漏れ聞こえる。

「あー分かった、分かった」

　宗治さんが頭を掻きむしりながら面倒くさそうに答える。

『まさかとは思いますが、よからぬことをされてませんよね？　会長がお待ちなのに、まさかね』

「まるで千里眼だな……」

　ぽそっと呟いた彼がおかしくて、今まで張りつめていたものが途切れ、笑いが止まらなくなる。

　通話を終えた宗治さんが「笑いすぎだ」と言い、私のおでこにデコピンをした。

「時間がないからすぐ準備して」

「え？　私も？」

「今から会う人は、俺じゃなくて千鶴に会いたがってるから」

　さっき電話から漏れ聞こえた話では、会長が待っているということだ。

　どうしていきなり？　会長が私になんの用があるんだろう。

　もたもたしていると、「ほら早く」と急かされて、慌てて準備をする。

　持ってきた旅行バッグと先ほど買ったスーパーの食材を持って、私は彼の車に乗りこんだ。

　運転中の宗治さんの横顔を見ながら、こんな山奥まで自分を迎えに来てくれたと思うと胸が熱くなる。

　もう一度そばに戻れたことがうれしい。プロポーズだって、まるで夢を見ているようだった。

　だけど返事がすぐにできなかったのは、彼にキスをされたからというのもあるけれど……日下専務の言葉が気になっているからだ。

『あのまま付き合っていたとしても、社内でかなりの反対があっただろう』

　彼のセリフがずしりと私の胸にのしかかっていた。

　宗治さんと結婚するということは、一緒に葉山を背負っていくということだ。そんなことが、両親も後ろ盾もいない私にできるのだろうか？　少しでも会社に有利な相手と結婚させたい重役の反対はもちろん、会長だってどう思うだろう。私は宗治さんを結婚させるために秘書課に配属になったのであって、宗治さんと結婚するために配属になったわけじゃない。

　それに、宗治さんだって周りから祝福されて結婚したいはず。あまりいい家族と言えない中で育った宗治さんにとって、会長はずっと寄り添って支えてもらった大切な存在だ。家族のことで辛い思いをしてきた彼だからこそ、会長に反対されればきっと辛いだろうな。

　自分との結婚を手放しで喜んでくれる人がどれほどいるだろうかと考えて、彼との結婚はやはり無理なのではないかと改めて思った。




　ずいぶんと長い間ひとりで悩んでいたようだ。

「なにかいろいろと悩んでたみたいだけど、着いたから」

　宗治さんに声をかけられて窓の外を見ると、葉山ホールディングスの正面玄関の車寄せだった。

　車から降りると、手を引かれてエントランスを横切り、エレベーターに乗りこむ。

　社員たちは宗治さんが私の手を引いて堂々と歩いているのを見て驚いていた。

「そ……常務！　私、出勤できる服装じゃないですし、それにずっと無断欠勤……」

　すぐに会長に会う勇気がなくて、ささやかな抵抗を試みてみる。

「大丈夫。それについては全部有給扱いにしてあるから。千鶴、有給溜めすぎだぞ。ちゃんと休まないと」

「すみませ……じゃなくて」

　――ポーン。

　私の言葉はエレベーターの到着音に遮られる。

　エレベーターに押しこまれ、示された行き先は二十階。

　せめて会長だけでも賛成してくだされば、宗治さんの胸に素直に飛びこめるのに。だけど、大事な孫の結婚相手が私だなんて、納得しないだろうな。会長だって、葉山のためにも宗治さんのためにもなるような相手を望んでいるに違いないのだから……。

　悪い考えしか出てこない。そのせいで、エレベーターから降りるときには足が動かなくなっていた。

「早く連れてこいって言われてるんだ。ほら、さっさと歩く！」

　なんでもないことのように言う宗治さんとは対照的に、私の顔はだんだん青ざめていく。

　引きずるようにして会長室に連れていかれる。

「ばあちゃん。連れてきた」

　背中を押されるようにして会長室に放りこまれた。

「し、失礼します」

　体を折りたたみ、自分の履いているデニムを目にして、せめて格好だけでもまともな姿でこの場に臨みたかったと思う。

「やっと捕まえたの？　遅いじゃない。そんなことで仕事やっていけるの？」

　ふざけた調子で宗治さんを責める会長。

「今度の相手は手強いんだよ。でもこれを乗り越えたら、どんな取引相手も頷かせる自信ができるよ」

「あら、そう。ふふふ」

　あれ？　なにか想像していたのと違う……。

　会長は宗治さんが私を連れてくることを承知していたはず。

　だから私はもっと緊張感が張りつめた場を想像していたのに、この柔らかい雰囲気はどうしたのだろう？

　ふたりの会話は祖母と孫が交わす、和やかなものだった。

　入口でおろおろしている私に宗治さんが声をかける。

「千鶴こっちに来て。ばあちゃん、お望み通り結婚相手を連れてきた。俺、千鶴と結婚するから」

　結婚してもいいか会長に許しを乞うのではなく、宗治さんは、決定事項として報告する。

　いきなり直球すぎる。しかもまだ私は返事をしていないのに、言い切ってるし……。

「ちょっとま……」

「ＯＫの返事以外、ダメだって言っただろう」

　会長の反応が気になってチラリと窺うと、ふたりの会話をニコニコしながら聞いている。その様子を見て、私は不思議に思い尋ねる。

「反対されないんですか？　私は会長を裏切って宗治さんを好きになってしまったのに……」

「あらどうして？　私は孫を結婚させてほしいって言っただけよ。ならば、あなたは私の与えた仕事を忠実にこなしたじゃない。大変優秀だわ」

　ニッコリと微笑まれる。

「ばあちゃんが反対するわけないだろう。最初からそのつもりなんだから」

「え？」

　最初からって、どういうこと？

　驚く私を尻目に、会長が話を進める。

「私が宗治と結婚させたかったのは、あなたよ。瀬川千鶴さん」

　温かいまなざしで見つめられる。

「あの……どういう……」

「驚くのも無理はないわね。ちゃんとお話しするから座りなさい」

　ソファを促される。

　私が腰を掛けると、宗治さんは当然のように密着して隣に腰を下ろした。

「ちょっと、近いですよ。離れてください」

　ギュウッと肩を押して距離を取ると「チェッ」という舌打ちが聞こえてきた。

　それを見て、会長は「あら、あら」なんて笑っている。そして、話を続ける。

「私、あなたのお父様のことが好きだったの」

「え？　父をですか？」

　会長の突拍子もない発言に驚きを隠せない。

　会長がお父さんを好きだったってこと？　ということはお母さんとはライバルだったの？

　でも歳が……恋愛には関係ない？

　いろいろなことが頭の中を駆け巡る。

「あぁ、言い方が悪かったわね。あなたのお父様とお母様が好きだったのよ」

「母のことも知ってるんですか？」

　話を聞くと、お父さんの絵が葉山のデパートでも取り扱われるようになったころ、それを気に入った会長が何点か絵を購入したらしい。そのお礼に両親が揃って挨拶に会長を訪ねたことから、交流が始まったそうだ。

「そのころ私は自分の息子の結婚があまりうまくいっていないことに心を傷めていてね……。あなたのお父様とお母様を見ているとうらやましくて仕方なかったの。息子にもこういう家庭をもってほしかったなって。そういえば、あなたが今日までいたアトリエと同じ敷地にある別荘、誰の所有だか知ってる？」

「え、あの、いえ……」

　いきなりなんだろう？　今の話と関係があるの？

「あれは私の別荘なの。もう長い間、使用していませんけどね。そしてあのアトリエを提供したのも私」

「そうだったんですか!?」

　必死で宗治さんから逃げたつもりだったのに、逃げた先が葉山の敷地の一部だったなんてマヌケすぎる。

「去年あなた、経理システムの構築で社長賞をもらったでしょう？　社内報であなたを見て驚いたわ。お母様にそっくりだもの。そこで思い立ったの。あなたを宗治に近づけたらどうなるかって」

　まるで『ちょっとしたイタズラよ』とでも言いたそうだが、訳も分からないミッションを与えられて異動させられた私の身にもなってほしい。

「あなたたちふたりには、きちんと恋愛してほしかったのよ」

　ニッコリと微笑み、私たちふたりを見つめる。

「で、結局、まんまとばあちゃんの思う通りになったってこと」

　宗治さんは眉を下げて『まいった』とでも言いたそうだ。

「念願叶って、ひ孫の顔が見られそうだわ」

　うれしそうに手を叩く会長に「おい、ばあちゃん気が早い」なんて彼が返している。

　一方、私は……放心状態でその光景を見つめることしかできなかった。

　いったいこれはどういうことなの？　会長はもともと私と宗治さんが結婚すればいいと思っていたの？　……だったら、私のこの十日以上、いやもっと前から悩んでいたことって、いったいなんだったんだろう。

　私と宗治さんは、魔女と呼ばれる目の前の女性がポイッと投げた〝幸せの罠わな〟に簡単にかかってしまったのだ。

「で、式はいつにするの？」

　うれしそうに会長が私に尋ねる。

「あの、私……まだ」

「え？　はぁ？　まだって、結婚しないの？」

　ありえないとでも言いたそうな表情を会長が浮かべる。

「いや、ちょっと……なかなか返事してくれないんだよ」

「仕事であれほど結果結果と言ってるくせに、だらしないわね」

　叱責されて彼はさらに頭を掻く。

「早くいい返事をもらって婚姻届を持ってきなさい。保証人の欄には喜んでサインさせてもらうわ」

　放り出されるように私と宗治さんは会長室を追い出された。ふたりでエレベーターに向かって歩く。

　展開が早すぎて、いろいろついていけない。

　そもそも返事をするもなにも、私は会長に反対されると思ったからＯＫできなかったわけで、それがクリアになった今、断る理由はなくなった。

　でもなんだかタイミングが……。今さらどうやって返事をしたらいいんだろう？

　そのとき、私の前にスッと人影が現れる。それは今にも泣きだしそうな顔をした遠山さんだった。しばらく見ないうちにずいぶんやつれた気がする。

「……少し時間をいただけますか？」

　そう言うと、宗治さんが空いていた会議室に私と遠山さんを招き入れた。

「ここで話して。俺も聞く権利あると思うから同席させてもらう」

　遠山さんはコクンと頷く。

「瀬川さんっ。いろいろと迷惑かけてごめんなさい！」

　遠山さんは勢いよく頭を下げた。

「私、日下専務とは葉山に入社したときからの関係でした。当時こっちに全然知り合いも友達もいなくて、優しくしてくれる彼だけが頼りで……」

　みるみるうちに瞳に涙が溜まっていく。

「そのうち生活のすべてが日下専務になって、彼の言うことだけが正しいと思うようになったの。彼が家庭を捨てて私を選んでくれると言ったのをずっと信じて……」

　うつむいた瞬間、遠山さんの目から涙がひと粒落ちた。

「だから、秘書課で三島さんと後藤さんをわざと衝突させて引っかき回したり、瀬川さんにもらった指示をわざと無視して常務の商談を失敗させようとしたりして……」

　懇親会のときやムバラック氏との食事のことを言っているのだろう。

「常務と瀬川さんが仲よくなり始めてからは、根も葉もない噂を流して距離を取らせようとしました。常務のそばにいて情報を探ることが、専務が私に課した仕事でしたから。最終的には、常務に気にいられて婚約者になれと……」

　ポロポロと涙をこぼしながら言う遠山さんの手を握る。

　好きな人に他の人の婚約者になれだなんて言われたら、どんな気持ちだろう。

　彼女の心の痛みが伝わってくる。

「君が一番謝らなければいけないことがあるだろ？」

　宗治さんが遠山さんを促す。

「はい。実は……階段で瀬川さんを押したのは私なんです。階段であなたを突き飛ばせば、怖くなって常務から離れるだろうと専務が……。何度もできないって言おうとしたんですけど、捨てられると思うと怖くて言えなかった。本当にごめんなさい。ケガをさせるつもりなんてなかったんです」

　遠山さんの顔は涙でぐちゃぐちゃだ。後悔の色がにじみ出ている。

「もういいよ。たくさんの人に迷惑をかけたんだから、許すとは言えないけれど、でも反省してるのは分かったから」

　私がそう言うと、彼女はコクコクと涙を流しながら頷いた。

「許してもらえるとは思っていません。だけど、話を聞いてもらえてうれしかったです」

　彼女は手のひらで涙をグッと拭いながら、わずかな笑みを見せた。

「これからどうするの？」

「葉山にはいられませんから、実家に帰ります。常務のおかげで実家との取引は続けていただけるそうなので、しばらくゆっくりして今後のことを考えてみます」

　そう言って顔を上げると、いつもの優しい笑顔を浮かべ「お幸せに」と私と宗治さんに言い残してその場を後にした。

「彼女も被害者ですよね」

　呟く私に宗治さんが言う。

「だからといって許されることじゃない。千鶴がもし俺に言われたら同じことをするのか？」

　左右に首を振る。

「そうだな。千鶴なら、俺の頭にゲンコツのひとつでも落として『バカなこと言わないでください』って怒鳴るんだろうな」

「宗治さんは絶対そんな卑怯なことしません」

　そう言って、先を歩く彼の後を追った。

　十五階に到着すると、秘書課の前には、高浜課長と三島さん、後藤さんが待っていた。

「あらまぁ、長いお休みをしていたはずなのに、どうもやつれたように見えるのは私だけかしら？　お仕事溜まってますのに、そんな服装で出勤だなんていい度胸ですわ」

　普段と同じ三島さんの言い方に、思わず笑みがこぼれそうになる。

「ひとり減って仕事が大変なんだから、さっさと準備して手伝って。私、自分の仕事以外はしないんだから、あなたがやらないと誰がやるのよ」

　後藤さんもいつも通り、肩にかかる髪の枝毛を気にしながら話す。

　ふたりの変わらない態度にホッと安堵し、自然と笑顔になった。

　しかし宗治さんが間髪入れずにふたりに言う。

「悪いが、こいつはまだ特別任務が残ってるんだ。ほら、来い」

　エレベーターへ引きずられていく私の背後で、秘書課の面々の明るい笑い声が聞こえた。










プロポーズ




　宗治さんはエレベーターから降りても私の手をしっかりと握って離さなかった。社員の目を気にして離れようとしても決して許されず、そのたびに余計にきつく握られた。

　そしてそのまま、「会社だと邪魔が入るから」と宗治さんの車に乗せられた。

　車中で、私がいなかった十日間の出来事を聞いた。

　日下専務の懲罰会議は、取締役による前代未聞の多額の横領事件で、刑事告訴やむなしという結果になったそうだ。

　専務にデータを持ち出すように言った反常務派の役員たち数名も懲戒解雇したので、社内は大荒れに荒れたそうだ。

「こんなに忙しいのに、誰かさんは失踪するし……」と横目で恨めしそうに睨まれる。

「ご、ごめんなさい。それにしても、宗治さんはどうやってあのアトリエを見つけたんですか？」

「俺には千鶴以外にも優秀な部下がいるから」

　高浜課長のことだろう。次に会ったときには心配かけたお詫びをきちんとしておかないといけないな。

　そうこう話をしているうちに到着したのは、宗治さんのマンションだった。

　部屋に入ると彼はソファに腰掛けて私を手招きした。私は彼の横に座る。

「で、返事は？」

　急かすような彼の言葉がうれしくないわけじゃない。だけど、その胸に飛びこむ前にもうひとつ気になることを確かめておきたかった。

　どう切り出そうか迷っていると、宗治さんのほうから声がかかる。

「でもその前に、きちんと話をしておかないといけないな。これ読んで」

　手渡されたのは一通の空色の封筒だった。中の手紙に目を通す。

【瀬川千鶴様　あなたの気持ちも考えずに無理なお願いをしたこと、後悔しています。宗ちゃんから連絡をもらい、先日三人で話をしました。特別なにかを話したわけではないですが、今まで止まっていた時間が動きだしたように思います。

　自分のしたことに向き合う勇気がなく、あなたを頼ってしまいごめんなさい。次は、四人でお会いしましょう。葉山妃奈子】

「これ……」

　手紙から顔を上げて宗治さんを見る。

「不安にさせてごめん。こないだ兄貴たちと会った。お互いいろいろ思うところがあるだろうけど……。俺は前に進んでるってことを兄貴たちも分かってくれたはずだ。妃奈子にめちゃくちゃ怒られたよ。千鶴のこと、ちゃんとしろって……」

　苦笑いを浮かべてどこか照れくさそうに話す。

「でも、妃奈子さんのこと……」

「あぁ、なんか誤解してるだろう？　もう五年も前の話だぞ」

「でも、宗治さんが妃奈子さんを嫌って別れたわけじゃないでしょう？」

「痛いとこつくな……。たしかに俺は振られたよ。ただあのころは葉山の仕事をこなすだけで精いっぱいで、正直妃奈子の心が離れていってることなんて気がついてなかった。身内や取引先からのプレッシャーも半端なかったし。まだ青かったんだろうな。余裕がなかった」

　なにもないテーブルの上を見つめて、宗治さんは話を続ける。

「気がついたら妃奈子は兄貴の手を取ってた。俺は自分を正当化するために妃奈子と兄貴を恨んだんだ。頭の中では分かってたんだ。兄貴や妃奈子が悪いわけじゃないって。でも相手を攻撃することで、自分を守ろうとしていた。最初はそうだった……」

「最初は？」

「そう。だんだん冷静になると、妃奈子に対する自分の落ち度も見えてきて、今度はそっちのほうがトラウマになってきたんだ。好きな女も幸せにできない。相手を責めることでしか自分を正当化できない。そんな自分に嫌気がさした。だから次に真剣に誰かと向き合って、同じ失敗をするのが怖かった」

　自嘲気味な笑いを浮かべる。

　だから、いろんな女の子と適当に遊んでいたのか……。

「それで誰とも真剣に向き合わなかったし、自分自身にもまともに向き合ってこなかった。だけど、千鶴がいつもそばにいるようになって、もっと近くにいてほしいと思い始めた。最初はおもしろ半分だったんだけど、いろいろと辛い思いをしているのに折れない強さとか、でもときどき見せる寂しそうな表情とか、全部そばで見ていたいと思った。俺は千鶴のおかげで、もう一度人と向き合おうと思ったし、自分の気持ちとも向き合えたんだ」

　優しい目で宗治さんが私を見つめる。

　こんなふうにまっすぐな告白をされるなんて思ってもみなかった。苦しいほど胸がときめく。

「変わっていく周りを責めてばかりの俺に、千鶴は変わることの大切さを教えてくれただろう？」

　たしかそんな話をしたことがある。煌太兄ちゃんとの食事を無理矢理キャンセルさせられたときだ。

「俺がいろいろ悩んできたことを、こうも簡単に言ってのけるんだな～って。俺の見ているものを千鶴が見たら、どんなふうに見えてどんなふうに感じるんだろうと思った。そのうち、俺の隣で俺と同じ方向を見てほしいって思うようになったんだ。俺をこんなふうな気持ちにさせたのは千鶴だ。だから責任取って結婚してくれ」

「へっ？」

　なんだか強引に再度プロポーズされたような気がするけど、気のせいだろうか。

「ここまできて嫌だなんて言わせないから」

　そう言ったかと思うと、目の前まで宗治さんが迫ってきた。目をつむる暇もなく、彼の熱い唇が私の唇をふさぐ。

「んっ……ふ」

　唇が触れ合ったまま彼が呟く。

「返事はもちろん、イエスだろう？」

　しかし私が返事をしようとすると、すぐにキスが再開される。耳の裏がしびれるほどの甘さにクラクラする。

　ようやく唇が離れたとき、私は彼の肩に手を置いて自分との間に距離を作った。そして真剣なまなざしを向ける。

「浮気しない？」

「あぁ、千鶴が毎日抱かせてくれるなら」

　ふざけて言う彼に「もう」と頬を膨らませる。

「家事は下手だけどいい？」

「あの弁当に入ってた卵焼きを作れるならそれでいい」

「子供は三人ほしいの」

「五人でも十人でも。少子化対策に貢献しよう」

「最後に……絶対、私より先に死なないで。一秒でもいいから長生きしてほしいの」

　そう言い切った瞬間、目頭が熱くなる。次の瞬間には涙が頬を伝っていた。

　宗治さんは私の顔を両手で包みこみ、流れる涙を親指で拭う。

「分かった。約束する。千鶴が息絶える間際までずっとそばにいて、嫌っていうほど愛してやる。だから……俺と結婚しよう」

　目の前には、口角をキュッと上げ目尻を下げた宗治さんがいる。私が好きな彼の笑顔。

「はい。末永くよろしくお願いします」

　涙でひどい顔になってるかもしれない。きっと鼻の頭も赤くなっている。

　それでも私は満面の笑みを浮かべて、宗治さんにＯＫの返事をした。




「……ん……っ、は……」

　声にもならない私の吐息が寝室に響き渡る。

　シャワーを浴びることも許されず寝室に連れてこられた私は、宗治さんの手でトロトロにふやけさせられている最中だ。

「十日もかくれんぼしていた罰だから、今日は俺の好きにさせてもらう」

　うれしいような恐ろしいような発言の通り、彼は私の体中の〝気持ちいいところ〟を大きな手のひらと熱い唇で味わっている。

　何度目かも数えられない口づけをかわし、お互いの唇が触れるか触れないかの距離で、見つめ合う。

　私は彼の額にかかる黒髪をそっと掻き分けて、左の目元にあるほくろにそっと触れた。

「ん？　どうした？」

「なんでもないよ。ただ幸せだなって……」

　体中から湧き上がる喜び。この〝なんでもない〟幸せをふたりで大事にしたい。

　身も心も将来もひとつになった夜。お互いを溶かし合い、混じり合うようにして新しい朝を迎えた。










ヒールが折れても




「どうして俺まで……」

　俺の目の前で、眼鏡なしの休日スタイルの勇矢は溜め息をついていた。

　寒い冬を越えて桜の蕾つぼみが少しずつ開き始めた三月下旬。

　ここは、葉山系列のホテルのブライダルルーム。もちろん新郎新婦は勇矢と恵ちゃんではない。

「いいじゃない、せっかく宗治くんのデレデレの顔が見られるんだから」

　夫の隣で恵ちゃんがうれしそうに言う。

「俺は毎日毎日間近で見てるんだよ。もううんざりするくらいにね」

　悲壮感さえも漂ってきそうな夫の発言に、恵ちゃんは「あ、そうなの？」と軽く返す。

　カーテンの向こうでは、千鶴がドレスの試着をさせてもらっていた。

　本当は叔母の仁恵さんと来るつもりだったのだが、都合がつかず、急遽ピンチヒッターを恵ちゃんにお願いしたようだ。

　美波ちゃんが一緒なので、その面倒を見る係として勇矢も同席すると前日に聞いた。

　俺より先に勇矢が千鶴のドレス姿を見るなんてありえないだろう。新郎はこの俺なんだから。

　これは一大事だ、というわけで、俺は仕事の打ち合わせの時間を無理矢理ずらして、結局五人でこの場に臨むことになった。

「宗治が来られたなら、俺と恵はいなくてもよかったんじゃないか？」

　勇矢の言うことはもっともだ。

「たしかにな」

　そんな話をしていると、着替えた千鶴がカーテンの中から出てきた。

「……どうかな？」

　真っ白なウエディングドレスを身にまとい、恥ずかしそうに立っている。

　ソファに腰掛けていた俺は立ち上がって、千鶴の周りをグルッと回り、ドレスを確認する。

「これもいいな、特に背中」

　指で大きく開いた背中の部分をつつく。

　真っ白な千鶴の背中が見えると思わず触りたくなってしまう。このドレスだと式の間中、背中を撫でてしまいそうだ。

「もう、いい加減にしてください」

　顔を少し赤くして抵抗されるとますます触りたくなる。もうそろそろ抵抗が無駄だと気がついてほしい。

　そんな俺の邪よこしまな心を無視して、千鶴は恵ちゃんに意見を求めた。

「恵さん、これとこれ、どっちがいいですか？」

　お払い箱になった俺は、美波ちゃんに泣かれないようゆっくりと勇矢の隣に立つ。

「あんまりしつこくして逃げられるなよ」

　親友のセリフに「失礼な。愛情表現が豊かなだけだ」と俺は眉を寄せた。

　あれやこれやと話している千鶴と恵ちゃんを見て、ふいに勇矢が尋ねてきた。

「どうして彼女だったんだ？」

　根なし草のようにフラフラしていた俺が彼女を選んだ理由。

「なんだろうな。最初は結婚しないためのカモフラージュにもってこいだとは思ったんだ。だけど、決して背伸びはしてないのに常にまっすぐ上に伸びようと努力している姿とか、弱いようで強いしなやかさとか、ひとりでなんでもやってしまいたがる危うさとか、そういうところが全部いちいち俺のツボで……」

「分かった。永遠に続きそうだからこれ以上は聞かない。お前が幸せだっていうのは分かったから。まともに恋愛してなかったヤツはこれだから困る」

　たしかに俺は浮かれてしまっている。心のどこかで求めていた温かい家庭を千鶴とふたりで築けることに。

　これからの長い人生、きっと笑顔だけじゃないはずだ。背中を向けて眠る日もきっとあるだろう。

　でも、彼女となら同じ方向を見て歩いていける。

　たとえ千鶴のヒールが折れて歩けなくなっても、おぶって前に進めばいい。きっと俺は彼女の重ささえも幸せに感じるだろう。

「宗治さん？　どうかしましたか？」

　ボーッと見つめていた俺を千鶴が不思議そうに見る。

「いや、幸せだなって」

　そう言うと千鶴を引き寄せ、おでこにキスをした。

　それを見た恵ちゃんが「キャッ」とうれしそうな声を上げ、勇矢は「娘の前でやめろ」と美波ちゃんに目隠しした。

　美波ちゃんは急に遮られた視界に驚いて、手足をばたつかせている。

「人前でこういうのやめてください！」

　千鶴は真っ赤な顔をして、拳を振り上げる。

「その顔もかわいい」

「もうっ！　いい加減にしてっ」

「仕方がない、じゃあ」

　抵抗する千鶴に俺はそう言うと、カーテンの中に彼女を引っぱりこんだ。そして千鶴を食べ尽くしそうなほどのキスをした。

　千鶴も最初は抵抗していたものの、すぐに俺に身を預けてきた。

　俺のシンデレラは今日もかわいい。





◇　◇　◇






　会社の片隅にいた灰かぶり姫は、ガラスの靴ではなくヒールの折れたパンプスで、ちょっとひねくれた王子様と結ばれました。

　ほんの少し向こう見ずなシンデレラは困難にも自分の足で立ち向かい、王子様と幸せに暮らしています。

　めでたしめでたし……ですが、童話のようには終わりません。

　だってこれは、いつまでも続く幸せなシンデレラストーリー。

　ふたりの幸せに終わりなど永遠にないのだから。
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あとがき




　はじめましての方も、お久しぶりの方も、このたびは『ヒールの折れたシンデレラ』をお読みいただきありがとうございます。

　ご存じの方もいるかと思いますが、この作品は第一回ベリーズ文庫大賞で優秀賞をいただいたものを、加筆修正したものになります。

　以前のものを読まれていた方は気が付いたかもしれませんが、三人称から一人称へと変更しています。正直編集さんからのメールを「マジですか!?」と二度見したのを今でも覚えてます（笑）。

　でもそのぶん、すごく千鶴の心情を追いやすくなっています（当社比）。

「結婚」がテーマということで、本当はドタバタのコメディを書くつもりだったんですが、頑張り屋の千鶴が色々背負ってしまって真面目な（？）お話になりました。

　私が書くヒロインは、結構流されてしまう子が多いのですが、今回の千鶴は自分の力で道を切り開ける力をもっている子です。

　反対に宗治は、表面上は完璧でも困難から逃げるタイプのダメな人ですが、そのふたりが触れ合うことで、お互いに成長し、幸せになっていく過程を楽しんでいただければと思います。

　この作品ではじめて小説の賞に応募してみました。テーマに沿った作品を、期日までに書き上げること。そして読んでもらう方をどれだけ幸せにできるか……。

　いろいろと悩みながら完成させた作品を、このような形で皆様にお届けできてとても嬉しく思います。

　本作から担当していただいている増子様、最初から締め切りを延ばしてもらってすみませんでした。今後も見捨てずにお付き合いください。編集協力をしていただいたヨダ様にも、いろいろご尽力いただいたおかげで素敵な作品になりました。そしてカバーイラストを描いていただいたモリシタアイミ様。私の思っていた以上の千鶴と宗治を描いてくれて感無量です！　最後に、サイト掲載時から応援してくださっていた読者のみなさん。こんな私を理解して支えてくれている家族。

　関わってくださったすべての方に、お礼申し上げます。

　またお会いできる日まで。愛をこめて。


高田ちさき
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